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筑波大学地球科学系
人文地理学@地誌学分野の四半世紀
まえがき
筑波大学は，新構想、大学として1973(昭和48)年10月1日に関学し， 1998 (平成10)年10月に25周
年を迎えた.!?日学時に，地理学者として着任したのは，故尾留)I1正平氏のみであった.彼は東京教育
大学から筑波大学への移転に捺して マスタープラン委員の一人であったため そのご苦労は計り知
れないものがあったはずである.なお 彼は筑波大学の初代の企画調査室長の要職を務めた.
筑波大学が25年間成長したのも先達の教官，技官，事務官，学生たちの親密な連繋による辛苦の賜
物であった.人文地理学関係者で本学に教授として籍を置かれて 退宮された先生のみを以下に記し
てみる.
地球科学系所属は，前出の故尾留JI正平，高野史男，山本正三，正井泰夫，奥野隆史，佐々木博
の6氏，歴史・人類学系関係では，菊地利夫，千葉徳欝， )11喜田二郎，黒崎千晴の 4名，教育学系で
は朝倉隆太郎，篠原昭雄の両氏であり，合計12名にも達する.鈴録たるスタップの八面六管の活躍に
よって，今日の本学の礎が築き上げられている.
本記念号を企画したのは 関学四半世紀という一つの節目に 細やかながらも記録を残しておきた
いという願いからである.定期刊行物の「人文地理学研究j は本巻で23号，「地域調査報告j は20号
を数え i歴史地理学調査報告J は8号に達している.
この25年間の期間に，日本地理学会の春季学術大会が当地で2回開催され，国際地理学会関係のシ
ンポジュムや日仏コロキュムなどが催され，「関かれた大学J と標携されてきた一端が実現した.本
文中に掲載されているように，外国人教師・外国人非常勤講師，外国人研究員，留学生，外国人研究
生も多数受け入れてきた.本学が筑波研究学盟都市に位置していることからも，外国人地理学者の訪
問も絶えない.
東京教育大学時代から始まったブラジルの海タ同汗究は，筑波大学に 5年開設置されたラテンアメリ
カ特別プロジェクトによって一層推進された.その終了後も ブラジル研究は継承されてさらにアン
グロアメリカ研究にまで及んでいる.一方，パリ地方(イル・ドゥ・フランス)の研究から始まった
フランス研究も， EU諸国の研究へと対象地域のスケールを拡大しつつある.
筑波大学の組織は複雑であるが，前述の通り，人文地理学関係の教職員は，地球科学系，歴史・人
類学系，そして教育学系の三学系にまたがって属している.教育組織としては，第一学群自然学類の
地球科学専攻内に 人文地理学と地誌学コース，人文学類に歴史地理学専攻，そして第二学群の比較
文化学類に文化地理学コースがあり，合計4コースを数える.博士課程の研究科は地球科学と歴史・
人類学の二つであり 修士課程として教育研究科と地域研究研究科に院生，研究生がいる.
東京教育大学の時代から 「人文地理談話会」が綿綿たる伝統を保ち，教職員・院生・学群生，卒
業生は勿論のこと，学外から誰でも参加できるアカデミック・サロンとして，毎月ほぼl思の頻度で
関かれている.毎年3月に院生が企画し，案内をも行うその巡検は，好評であり，ときには学外から
の参加者もある.
キャンパス内の小さな石碑に，青野寄郎氏の直筆によって f大塚の地理学を筑波へJ (1977年秋)
と刻み込まれている.果たして，青野寄郎先生他が望んだ地理学が，本学で育まれているのであろう
か.評価は他人に委ねるしかない.しづぶれにしても，本学に籍を置く者は，未来永劫，不断の研究・
教育活動を地道に続けてゆかねばならない.
本学はまず，大学院の重点化・再編成に産面している.そして囲内では少子化の-I~，大学の偲性化
が求められている.次の「節目」をより強靭な態勢で迎えるためにも，個人と組織の内なる改革と，
他からの諸批判を受け入れる更なる決意を表明したい.
すでに述べたように本学の組織は複雑であり，人文地理学・地誌学に関する研究・教育はさまざま
な組織にまたがって行われている.そのため，この記録は地球科学系の人文地理学分野と地誌学分野
を中心に，適宜他の組織に関する記述を加えた.このことをあらかじめお断りしておきたい.
1999年2月1日
高矯伸夫
まえがき
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I 人文地理学・地誌学分野の歩み
1 -1 東京文理大・東京教育大の地理学教室から筑波大学地球科学系ヘ
1 .東京文理科大学地理学教室の伝統
東京文理科大学の母Jl台となった東京高等師範学校の地理学教室は， 1902 (明治35)年ウィーン大学
のA.Penck教授の下で地理学・地形学を研究して帰国された山崎直方が，日本ではじめて近代地理
学を講じられた，日本における近代地理学研究・教育の発祥地ともいえよう.
研究会・学会としては1878(明治11)年東京帝盟大学理学部内につくられた持物友会から1883(明
治16)年に地学会(会長小藤文次郎)が独立し， 1884年から「地学会誌J を発行し， 1889 (明治22)
年には10年前に創立された東京地学協会から「地学雑誌Jが発行された.その創刊号にのせた小藤文
次郎の論文「地理学の意義に解釈を下すJ は， F. Ratzelの名著 Anthropo・Geographieの考えを基礎に
したもので，学界における近代地理学推進の機運は，山崎産方の講義に先行していた.一方， 1888 
(明治21)年東京帝国大学文科大学に史学地理学の講座が関かれ，外人教師L.Riessの後，白鳥庫
吉・坪井ニ九馬三等が講義をしたが歴史地理学は史学の補助学科と考えられ 小藤文次郎の地理学に
対する考えは発展しなかった.
東京高等師範学校では， 1894 (明治27)年に卒業した筆者の父のノートによると，自然地理・地学
は後藤牧太教授，地誌は Mil1.の InternationalGeographyを用い，三宅講師が担当されていたようで
ある.その後，野口保興，矢津昌永が講義をもち， 1902 (明治35)年から山崎直方教授が地理学教室
を主宰することになる.
それ以来，東京高等師範学校の地理学教室は， 1907 (明治4-0)年京都帝国大学文学部史学科の中の
地理学講座(小)1琢治教授創設)， 1911 (明治44)年東京帝国大学理科大学での地理学講座(山崎直
方教授担当)， 1919 (大正 8)年東京帝大理学部地理学科開設(山崎直方教授創設)ごろまでは，日
本の地理学発達の中心的役割を果たした.山崎直方の研究の中心は地形学にあり，東京高蹄の大関久
五郎，東大の辻村太郎のような後継者が育ったが，山崎は190Z~1917年に亙って佐藤伝蔵と共著で自
本最初の近代地理学に基礎をおく地誌「大日本地誌」を発表し， 1908 (明治41)年からは東大法科大
学講師として経済地理学を講じ 同年東大教授を兼任して，地理学講座を担当され， 1912 (大正元)
年東大教授に妊せられてからも 東京高締の兼任教授として地理教育の発表もあり，地理学全体に大
きな影響を与えた.
この間に東京高等師範学校を卒業して，地理学界・地理教育界で活躍された主な方々は次のようで
ある.
1899 (明治32)年地理歴史専修科卒
1901 (1司 34)年文科地理歴史部卒
1902 (1司 35)年農学地学専修科卒
小田内通敏(早大・慶大講師)
大関久五郎(東京高締教授)
正木助次郎(東京府立三中教諭・自本地理学会創立発起人)
-1-
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1903 (向 36)年本科第二学部卒 富τi二能次ms(東京女高flW教授)
190Lj (1可 37)年本科地主H王史部卒 依日1 史(女子学習院教授)
190Lj (向 37)年本科地理歴史部卒 西1与四郎(奈良女高nil教授)
1906 (向 39)年本科博物学部卒 彩子市国太郎 u持鉄研究員)
1908 (1可 Lj 1)年本科地理歴史部卒 下I 礼佐(横浜高指教授)
1910 (1可 43)年本科地理歴史部卒 内m 寛ー(東京文理!大教授)
1910 (1可 43)年本科地理!罷史部卒 日:11=1 秀作(彦根高翻教授)
1912 (開 45)年本科地理歴史部卒 1 '11 啓前(東京文rm大教授)
1913 (大正 2)年本科地理歴史部卒 1極二郎(天王寺nil範教諭)
1913 (1可 2 )年本科1守:物学部卒 渡辺万次郎(東北大教授)
1913 (向 2) ij三本科博物学部卒 長尾 巧(東北大教授)
19JLj (1司 3 )年本科地理歴史部卒 上治寅次郎(京都大教授)
1916 (1司 5 )年本科地理歴史部卒 iJl本幸雄(東京高島i付-rj-1教諭)
1917 (同 6 )年本科地理歴史音li卒 佐藤保太郎(東京教育大教授)
1917 (同 6 )年本科地理歴史部卒 石井逸太郎(富山高校・富山大教授)
1918 (向 7 )年本科地理歴史部卒 浅井 治平(東洋大教授)
1919 (向 8 )年理科 3 部博物・地3~1!.卒 富田 芳郎(東北大教授)
1920 (同 9 )年理科3部博物・地理卒 藤本 治義(東京教育大教授)
1921 (1万J 10)年理科3苦li専物・地理卒 出LJ利三郎(東北大教授)
以上のほか，地理歴史部出身の学者には，日本史の中村孝也(東大教授)，東洋史の有高 巌(東
京文理大教授)，社会学の綿貫哲雄(東京文理大教授，東大講師)などが出ている.
以上のうち，大関久五郎・田中啓爾・内田寛ーの 3教授は，山崎教授の後の東京高師の地理学教室
経営のスタッフとして，学界，教育界に活躍され，その名声をあげられた.
また，教室と密接不離な関係をもち，山崎直方教授を会長，田中啓爾教授を副会長として発足した
大塚地理学会 (1924年東京高等師範学校地理学会として発足.教室のスタッフ・卒業生・地歴科学
生・生徒， 1929年以後は文理大地理学専攻学生を会員とする)の活動も大塚の地理学の伝統を育てる
重要な役割を演じた.月々の例会，春秋 2回の学術大会をもつほか，大塚地理学会々報 (1924~ 1937 
年)・地理学論文目録 (1~3 ， 1934~1937年) ，大塚地理学会論文集 (I~VI ， 7冊， 1933~ 1950 
年)， リーフレット，雑誌地理(1. 1 ~ V _ 4， 1943年地理学評論と合併)の出版物を出した外，教室
のスタッフの指導による日帰り巡検がほとんど日曜毎に行なわれ，野外調査を主体とする大塚の学風
を育てる力となっていた.
これらを背景にして， 1929 (昭和 4)年東京文理科大学地理学教室が，東大地理学教室の創設者山
崎直方を再び迎えて，自然、地理学・人文地理学の 2講座の教室として創設され，山崎直方教授と田中
啓爾助教授が任命された.山崎教授は新教室の構想をねり組織を作られたが，病床にあって自然地理
学の講義は東大の辻村助教授が担当され，残念ながら組織の完成をみずして 7月に逝去された. 1930 
(昭和 5)年にはフランス留学から帰朝された今村学郎助教授・内田寛一講師，桝田一二助手のほか
に，人文地理学の武見芳二，自然地理学の福井ニ英一郎が助手に任命された. さらに湖沼学の田中間歌
麿 (1932年から吉村信吉が継ぐ)，気候学の大石和三郎 (1934年から岡田武松が継ぐ)，地質・鉱物学
の富田 達・藤本治義，土壌学の関 豊太郎等各方面の専門家を講締に迎えて，研究・教育の分野は
多方面に亙った.専任であった地誌学・人文地理学の EB中啓爾助教授を中心に，地JI~学・数量的研究
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の今村助教授，歴史地理学の内田寛一講師(後に助教授)のほか湖沼学の吉村信吉講蹄等の下に，多
彩な大塚の地理学が育っていった.
当時，日本の大学の地理学教室は 3つあったが，東大は l講座で自然地理学特に地形学，京大は 1
講産で人文地理学特に歴史地理に中心をおいていたのに 東京文理大は学界からは地誌研究に特色が
あるとされていた. しかし，東京文理大には自然、地理学・人文地理学の2講座があって，地誌学・地
形学・歴史地理学の教授・助教授のほか 経水学・気候学・地形学・経済地理学・水産地理学・農業
地理学等の分野を専門とする講師・助手・高IJ手が多くて 野外の実証的地域研究に特色をもっていた
ので，卒業論文をみても東大・京大に比べて，研究テーマが自由に選択され，広い分野に亙っていた
のが特色であった.この野外での臨地調査・実証的研究と自由な研究分野の選択とその指導が他大学
に比べての大きな特色であり 文理大の大きな伝統といえよう.
文理大は1953(昭和28)年3月29日間学式を行ったが，それまでに1名の文学博士， 13名の理学博
士を出しており，その中には矢嶋仁吉の「武蔵野台地の新田集落の立地に関する地理学的研究J と尾
留)1正平の「裏日本海岸砂丘の地理学的研究 -開拓および土地利用とその因子-Jの2論文が含
まれ，文理科大学地理学教室としてはじめて 2人の理学?専士の学位を出した.続いて1953年中に幸田
清喜が学位を受けたが，以後も研究科学生の指導と学位論文審査のため，文理大は1962(昭和37)年
3月まで存続したので，その間に多くの学位が授与され，日本で最も多くの地理学による学位授与者
を出したのであった.この功績は大塚・青野・石川の 3教授 特に青野教授によるところが大きかっ
た.
また，単科大学であって，教授会には当然文理両分野の教授が一緒になり，学位論文もその正教授
会で審査されたので，教授陣における文科・理科の交流が総合大学より密であり，学生も文理両面の
講義を自由に開くことができた.筆者は地理学教室で開講した講義以外でも 中野治房講師の植物生
態学，小野島右左男講師・田中寛一教授の心理学，務台理作教授の哲学等に特にひかれたことを思い
出す.
野外調査では， 5 ~ 6人の学生に教授あるいは助教授と助手2名がついていったので，ほとんど個
人指導を受けることができたし，非常勤講師でも野外調査の指導をされる方もいた. しかも， 1年の
時は白中教授の人文地理・地誌の野外実習， 2年の時は今村助教授の自然地理の野外実習があって，
それぞれ進級論文を提出して 3年の卒業論文にはいることになっていて 自然・人文両分野の研究
能力が仕こまれた.野外実習と共に最も力を入れたのは演習で，英・独・仏語の論文の紹介・批判を
しなければならぬので，学生が多くの時間をさいたのも演習であった.正規の演習の外に，今村助教
授は一部の学生・助手と共に週 1自論文の詔介批判の時間をつくって 学生の力の養成に努められ
た.
教授・助教授のほか 福井・吉村・青野・石)1.尾原・小笠原・尾留)1等若い講師・助手・副手が
多く，教室の研究活動は活気にあふれでいた.
筆者は助手になると，田中教授の人文地理学演習のほか，石川助教授の自然地理学演習にも出，ま
た自分の研究発表については，大塚教授・石川助教授の批判指導を仰ぎ，自然地理学における研究・
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態度・手法の吸収にも努めた.これも文理大であったからこそ，できたものと思っている(青野助教
授は当時紅陵大学教授であった)• 
第二次世界大戦中は，教室の秩父への疎開や戦災で大きな障害にあったが， iWrく落ちつくと新制大
学への発足に伴う問題がおき これには内田教授・大塚教授・青野助教授・石川助教授・尾留]1助手
等が難産の渦中にはし 1り，文理科大学で育った伝統を受けつく二東京教育大学の誕生に努め， 1949 
(昭和24)年6月に到って東京教育大学が発足した.この時，文理科大学のファカルティーは学問研
究に中心をおく大学の創造に全力をあげて努力し，助手陣もその実現に協力したが，特に哲学・物理
学・動物学・地理学の助手の協力は目覚ましいものであった.内田教授はすでに1949(lJijfIJ24)年3
月に停年で退官され，東京教育大学地理学教室の発足とその位撞づけについては，物理学の教授で初
代理学部長となられた藤岡由夫教授の理解，大塚教授，青野教授の尽力によるところが特に大きかっ
た.
2.東京教育大学地理学教室の伝統
発足当初は山崎重方教授が文理大に創設された自然地理学・人文地理学の 2講座仁東京高師の 2
学科によって構成されたが，主に青野教授の尽力によって地誌学の講産が認められ，続いて地誌学講
座は地誌学第一講座，地誌学第二講座となり， 4講座となった.後にはさらに水収支講座が付加され
ることになって，地理学教室は 5講座からなる日本一の大規模な地理学教室となり，文理大時代と同
様日本で最大の学位授与者を出してきた.そうして，大学院の学生数も修士課程 l年定員10名，博士
課程 l年定員 5名をもつに到り，このほかに，台湾，シンガポール，韓国，ブラジル，アメリカ合衆
国からの留学生を受け入れ，指導障にも 5名の教授， 5名の助教授， 7名の助手，数名の非常勤講師
のほかに， 1953 (昭和28)年以来，アメリカ合衆国からc.L.Dow， P.c. MOIγison， C.A. Manchester， 
K. Stacey， D.H. Kornhauser， G.H. KakiuchiのVisitingProfessorを招き，さらに講演者としてはフ
ランス・ドイツ・イギリス・アメリカ合衆国・カナダ・ソ連・ニュージーランド・ブラジル等多くの
海外地理学者の来訪を受けたり，招待をして交流を密にし，国際的地位を確立するようになってき
た.外国人留学者の大部分は帰国後自国の大学教授となって活動しているが，シンガポールから人文
地理学講座に来ていた業経富 (LoyKeng-Foo) はシンガポールの日本駐在大使として活躍した.他
方，教育大学地理学教室からの海外留学生も増加してきたが，特に人文地理学講座からの学生の留学
が多く，アメリカへは正井泰夫(文理大研究生)，奥野隆史，菅野1孝明，矢ケ崎典隆の 4名， ドイツ
へは佐々木 博，朝野洋一，石井英也，小林浩二，桜井明久の 5名，フランスへは高橋伸夫，大獄幸
彦，手塚 章の 3名計12名(うち10名は博士課程学生)が留学し，アメリカとフランスでは学位を取
得して帰っている.
5講座にも及ぶ広い分野の講座をもち得たのは，文理大時代に地形学や人文地理学の講座のほか，
陸水学・気候学の講師・助手を迎え，広い分野に亙る学生を育てたことが大きな力となったものと思
う. また，伝統の野外調査は学部でも大学院でも行われてきたが，人文地理学講座では終戦後青野教
授以来，大学説の野外実験は下回臨海実験所を利用して30年近く継続した.同一地域の長期に亙る調
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査研究は，地域遷移の研究に便利であるばかりでなく，方法論的に研究の反省を伴うという筆者の持
論から始めたものであり，この点で成功したものと思っている.そのため研究業績も多く，東京教育
大学j生理学教室研究報告1I (1958)，田 (1959)，V (1961)， lX (1965)，刃 (1967)， 自本地理学会学
術大会要旨 (1958)，東京教育大学人文地理学教室地理学調査報告 NO.1(1966)， NO.2 (1972)， 
National Academy of Science-National Research Council， USA. (1965)，朝倉現代地理調査法W地域
鵠査 (1976)，1ヨ本地誌研究所iヨ本地誌XI巻等多くのものに発表されている.
教育大学になってからの大きな変化は，学部学生が理学部・文学部から入って多様化してきたこ
と，女子学生の入学者が文理大時代より少しふえてきたこと，これに応じて論文内容の多様化も必然
的に生じてきたこと，教育屈でも研究面でも海外との交流が盛んになり，教室の事業として 3自に
亙ってブラジ、ルの海外調査を実施したこと，文理大以来の理学部の ScienceReport 以外に，年々発行
する東京教育大学地理学研究報告(1一刀oの発表機関誌をもったこと等があげられる.この地理
学研究報告の発行については，石川教授の熱意が特に大きかった.
この研究報告の外に，人文地理学講座では，地理学調査報告 (GeographicalResearch Paper) とし
て， No.1， Geographical Distribution of Ama in Japan. (1966)， No.2，伊豆白浜における沿岸集落の
変貌 (1972)，No.3，菅平における高冷地の集落と土地利用の調査 (1975) を発行した.
5 講座になって予算も豊富になったが，学部学生が 1 学年27~28名，合計約100名いるほかに，修
士コース学生が約20名，博士コース学生が約15名の定員のほかに，専攻生や外国人留学生も加えて学
生数が多すぎ，文理大時代と!司じような借入指導は大学院学生に照らざるを得なくなり，学部学生の
指導は極度に制約されざるを得ない状況になった.また， 5講座に分れていることから学生が早くか
ら専門に分れすぎ，将来のびる基礎となる勉強が不足がちになる欠点をも生ずるようになり，新制大
学本来の最も大きなねらいであった教養および基礎学習の不足が生じがちとなってきた.これらのこ
とが，大学改革問題のおきる一つの動機ともなったといえよう.
3.筑波大学の構想、と地理学の位置
東京教育大学は東京文理科大学・東京高等師範学校・東京農業教育専門学校・東京体育専門学校・
東京文理科大学付置の光学研究所が合併して作られたものであり，校舎が3ヵ所に分散していて，教
養課程の教育の充実を図るうえでも，学部間での総合的研究や共同研究を行なう点でも不便が多かっ
たこと，メインキャンパス大塚で、は特に理学関係の新しい設備施設を造るには余りにも狭小なことな
どがあり，早くから移転計画を検討してきた. 1962 (昭和37)年には大学の将来計画委員会， 1967 
(昭和42)年にはマスタープラン委員会を作って，ゆきづまった大学の抜本的改革の検討を続け，筑
波に移転して自然・人文・社会諸科学の調和のとれた総合大学として発展することを決定し，難産の
末， 1973 (昭和48)年秋に発足したのである.筆者は上記両委員会の副委員長として，新大学設立の
基本計画をまとめ 発足後は企画調査室長として，基本計画の実現，移転後の大学建設および運営の
中核に参画したので その成立過程・推移については，詳細を知悉しているが，ここでは東京文理科
大学・東京教育大学のよき伝統をのばし，短所を是正するために，新大学で企画し，実現しつつある
，. - ;) 一一
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地理学関係の構想・組織の大要を示してみよう.
まず，筑波大学は，学界にも社会にも関かれた国際性の高い大学で，研究面では個別科学の深化ば
かりでなく，学際的研究開発が十分になし得られ，教育面では基礎的な学力と調和のとれた人向性，
体力をもっ国際性の豊かな人物を養成するため，研究組織である学系・研究所(センター)と教育組
織である学群・学類とを分離した.
在来の学部はクラスターカレジ(学群・学類)flJjとし，基礎的な第一~三の 3学群と，体育・芸術
や医学等の専門学若手とした 3学群はすべて，自然・人文・社会の各分野の学類を含み，各学群が互
に切礎琢磨して学業に励み，カレジライフをエンジョイし得る組織とした.大学院は研究後継者を養
成する 5年寄IJの博士課程と高度の知識技能を習得して社会のリーダーとなるべき国際性豊かな社会人
を養成する 2年寄りの修士課程とに分けた.また，研究所は年月の経過と共に創立時代の活気がうす
れ，人事の停滞，施設や研究の老朽化の弊が生じ易い欠点を防ぐため，在来の永続的な付置研的なも
のでなく，年限をつけた機関(センター)とし，特定の所員だけの利用でなく，広く共同約に利用し
うるようにした.文科系では図書館の制度を抜本的に改組することにした.
以上のような組織・編成の中で，地理学が所属しあるいは密接な関連をもっ機関をあげると，次の
ようである.
まず，地理学のスタッフの所属する学系は地球科学 (Geoscience)系とした.ここには地理学・地
質学関係の研究者が集まっているが，そこでの研究内容はドイツで出版されている国捺的専門雑誌
r GeoforumJがめざしている physical， human and regional geoscienceを包含するように計画され
た.地球科学系での研究は決して physicalgeoscienceだけではないことを忘れないようにして，学際
的研究の開発深化に努めてもらいたい.例えば，吉地理学，第四紀研究，花粉分析，カーボンデーテ
イング，泥炭や火山堆積物研究，考古学，人類学，植物地理，気候変化などを総合したような研究と
か，総合的な地域研究などは，そのよい研究例であろうかと考える.
大学院博士課程は地球科学として当然、もつが，修士課程には地域研究研究科，環境科学研究科，応
用地球科学研究科が設けられる.地域研究研究科の内容は語学・ liI捺政治 .00際経済・地理学・歴史
学・民族学などを主体とする.環境科学には人類・生物と環境との関係論，環境測定，測定した環境
の地図表現，自然環境の保全と開発論等が中心で，地図学・写真測量およびそれからの図化技術， リ
モートセンシング，コンビュータ一地図学・自然保護などが含まれるよう計画されている. したがっ
て，地理学，生態学，生物学，化学，農学，地質学，経済学などの専門分野が含まれる.
学部段階では，第一学群の第三学類が主に物理学・化学・地球科学を志向する学生が含まれるが，
第二学群の第一学類比較文化にも地域文化・地理学・地誌学が含まれるように計画されている.
センタ一関係では， 7k理実験センターとラテンアメリカ研究センターが計画され，水理実験セン
ターはすでに発足している.ここでは，地形営力・水収支・気象・槌生などが中心になるが，地質
学・土壌学・地球物理学とも関係をもっ.ラテンアメリカ研究センターは海外調査を主体とするが，
今までの科研費によるような短期のものではなく，中心研究者は少なくとも 1年間は現地に滞在して
調査研究に努める制度で，現地の大学と契約して相互に研究室を提供する方式が計画されている.こ
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れは，東京教育大学:地理学教室ですでに 3liに亙って行なってきたブラジル調査とその報告が一つの
基礎になったもので， さらにその発展を図るものである.地理学が中心であるが，ほかに植物学，人
類学，民族学，歴史学，国際経済学，国際政治学，地質学なども含まれる性質のものである.それだ
けに，中心研究者はライフワークとして研究をまとめる意欲的な学者で，若い研究者はこの調査研究
によって学位論文をつくる意欲をもっ者で組織されなければ成功しない計画である.
以上のように，地理学という名称は組織名にはないが，地理学の実質的研究や教育は多くの部門で
行なわれるように組織されており，学際的研究に比較的なれている地理学研究者が，さらに心を合せ
て新しい地球科学の開拓に努力されることを念願している.こうした雰囲気は A.von Humboldt J;)、
来，平くからヨ一口ツノfで行われてきた学術探検や，日本での九学会の総合調査，第四紀学会の研究
などに現れ出しているものであり，それは大塚の地理学教室の野外実験や海外調査などで，その芽が
育ちつつあったものでもある.
ただ，長年つちかわれてきた講座制，助手制度には，欠点と共に長所をもっていて，明治以来，日
本の科学を発展させる原動力となってきたので，その長所を生かし，発展させる配慮、には，さらに十
分な工夫をこらすべきであったかと反省もしている. しかし，新しい大学の創造には，何といっても
ファカルティー全体の頭の切り替えによってはじめてなされることが多いのであり，知的生産の創造
や人材の養成は組織や設備で出来るものでなく，ファカルティーの学問に対する情熱と協力，実践に
よってはじめて達成されることを念頭において，新大学の理念の実現に精進されることを祈って止ま
ない次第である.
(尾留)1正平 (1977):東京文理大・東京教育大の地理学教室から筑波大学地球科学系への発展.東
京教育大学地理学研究報告， 21， 81-87を転載)
1 -2 筑波大学における人文地理学・地誌学分野と研究・教育体制
以下では，まず筑波大学における地理学関係分野の全体像を略述し，その中で人文地理学分野と地
誌学分野が占める位置と役割について述べることにしたい.
筑波大学がほかの大部分の大学と大きく異なる点の一つは，「学部J を廃して，研究組織と教育組
織を分割したことであろっ.関学時に 大学首脳部の粋な某先生が本学の組織を芸者のそれにたと
えて，研究組織である「学系J を「置屋j，教育組織の「学類J を「お座敷J と呼称した. しかし，
若い人たちの中には，芸者のことを知らない人もおられるであろう.
細部を省略して大まかに説明すると，研究組織としては，教職員の本籍地に相当する「学系」とい
う集団がある.筑波大学にはおの学系があり，原則として，教官はいずれかの学系に属している.地
球科学系には地理学以外に 地質学を専門とする教宮がいる.そして 歴史・人類学系と教育学系に
も地理学を専門とする教官が合わせて 3名在籍している.他方，教育組織としては，大きく「学類
(他大学で、は学部に相当する)j と「研究科(大学院)j に分かれる.大学践には 5年寄せの博士課程
と2年制の修士課程がある.
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1 .研究組織
筑波大学において 地理学を専門とする研究者は，原則として何れかの学系に所属している.以下
では，地球科学系と歴史・人類学系，教育学系について，それぞれ簡潔に述べることにする.
( 1 )地球科学系
地球科学系は大別すると，地理学・水文学と地質学に二分される.地理学・水文学には人文地理
学，地誌学，地形学，気候学・気象学，水文学の 5分野がある.
地球科学系の中には，地理学を専門とする教官が40名近く在籍している.学系内では学系会議が月
に一度あり，学系の運営に関する事項が諮られる.現在，学系長は地質学の梶原良道教授である.教
官の大半はi司じ建物に研究室をもっているため，地理学の各分野はもちろんのこと，地理学と地質学
の教官の交流は密である. しかし，東京教育大学理学部の地理学教室と地質学教室との合体を基盤と
しているため，本来の地球科学の他分野が欠けている点は，地球科学系の今後の課題であろう.
( 2 )歴史・人類学系
歴史・人類学系は 史学と人類学の教員集団に大別されるが，歴史地理学は史学を構成する，小さ
いが独立した分野である.歴史地理学分野は，筑波大学になって新設され， 1976年に菊地利夫先生が
初代教授に着任された震史の浅い教室である. しかし，大塚の地理学の伝統を築かれた一人といわれ
る内田寛一先生が歴史地理学に大きな足跡を残されたり，東京高等師範の人文地理学が歴史学との関
係が強かったりしたこともあって，それらの伝統の復活ともみることができる.
( 3 )教育学系
教育学系の伝統は， 1872 (明治 5)年の東京師範学校の開校から引き継がれている.教育学系は，
教育基礎学，教育環境学，教育経営学，教育方法学，教科教育学の 5つの研究領域に分けられ，さら
に教科教育学は，人文科，数学，理科，社会科，の各教育学から構成される.社会科教育学に含まれる
地理教育では，教育学としての伝統が重んじられるとともに，教育学と地理学とを踏まえた教科教育
学としての創造が求められている.
2.教育組織
人文地理学分野と地誌学分野に所属する教官は，筑波大学の中で多株な教育組織と係わっている.
以下では，人文地理学分野・地誌学分野が関係する教育組織と，歴史地理学分野が関係する教育組織
をあわせて紹介することにしたい.
( 1 )学類(他大学では学部に相当)
a 自然、学類(地理学・水文学専攻)
自然学類には数学，物理学，化学，および地球科学の 4主専攻があり，他大学の理学部にほぼ相当
する.地球科学主専攻の中では，地理学・水文学と地質学の二つの専攻に分れている.一年次の授業
は主専攻の区別をせず，広い範留にわたって自然科学の基礎教養を修得したうえで，二年次以降に主
専攻を選択できる.
地理学・水文学専攻は地球の大気圏，岩石圏，水i習にみられるさまざまな事象，およびそこを舞台
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に展開される人間活動などを研究対象としている.
本専攻には人文地理学，地誌学，地形学，気候学・気象学，そして水文学の 5分野がある.一年生
は地理学関係の入門の講義・実験などを受け，専攻が決まると，各分野では入門，特論，実験，野外
実験(3 1j4日程度)，そして演習などがカリキュラムとして用意されている.外国地誌(アジア，
ヨーロッパ，アングロアメリカ，ラテンアメリカ，オセアニア，アフリカ，ロシアなど)は，毎年2
-3 科目ずつ順番に I~再議している.その他，地留学・地留学実験は毎年開講しており，植生地理学，
土壌地理学，海洋学などの集中講義がある.卒業生の進路については，表 Iを参照されたい.
b.比較文化学類
比較文化学類は「伝統的学問の長所を継承しながらも 総合的な視野に立って学問・文化の諸領域
を展望し，自由間違な考察と創造を進めるj ことを理念とする.すなわち，既成の学問分野にとらわ
れず，教官，学生諸君がともに学際的で創造性豊かな研究を進めることを自指しているのである.こ
のため，比較文化学類は大きく文学，地域，思想、の 3主専攻に区分され， さらに地域主専攻は，文化
地理学，文化人類学，日本研究 アジア研究 ヨーロッパ研究 アメリカ研究の各分野に分れてい
る.文化地理学分野には，学類定員80名のうち毎年10名前後の学生が所属している.
文化地理学分野の特徴は，それぞれの空間および時代において人間が営んでいる文化のパターンや
構造の解明と，世界の各地域がどのような自然的・経済的・文化的性格をもっているかを分析する地
域地理学(地誌学)の研究に力点を置いている点である.また 他分野と密接な関連を持ちつつ幅の
広い文化科学としてのi生理学を呂途としている.卒業論文のテーマは多岐にわたり 外国研究が多い
のも大きな特色である.
文化地理学のカリキュラムは，まず基本概念と研究手法を身につけ，世界各地の自然、的・経済的・
文化的性格を学び 幅広い視野に立った卒業研究が行えるように，段階的に編成してある.特に野外
実習での自然環境と都市的・農業的景観の観察 地形図や空中写真の利用などを重視している. 94年
から「文化地理学実験実習J では，地表の文化事象の地理学的分析の高度化を意図して，地理4情報シ
ステム (GIS) の初歩についても教育している.卒業生の進路については，表 1にまとめられている.
c 人文学類(歴史地理学)
人文学類は，社会学類・自然学類とともに基礎的性格の強い学問分野の集合である第一学群を構成
する.人文学類は，哲学主専攻，史学主専攻，考古学・民俗学主専攻，言語学主専攻に分れており，
歴史地理学コースは史学主専攻に属する.教員数の関係で十分な授業数を提供しているとはいえない
が，概説，講義，特講，資料講読，演習，実習が開講されている.また，史学や日本民俗学などの隣
接分野，それに比較文化学類や自然学類の地理学関係の授業が豊富に用意されている.
近年における卒業論文は，日本の近世・近代を扱ったものが多いが，古代・中世，あるいは外国と
の比較研究を行ったものもあり，テーマは多彩である.地歴科免許状のほか，人文学類では学芸員の
資格も取得しやすい.卒業生の主要な進路については，表lにまとめである.
なお，人文学類の授業は 主として歴史・人類学系所属の教員が担当しているが，うち 1人は第二
学群の日本語・日本文化学類日本文化専攻(地理学の独立したコースはない)の主担当教員でもある.
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卒業生の進路第 1表
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( 2 )大学院
地球科学研究科(博士課程)a 
地理学.7}く二つの専攻，すなわち地理学・水文学専攻と地質学専攻からなる.地球科学研究科は，
および水文学などの分野がある.
f地球科学特論(特にリモートセンシ
地形学，
地球科学共通の科目，例えば「統計学J，
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地誌学，気候学・気象学，人文地理学，
入学した一年生は，
文学専攻には，
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ング)j などを選択することができる.そして前述の 5分野は，それぞれ「研究法j，ri寅習j，r野外
実験j，r特論J を用意している. また毎年，複数の非常勤講師(他大学教員)による集中講義もあ
る.
5年一貫11]の博士課程で、あるが，前期(2 年間)で特~IJ研究を書き上げなければならない.これに
合格すれば修士(理学)の学位が得られる.
博士諜程後期では，もちろん，博士号取得のための研究を続ける.院生は各分野のゼミや中開発
表，さらには指導教官からの個人的指導を受けつつ研究活動を続ける.取得できる博士号は，博士
(理学)又は博士(地球科学)のいずれかであり 本人が選ぶことができる.
大学院入試は 9月上旬に行われる.筆記試験は英語(英文和訳・和文英訳)，専門科目，および関
連科呂である.専門科目と関連科呂は人文地理学，地誌学，気候学・気象学，地形学，水文学，数
学，化学，物理学，生態学，地質学，経済学，および日本近世史であり，そのうちから 3科目を選択
する(ただし，専門科目を少なくとも 2科目含める).筆記試験の翌日には口述試験がある.
地理学・水文学専攻の募集人員は，連携大学院(後述する)を除くと 5名である.ただし，大学院
の重点化によって，数年前より募集人員をはるかに超えた学生を入学させている.第一年次と第三年
次の追加・編入募集が，翌年の 2月に行われることもある.受験を希望する人は 入学後に研究を希
望する分野の教官と事前に話し合うことが望ましい.なお 入試問題は過去3年間のみ閲覧・コピー
が許されており，その問い合わせには地球科学系事務室が応じている.
b.歴史・人類学研究科(博士課程)
歴史・人類学研究科は 歴史・人類学系という教員組織に対応する研究科で 史学と文化人類学と
いうこつの専攻からなる.歴史地理学は 日本史・東洋史・西洋史とともに史学を構成する l分野で
ある.歴史地理学が独立した分野になっていることは，筑波大学の特色の一つである.
講義，演習のほか，地域調査を行う実習を重視したカリキュラムが組まれており，実習の成果は一
年おきに「歴史地理学調査報告」として発表している.歴史理論と史学史という共通科自が必修であ
るが，ほかの史学や，文化人類学の専攻科自，あるいは地球科学研究科の授業をかなり自由に履修す
ることができる. 2年自に中間評価論文(修士論文に相当)を書くことが義務づけられている.取得
できる学位は，修士(文学)と博士(文学)である.
史学専攻の募集人員は 6名で，歴史地理学分野には，年によって変動があるが，平均して毎年 1名
入学している.入学試験は 2月中旬に行われ，外国語・資料講読・専門科目の筆記試験，それに卒業
論文と面接の評倍を総合して判定される.過去の入試問題は 歴史・人類学系の事務室でコピーを入
手することができる.
c 地域研究研究科(修士課程)
本研究科は，急速に流動化しつつある現代世界の各地域の実態を広い視野から総合的・学際的に捉
え，また向時に，国捺社会に対応しうる高度な専門的知識と技術を身につけた学生(有職学生を含
む)を教育することを目的としている.
次の 8つの地域がコースとして設定されている.アメリカ研究コース カナダ研究コース，ラテン
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アメリカ石庁究コース， ヨー ロツノf研究コース，東アジア訪f究コース，東南アジア研究コース， 日本研
究コース(日本語教師養成プログラムを含む)，そして中近東研究コースである.
教授i嘩・学生に外i重人が多いことも特色である(入学定員50名.ただし大学院重点化への対応で、入
学定員の枠が拡大しつつある)• 
d. 教育研究科(修士課程)
本研究科内には，教科教育という専攻があり，地理学に関係するものはそのうち，「社会科教育
コースJ と「理科教育コースJ である(入学定員はそれぞれ23名)• 
社会科教育コースは，社会科教育に関して，総合力のレベルの高い専門性と実践力を備えた，中等
教育の分野において指導的役割を果たす人材育成を目指している. したがって，将来社会科教育と関
連する{憂れたプロフェショナルあるいは研究者を育てるべく，大学卒業予定者だけで、なく教育関係の
有識者も募集対象に含まれる.また 現職者に対する特別選抜の制度もある.
(高橋伸夫 (1995):地理学教室あんない 第羽田筑波大学.地理， 40 (1)， 82-95を修正)
1-3 創立時から今日までの思い出
大塚の地理学を筑波の地に
高野史男
( 1 )筑波大学も発足以来すで、に20年余 当初槌えられた若木が亭々たる大木に育っているのだとい
えば，それなりに誠に祝福すべきことと思う. しかし考えてみると筑波大学は全く新しい大学と
して新設されたものではない.
明治維新当時「邑に不学の戸なく，家に不学の人無からしむ」ことを iヨ指して1872(明治5) 
年に学制頒布が行われた時，最初に創設されたのが東京本郷湯島の教育者養成のための師範学校
であった.それが1886(明治19)年高等師範学校となったが，校地狭小のため1903(明治36)年
に小石川区大塚に移転した. さらに1929(昭和4)年同校が東京文理科大学に昇格し，高等師範
も併設されたが，戦後の学者IJ改革で1949(昭和24)年文理大・高師その他が包括されて東京教育
大学となった.大塚学霞には全国の俊秀が集まり，一流教授陣と共に学問の花を咲かせていたの
である.
大塚の地に深々と根を下ろしていたこの大学も，新しい時代の学問・教育の進展に適応した施
設の拡大充実のためには余りにも敷地が狭かった.このため他に適当な土地を求めて移転ができ
ないかを都内および周辺地域に探し求めたのであったが ちょうどその頃国家的プロジ、エクトと
して新しく計画的に造成されることになった筑波研究学匿都市があり その中心的施設のーっと
して有力大学を誘致することが考えられていた.東京教育大がその構想、に乗るのが最善の選択と
されるようになり，その間種々複雑ないきさつがあったことは事実であるが，結局東京教育大学
は関学して筑波に移転し，新しい筑波大学として生まれ変わることになった.そして1973(昭和48)
年間学，翌74年4月学生を入学させて本格的に発足したわけである.
( 2 )筑波大学成立の前史をごく簡略に圧縮すれば以上のようであるが ここでこのような前史をわ
- 12 
123 
ざわざ記したのは筑波大学が決して1973年に突如として筑波の地に誕生したものではなくて，明
治初期以来ほぼ100年の歴史と伝統を持つ学園であることを強調しておきたかったからである.
竹という植物は幹は空で柔軟な動きをするがヲ所々に節(ふし)があって強靭ですくすくと伸
び，なかなか折れることがないように，わが学園もその時々の流れに従って名称や組織，場所ーな
どを変えてはいるが，それは竹の節のようなものであった.その根は深く広く地中を這い，幹は
真っすぐに天(理想)に向かつて伸びて行っているというべきであろう.
学園の伝統なるものはどの大学にもあり，それは必ずしも良いことばかりではなく捨て去るべ
き悪しき伝統もあるかもしれない. しかし学盟が長い歴史を持つということはそこに学ぶ人々に
とって必ず将来のために何らかの肥やしとなるはずである.一概に無視すべきものではないであ
ろう.筑波大学の地理学教室(地球科学系地理学水文学部門・地球科学研究科地理学関係専攻)
は大塚の東京教育大学，さらにそれ以前の東京文理科大学・東京高等師範学校時代からの長い歴
史をもっ地理学教室の後身であることはまぎれもない事実である.大塚の地理学教室はわが国で
最も古くまた最大の地理学教室として輝かしい学問的業績と伝統を築き上げ，多くの人材を学
界・教育界に送り出してきた.
( 3 )とくに「大塚の地理学」が特色を発揮したのは， 1923年から1947年まで教室を指導された田中
啓宿先生を中心として一貫して f地誌学が地理学の本命である」という立場を推進してきたこと
である.教室の関係者の学会発表なども“00地域の実態調査に基く研究"といった地誌学的研
究が多かった.このようなことから自然に“地誌学派刊とでもいうべきものが形成される状況が
生じてきた.そしてその基盤の上に青野寄郎先生 (1947年-1965年東京教育大教授)が主宰され
た「日本地誌研究所J による「日本地誌全21巻J (二宮書庖， 1967 -1980年)が完成したのであ
る.これは量的にも質的にも日本はもちろん外国にも比類のない地誌書といってもよいが，これ
こそ田中先生が長年育成された大塚の地理学教室における地誌学の伝統と人材，そしてそれを見
事に「日本地誌j という形でオーガナイズされた青野先生の精力的な仕事の結果である.個人的
なことを記すのを許されるならば，筆者は「地誌研究所」スタッフとして「日本地誌J の編集と
その一部の執筆，及び「地誌j の副産物としての「地理学辞典J (改訂版1989年・二宮書庖)の
編集に関与した事を大変幸せに思っている.
筑波大学の地理学にはこのような f大塚の地理学J の遺産が引き継がれているものと思う.地
球科学系棟の前庭には今は大きく育っているであろうがマテバシイの樹が植えられ，その根元に
「大塚の地理学を筑波の地に」と彫られた石碑が据えられているはずである.これは菅野先生の
筆になるもので，諸先生や諸先輩によって大塚の地に大きく育てられた地理学の伝統が筑波の地
に移し植えられてさらに大きく育って欲しいという願いが込められたものである. もちろん伝統
を守るということは新しい先端技術などの進展に伴って地理学の研究方法や考え方が拡大進化す
ることと矛盾するものであってはならない.21世紀に向ってこの地球上で人類がいかに生き残っ
てゆくことができるかについて，地球の科学としての地理学，そして地誌学が果たすべき役割に
は重大なものがあろう.このような地理学の将来について全地球的視野からの展望を切り開くこ
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とを筑波大学の諸氏に期待している.
今や筑波大学は広大な敷地に多大な国費を投じて様々な最新の施設が建設され，匡I1緊A級大学
の資格十分なものがあろう. しかし問題は建物や施設が立派なことではない.そこでいかに{憂れ
た研究が行われ，いかに優れた人材が育成されて社会に送り出されているかにかかっているので
ある.
( 4 )終りに一言付加すると筆者はちょうど大塚から筑波への大学移行の時期に地理学教室主任を引
き受けさせられていた.この移転の最も多忙な時期は1976年から77年にかけてであった. 1974年
には筑波大に一年生が入学したが，大塚にまだ学生が残っており最後の地理学科学生の卒業は
1977 (昭和52)年3月であったから，多くの教授は両大学兼務であった.筆者も両方の大学の授
業や学位論文審査，事務的な会合や雑務に追いまくられていた.この猛烈に多忙な大学移転の残
務整理の期間中，大塚の教室の最後の助手を勤められたE13林 明・高阪宏行・松倉公憲・田宮兵
衛・鈴木硲ーその他の諸氏には図書資料や機械器具の整理運搬など全ての実務に大変なご苦労を
かけた.初期の筑波大の地理学教室の業務が支障なく動いたのはこれらの方々の縁の iごの力持ち
のおかげで，これはその後の筑波大地理の発展の基盤となったことを銘記したい.筆者にとって
筑波は倍人的にはなつかしい思い出の残る人生の一つの節呂であり， 1977年 5月から80年3月に
停年退官するまでの開，単身赴任で並木の3LDKの官舎に独身時代の田林君及び地球科学系技官
の宮坂和人君と同居し，一つ釜の飯を共に食って暮らした.筑波がまだ都市としての体をなして
いない時期の話である.
筑波大学地球科学系発足時における人文地理学・地誌学
山本正三
筑波大学地球科学系が発足し，人文地理学・地誌学の専攻コースが始まってからお年たったと聞い
て，時の過ぎるのの早さに驚いている.関学当時のことがさまざま思い出されるが，なかでも時々患
い出して，不思議でならないことがいくつかある.それは裏面史みたいなものでかなりうらみがまし
くもあり，開き苦しいことのようにも思われるが，誰かが書き残しておかないとこの世から消えでな
くなってしまうので，あえて書いてみることにした.
筑波大学のマスタープランがかなり出来上がってきた頃のことだろうと，思う.ある時，菅野三郎先
生から渡部景隆先生の研究室に来るようにという電話があった.東京教育大学の地下 l階の中庭側に
あった渡辺先生の研究室に早速おじゃましたところ，両先生から γ本学の地理学教室と地質学教室は
筑波新大学構想、では 1つになって地球科学系に統合される計画になっているが，人文地理学は筑波大
学の地球科学系に参加するということだが，本気でそう思っているのか，尾留)1さんはそういってお
られるけと〉と尋ねられた.私は非常に驚いて，けげんな顔をしていたのではないかと思う.菅野先
生は「まさか田中啓爾さん流の地域性の地理学をやるつもりではないだろうねえ，啓チャン流の人文
地理は地球科学ではないよ」といわれ，「どんな人文地理学を筑波ではやるつもりかJ と質問され
た.その時まで私は尾習)1先生から筑波新大学構想では地球科学系というものがつくられ，地理学と
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地質学が一緒になるという話を開いていなかったので， どう答えるべきか一瞬戸惑ったが，地球科学
系に地理学教室と地質学教室を統合するという案は，尾留)1先生を中心として東京教育大学地学科の
先生方がつくられたものだということなので，当然、 人文地理学のイ中間も地球科学系に参加するもの
と考えて，向先生にお答えすることにしたが，私にとっては別にっくりごとをいったわけではなかっ
た.それは次のようなことである.
地理学は地球の表面の現状，つまり地表における自然と人間の現状を記述説明することを自的とす
る学問領域であって，地表にどのような手を加えて地表を人間が生き住むことができる場所にしてい
るか，そこでどんな活動をしているか，つまり，人間の生きている姿を地球の]つの事象として理解
しようとするのが人文地理学なので，人文地理学は地表に関する地球科学の 1分野と見倣されてい
る.研究対象は多方面にわたり，自然との関係で人間の現象を考えたり，人間が空間的に広がって分
布することから距離とか人間の集まり具合などから人間の現象の地域的な特色を分析したりするの
で，計量分析とか新しいさまざまな方法が用いられているし，時間的な変化を追って現象の形成過程
を分析するなどさまざまな研究手法があることなどを説明した.
すると両先生は，君たちがそっいう研究をやっていることを示す実例があるかといわれたので，
「それではこれからすぐもってきます」といって私は研究室にもどり，自分や奥野先生や尾留)1先生
などの論文の別刷をいくつかと， A.ショレーの地理学方法論の論文集の訳書と私たちの編著「世界
の自然環境」をもってきて，内容を説明した.尾留)1I先生の鳥海山における高度による気候条件の差
異と栽培可能な作物との関係の分析に基づく開拓可能性の評価や，南伊豆における丘陵の斜面の向き
による土地利用や生業状態の差異の分析を説明したり，私と奥野先生の農業生産性の多重相関分析な
ども説明した.奥野先生の毎日の人口移動の分析などには，問先生はこれまでの人文地理学のイメー
ジがふきとんだよう気がしたといっておられた.そして結論として なるほど人文地理学は地球科学
の一分野とみてよいということになった.
筑波大学発足とともに筑波に在住し，文字通り地球科学系の施設の建設に携わったのは私たちの仲
間では高橋講締であり，ついで石井，小林，赤羽の 3準研究員であった.尾留川先生は初代の企画調
査室長として大学全体計画の指揮に当たられた.今でも不思議に思っているが，地球科学系発足当
時，人文地理の仲間は地質学の先生方との親近感が強く，結果として，随分好意を受けたように患っ
ている.それは私は間違いなく菅野先生，渡辺景隆先生との話合いが契機になっていると思ってい
る.その後，鈴木淑夫先生，佐藤 正先生，藤井 隆先生，さらに猪郷久義先生，青木先生から色々
な持に人文地理の仲間への声援をうけた.大学院生の研究発表会で，人文地理学・地誌学の院生が，
特定の地域を綿密に調査した研究を発表しているのをみて，地域のフィールドワークを重視される地
質学の分野の先生方の共感を呼んだのかもしれないとも感じている.山下j青海君の横浜中華街の研究
を1U:1l覧になって，菅野先生は，人文地理学の研究方法は地質学のある分野の方法ときわめて共通して
いるという感想を述べておられたが，それがとてもよい印象として記憶に残っている.
それにつけても地球科学系地理学・水文学専攻で、は，筑波大学発足当時，不思議なことばかりで
あった.その第 1は，私たちは筑波新大学構想、の中身についてほとんど何も知らされていないまま，
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東京教育大学から移籍されてきたことである. うらみなどさらさらないが，尾留)1先生は私などに意
見をもとめたことは全くないし，私どもが引き受けなければならない業務や責任についても情報をほ
とんど流してくださらなかった.幸い先生を信頼申し上げていたので，それほどいらいらすることは
なかった. しかし 地理学・水文学専攻コースの先輩の先生方の同じような態度にはいらいらした
り，ずいぶん腹立たしい思いをしたものである.ある 13寺，佐々木博さんがあの人たちは「情報貴族
t!_J といったことを忘れることができない.みんなに知らせるべき情報をイ中間うち，あるいは自分]
人でかかえこむ人がこの大学にはいっぱいだと彼はいったのだが， まったく向感であった.責任だけ
をおしかぶせ，他人を排除して自分たちだけがチャンスを利用するというやり方があちらこちらに出
てきた.少なくとも人文地理学・地誌学分野には筑波大学のマスタープラン策定に参画できた人が，
尾留川先生以外ただ 1人もいなかったことは確かなことである. したがって私たちの付]1習は新しい研
究企画や施設づくりなどの機会からはすべて疎外されたといって過言ではなかったのである.
実に不思議なことがあった.新しい専攻コースが作られる場合には，そのコースでどんな学生を養
成するか方針が決められ その方針に沿って履修すべき学科呂が決められ，学年別にそれらが割り当
てられるのが普通のやり方だと思う.養成方針は 1つであることもあれば複数であることもあり，履
修すべき学科自の編成は 人文地理学と地誌学と気候学と地形学とでは当然違いがある. しかし，地
理学という専攻分野には この違いを超えた共通な履修科目の必修が義務づけられるべきだと思う.
東京教育大学の地理学専攻コースでは かなり厳重な必修科自の履修が課せられていた.筑波大学地
球科学系地理学・水文学コースの会議でも議長がそのような発言をして，標準履修例を作る委員会が
できた. ところが，この委員会では共通の履修科目を決める議論はついにまとまらないでしまった.
地形学の教授は，自分たちの学問は工学であって地理学ではないといい，気候学の教授は気候学は気
象学の一分野で，地理学にまたがっているばかりで，地球物理学を目指していると公言していた. ま
して水文学は地理学とは~Ijの学問分野だというので，口では地理学共通の科 iヨ履修を言いながら，そ
れではどの科自を共通に履修させるかという段になると 自分たちは地理学ではないというのである
から，議論がまとまるわけはなかった.地理学・水文学コースの標準履修例の最初に印刷されてきた
ものが，地理学にまるで縁のない，少なくとも人文地理学・地誌学分野には縁もゆかりもない水文学
分野の履修例であったのには!唖然とさせられた.
地球科学系が発足してからしばらくの間，人文地理学・地誌学分野はなぜ自然学類に入っているの
か，まるで出て行けといわんばかりの声が地理学の仲間からしばしば関こえてきた.これはひがみや
恨みで言うのではない.ある時，私は吉野教授にヤケのヤンパチでいったことを忘れない r世界中
に人文地理学，地誌学のコースのない地理学教室があるかいってみろ. 自然地理学のコースのないと
ころはざらにあるけど」と言ったら，彼は「その通りだ.だから自分たちは地球物理学の専攻になり
たいのだJ とはっきりいった.
こんな状況だったからに違いないと思うが，ある木曜会の会食の13寺，人文地理学・地誌学の何人も
の先生が，われわれは歴史・人類学系に移ろうではないかとし寸提案をされた.この提案はその場限
りで実行にうつされることはなかったが，当時のはなはだ釈然、としないわれわれの仲間のおかれた状
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況を思うと，これもいわれのない提案ではなかったように思う.
こんな状況で、出発して，人文地理学・地誌学の仲間は先生方も学生もず、いぶんがんばったものであ
る.いまや全国各地に同窓の研究者が根をはり，日本の地理学界を支える大きな役割を果たすことに
なったのだから.これからは初心を忘れることなく，新しい研究分野の開拓や海外への飛躍に大いに
期;待している.
私の筑波時代
正井泰夫
筑波研究学i若者1)市の建設が始まっていたことは知っていたが， ととのくらいの進捗状況なのか見てみ
ようと思って，ある日，東京から自分の車で見にいった.国道6号線は松戸を過ぎると局りの景色は
ほとんど農村風景であった.土浦の少し手前で左へ戻るように曲がり，大ざっぱな方向を目指した.
その道は，いなかにしては立派なもので， 6号線と大差なかった.なぜか不思議な感じだったが，あ
とで考えると，土浦から谷田部へ抜ける道で，今も IJ富は同じである.
適当に右折し，太陽の位置で、車の方向を守護認J しながらいなか道を進むと，所々に道路建設中の
殺伐とした風景が見られた.薮と林を少し抜けると新しい建物があった.薮に留まれた無機材質研究
所で，こんなところで何が研究できるのかという感じがした.北に向かっていなか道を適当に走る
と，公務員住宅と思われるアパートが数軒あった.その後，この辺りは竹菌と呼ばれることになる.
何枚か撮った写真はどこかへ行ってしまった.
それからしばらくして，当時，お茶の水女子大にいた私に筑波へこないかという話があった. 1975 
年4月，お茶大を併任のまま筑波に籍を置くことになった.大学院地域研究研究科の新設に伴う人事
であったが，筑波の方には校舎が不足しているというので，最初の 1年間は大塚の， しかもすぐ取り
壊すことになっていた終戦亘後のバラックみたいな建物で授業が始まった.
筑波では校舎の建設が急速に進められていた. しばらく前に何か大きな道を作っているらしかった
ところに，未舗装の東大通り(当時，この名はなかった)が走り，無機材質研究所も，すぐそばまで
行かなくても見えるようになった. しかし， 1年間は，筑波まで行く用事はほとんどなく，ただ気に
なったので建設進捗状況を時折り見に行ったり，無理して筑波で会議をもったりした r超デラック
スJ といわれた体芸棟ができ，局りには次々と建物がつくられた.
地域研究の授業は， 2年目，つまり 1976年4月から筑波で行われるようになった.学群の方も 3年次
生まで、入ってきているので，学生数は急速にふえ，私も比較文化学類の授業を少し担当するようになっ
た.私は並木の公務員宿舎を借りたが，ほとんど使わなかった.そのうち，竹題の 1戸建て公務員宿
舎に入らないかといわれたので，そうした.もしかすると家族が皆くる可能性があったからである.
あれよあれよという間に時間がたち， 1976年度も終わりになった.すると筑波大学第 1回の修了生
を出すというのである.地域研究研究科は修士課程だったので，学群の第 1期生よりも l年前に修了
(卒業ではない)ということになったのである.幸い立派な会議室が完成していたので，そこでめで
たく 9人の修了生を出すことができた.
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学園都市の建設は急速で、あった.自動車交通都市指向ということで，確かに学園都市内は， 日本と
しては別格に恵まれた道路整備が進められた. しかし，よくいわれるように，当初は長靴が本当に必
要なところだった.東京・筑波間はj京員IJとして自分の車で行ききしたが，途中の道の悪さと分り難さ
には関i二!した.新しいルートを開拓しようとすると，必ずといってもいいほど迷った.練馬と筑波の
間は，深夜ならば片道 2時間だったが， 日中は 3-411寺関が普通であった.
途中の道も，年中，工事l=j::1だったり，新設されたりした.何年かして，一応最短コース(時間的
に)と思われる jレートを発見した.仰とそれは，私がかつて 4年間ほど住んだことのある南浦和団地
経由のもので， しかも私の昔のアパートの真ん前を通るものだった.そこが時間的にちょうど中間点
だったのは，何かの偶然か.
竹匿の家の庭の管理は大変だった.何しろ芝が堅いのである.つまり，東京の家でっかっていた芝
山j機は竹菌の「芝J に合わず，機械がすぐ壊れてしまうのである.そこで仕方なく， 3台こわしたあ
と，業者に頼むことにした. もっとび、っくりしたのは， 10本ほど植えられていた木が，数年の間に，
数は半分となり，背丈も半分になってしまったことである.水やり不十分のせいもあるだろうが，盛
土した粘土質の赤土があまりにも堅かったのだろう.
ある8，といっても夜の11時半，東京へ帰る学生を 3人乗せて竹園の家を出た.その夕食ではビー
ルを飲んだので，家でコーヒーを飲んで酔い覚ましをしたあとである.深夜のいなか道を突走り，や
がて南浦和の懐かしい団地に入った.するとたくさんのランプがともっている.夜間の一斉検問であ
る rどちらへ行きますかJ，γ東京へJ. rあれ，少し飲んでますねJ ということで，生まれて始めて
丁寧につ.~船」の使い方を教えてもらった結果，「少し休んでから帰ってください」というので，少
し屈り道をして帰京した.昔だったらその20メートル手前に家があったのである.こうして一度も常
磐自動車道を使わないで，在、の筑波時代は終った.
筑波大学好事・嫌事
奥野隆史
筑波大学に1976年4月に赴任し，その後1996年3月まで丁度20年間在任していた.その間，様々な
研究・教育上の出来事を体験し，また好学，篤志の先輩・同僚・後輩を持てたことは大変好運であ
り，幸せであった. しかし，世の常として楽しいことばかりでなく，いやなこともまた数えきれぬほ
どあった.それらの若干のものについて記したい.
( 1 )好事
筑波大学在職にあって最も楽しかった事は，大学院の巡検であった.それは，雑事から完全に開放
され，思う存分，四方青山ともいえる世界一美しい日本の国土を観察しえたからである. とりわけ，
私が主催した分野での巡検は，大体6月末に行われるのが常であったため，緑の械鍛の中を調査して
歩くの感があった.私の大学院巡検で、の方針は，院生たちが自ら設定した修士論文や博士論文の課題
が，操作上実行可能で、あるか否か，実行可能ならば，効率的な調査法は何か，を検討する実験場とし
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て巡検を利用することであった.そのため，巡検対象地域を巡検期間中固定させることとした.夜、が
学生で、あったときに，観光旅行もどきのもの，委託研究の手伝いのもの，野外観測だけのものなど多
様な巡検を経験したが， jEi、i:ili青野芳郎先生の巡検は，一度として伊豆下田町を離れることはなかっ
た.先生の諮るところによれば，下回i可を初めに調査に訪れられたのは1930年頃のことで，白浜海岸
で裸のilIj:女さんに誘われて閉口したそうである.それ以来蓄積された南伊豆一帯に関する知識は大変
なものであり，農家一軒一軒に飼われている豚の頭数まで覚えられていた.そのため院生の聞き取っ
てきた情報が正しいか否かをチェックでき，そのような理由で，伊豆下田町'に固定化したとうかがっ
たことがあった.この青野先生方式を少しだけ真似をして，毎年同じ場所を対象にするのではなく，
単年あるいは若干年は回定化することとし，調査課題は院生の自由にまかせた.この巡検での調査成
果が修論や博論の一部になったものがかなりの数にのぼり，私の巡検が院生の研究にかなり役立った
と現在でも自負している.
記録保存のため，私が主催した大学院巡検を記しておく.
1980. 9. 7 ~ 9.13 fiH喬市
上野健一，浅見良露，村iJJ祐司，伊藤 悟，菊地俊夫，全 JI員任， 1:1 Jll 正，大八木智一，加賀美雅弘
1981. 9. 6~ 9.12 甲府i'l1
浅見良露，村Li祐司，伊藤 倍，菊地俊夫，南 紫佑，大八木智一，加賀美雅弘，大関泰宏，根回克彦，
金建錫，尾Ji事章雄，鳥谷:tSJ
1982. 6 .26~ 7. 2 新潟市:
村山祐司，伊藤 悟，菊地俊夫，力IJ賀美雅弘，大関泰宏，根田克彦，金建錫，尾藤章雄，井田仁康
1983. 6.25~ 7. 2 松本市
上野健一，伊藤悟，菊地俊夫，大関泰宏，根回克彦，金建錫，尾藤章雄，井田仁康，郭金水，
丸iJ打告明， 11下宗キIJ，11本 充
1984. 5.26~ 6. 2 松本['1: 
上ilJ-健一，伊藤 i吉，大関泰宏，根田克彦，金 建錫，尾藤章雄，井EB仁康，郭金水，サマルカンデイ，
丸山浩í~:j ， UJ下宗手IJ，11本充，升二上孝，尾野久二，洪顕哲
1985. 6.22~ 6.29 1171三['1: 
大関泰宏，根EEl克彦，井出仁廉，郭金水，丸山浩1:V~， iJJ下宗手1]，山本充，井上孝， J毛野久二，
洪顕哲，篠原秀一捺真智子， I潟村治
1986.10.11 ~ 10.18 117隠['1: 
丸山浩1:l)3，iJJ下宗手1]，井上孝，尾野久二，安在鶴，酒井多力lJ志，森本健弘，山下 i民河野敬一
1987. 7. 1 ~ 7.12 韓国(成田→ソウル→板門j苫→水原→仁川→ソウル→公ナH→大田→全州→光州→木浦→釜谷
→馬I-Li-+釜山→浦項→慶州→蔚珍→雪岳山→ソウル→成田): 
大関泰宏，根m克彦，井I仁康，丸山浩明，洪顕哲，安在鶴，篠原秀一，井上孝，酒井多方1]志，
森本健弘，呉羽正H{j，須iJJ 聡，平篤志
1988. 7. 2~ 7. 9 担5UJ司']
井上孝，洪顕哲，安在鶴，篠原秀一，張長平， i酒井多加志，森本健弘，山下 i関，橋本雄一，
松村公明，椿真智子，三橋j告志，満i王i宏子
1989. 7. 1~ 7. 8 盛岡市:
酒井多力IJ志，橋本雄一，松村公明，呉羽正Bij，須iJJ J詑，平篤志，伊藤貴啓，小田宏信，林 秀司，
吉村忠、H青，佐藤俊彦，上木!京静江
1990. 6.30-7. 7 盛!両市:
酒井多力11志備本l~t-，松村公明，呉羽正B~j ，須iJJ 1詑，平篤志，上木j京静江，小田宏信，林秀司，
吉村忠晴，若本啓子，五十嵐弘道，架倉美砂子
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1991. 6.29~ 7. 6 新潟市
橋本雄一，松村公I~i，小 EH宏信，林 秀司，吉村忠IIj~，若本i;喜子， Iml!号 ?羊， i出品康子，芳賀悼文
1992. 6.27 ~ 7. 4 新潟市:
松本j公明，小田宏信，林秀司，吉村忠、Il青，若本啓子， J克1(I.t 洋， iHlJ島康子，芳賀博文 J是 純，
j賓1J~正史，松井圭介，渡辺正和
1993. 6.26~ 7. 3 松本市
小m宏信，林秀司，若本啓子， !ltl!t ?羊， I.J村康子，堤 純， ì長虫正史，松井~I~介，渡辺正和，
)1瀬正樹
1994. 6.25~ 7. 2 松本市
林秀司，若本桂子， I克 I~l~ 洋， 1::1村康子，堤 純， i笈里正史，松井:圭介， )11瀬正樹，草原音1[，
仁平尊lij，浜野義則， ilJ下 ìl~~J 
1995.11 .l 8~ 11.28 台湾 (}i.'HEI→台北→金LJ→淡水→台北→新t!r→1m;在→台中→霧社→El月i¥京→北港→台南→高
tJt→台東→花蓮→太魯i芸!→梨 ilJ→台~ヒ→}îtm) : 
中村康子，松井圭介， i察車正史，植EI宏Ilfj，j是 示Itr，JI瀬正樹，草原 MfI，仁平尊i珂， :;F~:j: 誠，
i桜井誠，伊藤徹哉
( 2 )嫌事
上述の好事に相対する嫌事は，何といっても会議の多さであった.会議には何枚かの書類を伴うの
で，当然の事ながら山のような紙くずがたまることとなる.一時，会議を削減するための委員会を設
けよう，いやまた会議が増えるから止めようといった笑い話のような話があった.私の20年間の在任
中に関係した会議は次のとおりであった(会の名称に誤りがあるかもしれなし¥)• 
評議員会(月 11m)，財務委員会(年 1~ 2 18])， I虫学系長連絡会(月 11m)，社会学類教員会議(年 2ITI)， 
比較文化学類、教員会議(月 118])，自然学類教員会議(年 2nID，自然学類運営委員会(月 1!~1]) ，全学カリキュ
ラム委員会(年 2lfi.l)，大学会館運営委員会(年 318])，図書館選書委員会(年 21fi.1) ，菅平実験センター運営委
員会(年 2ITl)，厚生委員会(年 31m)，地球科学系会議(月 11m)，地球科学系教授懇談会(PJ2 ITJ)，地球科
学研究科教員会議(月 11m)，理主手博士審査委員会(年 4!8]) 
さらに，教員人事の専門委員会の構成員になると，この委員会は 1件につき 2li関かれ，世話人に
指名されると本委員会に 2回出席させられる.私は10件について世話人に指名されたが，専門委員会
は10人の委員から構成されており，その中少なくとも 8人の日程を尋ねて開催日を決める作業の煩わ
しさ，世話人の不手際から提案人事が否決されるならば切腹ものであるので，会議での気配りなど，
神経の磨り減りは大変なものであった. また，歴史・人類，社会工学，体育の諸学系や自然系他学系
の委員会にもヲ!っ張り出される仕末であった.
このような会議に単年度ですべて出席せねばならぬという訳ではないが，そうでなければならない
とすれば，年間約100日も会議をやっているということとなる.これに加えて，組織変更，大型研究
プロジェクト，カリキュラム改訂ーなど大学の研究・教育の根幹にかかわる問題が発議され，それらに
関する会議に参画するということになると，会議による時間消耗は倍加することとなる.このような
会議に対するいやさに対抗して内戦をよくやったものであった.
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地域研究研究科と比較文化学類草創期
佐々木博
( 1 )筑波大学との出合い
1975年2月9日(日)，地球科学系初代教授吉野正敏に高円寺駅でボン大学の故G.アイマンス教授
とともに車に拾ってもらい，筑波大学の追越寮に泊まったのが最初の出合いであった.当時大学の建
物は今日の体芸棟 I棟のみで，松林の中に大きな黒い箱がそびえていた.地球科学系もその中にあ
り，その後第一学群棟へ，さらに今日の自然系学系棟へと増築につれて移転した.
立正大学に10年勤めたのち， 1975年4月1日筑波大学助教授で赴任することになり， 3月24日
(月)10時30分から筑波大学地球科学系懇談会が東京教育大学理学部会議室 W317で関かれた.終っ
て占春菌で、記念撮影した写真には，元気象庁長官故高橋浩一郎・故藤井 隆先生・増間富士雄技官
(現京都大教授)・!司夫人(甲斐)啓子さんらが映っていて懐かしい.
( 2 )比較文化学類
1975年4月より第二学群比較文化学類が発足した. 5月から手薄になった東京教育大学理学部の助
教授を併任することになり，文部大臣永井道夫より辞令をいただき，患師青野先生，尾留}1先生の
入っておられた，本来は演習室の広い研究室に入ることになった.停年後 l年経つのに尾留J1先生の
本や荷物はそのままであった.この広い研究室で，Jli人の野口鉄郎・現現の中国光雄氏らと，比較文
化学類地域文化分野のカリキュラムを，青表紙の原案を参考にして改変作成した.
比較文化学類会議(5月28日(水)15-17時)の開催通知が初代学類長高橋進(現自由大学学長)
名で)Ef3いた.教育大学理学部教授会と重なっていたため，廊下で町田貞理学部長に相談したら， γ無
くなる大学よりは，これからの大学の方に出たほうがいいんだろうなあJ. 比較文化学類会議構成の
地球科学系メンバーは正井泰夫さんと私の 2人， 2年自には石井英也君が技官から講師となって参加
した.初年度初講義「人文地理学」を 5月12日(月)， 12時50分~14a寺05分に行った. 54All教室へ
入ると，一人の学生が「起立，干しと号令をかけた.これが音に開く管理大学・中教審大学かとピッ
クリした.第 1回生は優秀で，社会で活躍している人が多い.
( 3 )地域研究研究科
1975年から比文と並んで修士課程地域研究研究科が発足した.地球科学関係では正井泰夫さんが設
置準備段階から参加され，研究科発足とともにお茶の水女子大から配置換えになって着任された. 4 
月3El (木)，研究科会議が東京教育大学東洋史研究室田中正美教授の部屋E229で行われた.井門富
士夫研究科長のほか村松!帯IJ・円羽春喜らがいて，広い学問分野のことをまくしたてられて，地理だけ
の世界とは違った会議に緊張の連続で疲れ W館の理学部地理学教室へ戻ると正直ホットした.カリ
キュラムでも，地域別に政治・経済・歴史・文化などに区分されると，地理ができる講義は地形・気
候など自然地理学しかないのではと思った.地域研究研究科は東京教育大学グランド脇の古色蒼然た
る木造のS館を利用して発足し， 2名の事務官が稲葉(現九州大教授)・故川島(元防衛大教授) 2 
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人の技官とともに一階にいた. 2 I~皆の廊下を人が歩くと， 1 1)皆の机上にゴミが落ちてくるといった，
今日では想像もできない校舎であった.初講義は 5月8日(木) 10時25分-1l1l寺40分で，「東アジア
の地域性とj武土」であった.桜村の本校へは，よヒ文の人文地理学の講義と地球科学系会議のために，
週 1日月曜日に行くだけであった.
地域研究研究科は発足当初ご三家といわれる津田塾大・ ICU'上智大学からの受験者が多く，東大
やアメリカの大学卒業者も入学し，語学に強い地域研究のif*1Jが定着していたが，今は昔話となった
ようである. 1坊衛大卒業の自衛官が3-4名入学しており，礼儀正しく，はきはきし，よく勉強し，
地域調査法の実習の案内作成などは，作戦計画書を書き'慣れていてお手のものであり，調査地まで車
に分乗していく際も トランシーバーで連絡し合い，要所要所にトイレストッフ。を兼ねた集合地点を
設定するなど，常に院生のリーダ一役である. 1淀生2年目は六本木の!日陸軍大・海軍大の生徒となっ
て兼務し，平行して軍事を勉強する人が半分ほどいる.かれらの中から日本大使館ワシントンおよび
北京駐在武官や外務省欧亜局への出向者が出てきたことは嬉しいことである.
私事であるが， J974年 8月，尾留J1正平筑波大企画調査室長からの電話で，「君を比文要員として
1位でノミネイトしである」と告げられた. どうしたことか比文の定員枠は人文地理学担当には部り
当らず，尾留)1先生が地域研究科教員定員10人の中に小生を突込んだらしい.初代井ニ門研究科長か
ら r佐々木さん あなたのポストは尾留)1さんに押し切られたものですからねj と何回も言われ
た.正井さん立正大へ転出の後，枠は文化人類学に取られてしまってまだ回復していない.
( 4 )地球科学系人文地理学グループへの期待
教授4名をょうした大部屋である.博士課程の院生の数も多く，日本の中では有力な教室である.
現在いる自白大学人文学部には教員38名中，人文地理枠は 1名.小生は大学院設置のための 1代限り
の特別枠で，柾木先生がl年後停年になったら補充しないらしい. とても地理教育ができるようなカ
リキュラムもマンパワーもない.地理学科をもたない全国のほとんどの大学も 同じような状態であ
ろう.
筑波大地球科学研究科のような人数の多いところで，初めて研究者が養成できる.お互い切嵯琢磨
し，情報交換が出来，外国雑誌が多いほか，関連分野の図書も多いからである.ただ調査報告書作成
に時間を取られるせいか，読書量が少なく，大きな構想を考える訓練にやや難点を感じる.人文地理
グループの卒業生なら，安心して使えるという思いが強い.研究と知識と興味を広くもち，変化する
時代とシステムに対応できる大学院生が， ?彰j':fーとして輩出することを期待しております.
筑波の患いで
高|坂宏行
私が筑波大学に勤め，筑波研究学菌都市に住んで、いたのは， 1976年からお年にかけての 5年間であ
り，そのうち 1年間はイギリスに留学していたので，実質的には 4年間だけなのです. J976年4月に
筑波大学の併任助手になり，東京と筑波の二重生活が始まりました.並木住宅はまだ北側の一部がで
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きたばかりで，在、は入居者の最初の一回で，最北端の棟に住むことになりました.並木のショッピン
グセンターはまだ側広しておらず，竹i翠まで買い出しに行き，途中でタケノコ狩りをした思い出があ
ります.荒川;1/1の近くに駐車場を借りて，東京教育大学に行くときには，そこに事を置いて通勤した
のです.
東京教育大学が開校になり，筑波大学だけに勤めるようになると，意外なところで問題が起きはじ
めました.それは通勤形態が変わってしまったことであります.はじめは車を利用していましたが，
運動不足に陥り，次に自転車を買って通勤しましたが，冬の寒さで耐えきれず長くは続きませんでし
た.運動不足解消のため，遠くの駐車場に車を置き歩いてみたり，住宅のまわりをジョギングしたり
しましたが，どれもだめでした.要するに，家から駅まで歩き電車に乗って通うという形態が，私の
生活にとって非常に大事な部分になっており，筑波学菌都市ではそれができないことに寂しさを覚え
ました.電車で通勤というのは，単に運動不足の解消だけで、はなく，雑踏の中で行き交う人々の表情
を眺めたり，季節の中で移り変わる都市の風情を感じたりすることで息抜きとなっていたのです.通
勤は私にとって社会とつながっているという実感をもたせる時間と場を提供していたのです.筑波に
きてから何か世間から隔離されてしまったと感じたのは，そこら辺に原菌があったように思われま
す.
筑波大学で思い出すのは，池の前にある低層で茶色の建物の大部屋が研究室であったことです.安
仁屋さんと杭を並べ，いろいろ英語を教えていただきました.安仁屋さんはアメリカ帰りで，昼休み
になるとアメリカン・フットボールを持ち出し，練習をやろうと誘われました.ボールは長軸を中心
にぐるぐると回転するように投げなければだめだとおっしゃり，そんなボールを投げてくるのでとれ
るわけがありません.サッカーもやりました.宮坂君などのサッカーチームに加えてもらい，短パ
ン，靴，ストッキングを揃えて買ったのを覚えております.サッカー王国埼玉県の浦和出身で子供の
頃からサッカーをやってきたので，どうにかついていけたのですが，スライデイングの練習には足が
痛くなり泣きました.
仕事のことで思い出に残るのは，この『人文地理学研究J の創刊号に関わったことです.印刷所を
3社，夜の 6時頃呼んで入札を行い，イセブという印別所が落札したのをよく覚えております.最初
の2，3号は私が編集のお手伝いをしていたので，この雑誌にはいまでも愛着があります.高野先
生，奥野先生，高山先生を荒川i沖に車で送りに行ったのも，当時は重要な仕事でした.
筑波大学局辺で記憶に残るのは，まず，筑波山の夜景が美しかったことです.学菌都市北部の，お
そらく国土地理院の北側付近から冬の夜に眺める筑波山は，ホテルや旅館の明かりが宝石をちりばめ
たように点在し，すばらしい眺めでした. また，食事でも楽しい思い出があります.一つは，土浦市
の中心部にあるおそば屋さんで，天ぷらそばは絶品でした. さらに，場所は定かではありませんが，
田留の中にぽつんとあるようなお屈で，大きなエピフライを食べさせてくれるところです.
授業のことはあまり記憶にないのですが，先日日本地理学会の会議で隣に座った若い方から先生と
呼ばれびっくりしました.お開きしましたところ，夜、が最後の 1年だけ担任をしたときに新入生だ、っ
たそうで，月自の経つのが早いのを実感しました.母校を離れて思うことは，私が今日あるのも先輩
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や後輩によって直接，間接的に支えられているからこそであるということです.最後に，人文地理
学・地誌学分野が末永く発展していくことを祈!強いたします.
筑波時代の思い出
小林浩二
行く先々に常に工事現場があり，ダンプやブルドーザーが行き交っていたこと，雨が降るとあちこ
ちにぬかるみがで、き それを避けるためにぬうように歩かざるをえなかったこと，冬の晴れた呂には
冷え込みが厳しく，早朝大学に通うのがつらかったこと-一一-筑波時代を思い出すとまず浮かんでくる
のがこうした光景やことがらだろうか.
私は， 1975 (Bj和50)年8月から1977(昭和52)年 3月までの 1年半にわたって筑波大学に文部技
官として勤務させていただいた.そんなわけで，私が所属していた地球科学系の組織自体も暗中模索
の状態だった.そんななかで，私自身ドイツの留学を終えて帰国早々のしかも初めての職場， レール
を敷きながらの大学づくり そのなかでの慣れない仕事……喜怒哀楽こもごも，私は実にさまざまな
経験をした.筑波時代の l年半は，今でも私にとってきわめて鮮烈な印象として残っている.
その中で特に印象深い二つをあげてみよう.ひとつは，いろいろな先生と知り合いになれたこと，
しかも親しく付き合っていただいたことだ.これは，地球科学系に地理の先生だけでなく地学の先生
もいらっしゃったためだ.また 当時は東京教育大学と掛け持ちをされている先生が多く，筑波に単
身赴任でこられる先生が多かったこと，それゆえに先生によヒ較的時間の余裕があったことによるもの
だったのだろう.先生方は， AI支をみては私たちを食堂やレストランに誘ってくださったし，自宅へも
招待してくださった. また r巡検J と称してあちこちへつれていってくださった.巡検で訪れた四
季折々の北関東の光景や情景は今でも忘れられない.大洗で食べたアンコウ鍋の味，鬼怒川のT教授
の別荘宅に数人の仲間と押しかけ，夜遅くまで歌った数々の歌，これらの情景はメルヘンのように，
またなつかしい昔の写真をみるように今でも私の脳裏に焼きついてはなれない.
もう一つは，私自身，比較的ゴージャスな生活を享受していたのではないかということだ.当時私
は独身で，外食が日課となっていた.確かに当時は近くに食堂やレストランがまったくといっていい
ほどなく，車を10分走らせなければ食事にありつけなかった.雨が降ろうものならちょっと歩くだけ
で水たまりにはまり泥だらけ.逆に晴天が続くと工事現場から舞い上がるほこりで身体1=1コほこりだら
け.決して快適な}苦住環境ではなかった.だが，建設工事がおこなわれていたとはいえ，筑波には緑
が多かった.住宅にも恵まれていた.また，住宅から大学までは車で15分の道のり.先生方， I司僚・
後輩の人たちと頻繁に議論ができたし，巡検に行くこともできた.音楽会，演劇jなどの催し物も比較
的頻繁に関かれていた......今思い返してみると，私自身かなりの「生活の質」を享受していたので
はなかろうか.それなりに充実した生活を送っていたように思う.
ちょうど 1年前，ひさしぶりに筑波大学を訪れる機会に恵まれた.筑波の先輩や後輩が非常勤講師
として私を呼んでくれたのだ.当時の筑波での生活からすでに20年余り.新たに建物や道路が建設さ
れており，その周りには民家も増えていた. とりわけ，大学構内の木々が大きく成長しているのが20
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年の歳月の経過を物語っていた. しかし，私がいた建物やその前の池は当時とまったく変わっていな
かった.懐かしさのあまり思わず、その周辺を歩き始めたのだが，歩いている関に当時の思い出がつぎ
つぎに浮かんでは消え，消えてはまた浮かんでいった.最初の予定を大きく超えて30分もぶらぶらし
ていただろうか.学ぶことが多かった それなりに充実した生活を送ることのできた筑波時代を改め
て思い起こしていた.
筑波大学と地理学と私
町田親久
( 1 )初めての筑波
1977 (昭和52)年4月 1Iヨ，私はバッグ一つを持ち筑波の地へやって来ました.彼方に筑波山が望
まれ，筑波大学はまだ建築途上の建物が多くあり，これからこの地での生活が始まるのだという新し
い気持ちと，宿舎も決まっておらず不安な思いが入り混じった複雑な気持ちであったことを思い出し
ます.そのうちに生活・職場にも慣れていきました.
私が地球科学系へ配属されて，学生時代の教科書や専門書等へ執筆されている山本正三先生，高橋
伸夫先生をはじめ有名な先生方にi亙接お会いし，いっしょに仕事をさせていただくことに，夢のよう
な気持ちであったことを今でも鮮やかに記憶しています.
しかし先生方は，やさしさと厳しさを持っておられ，これが研究・教育の現実なのかと改めて認
識しました.
( 2 )大学の印象
「新構想、の大学J という理念で設置されたことに興味がありました.研究学密都市の中核として位
置づけられ，今までの組織とは異なった「学群・学系・事務区J という新しい名称，また，国際色豊
かな研究者・留学生が多く，広い領域での研究・教育の両面にわたって広く交流連係を深めて，留内
的・国際的に関かれた大学であることを強く感じました.
施設を見ると，敷地の広さと公国を基調とした景観の中に，それぞれの施設が歩行者専用道路と環
状道路などで機能的に結ばれており，これからも f新構想の大学」であることを実感しました.
( 3 )地球科学系での出会いと地理学
地球科学系では，人文地理学・地誌学分野の先生方のお手伝いをさせていただきました.印象に
残っているのは，研究学霞都市における土地利用図の作成です.現地調査をし，図面に転記してい
き，少しずつ完成させていきました.先生方の細かな積み重ねが一つの図面として完成していく過程
を経験させていただき，小さな結果であっても，それを見い出すまでには，数多くの努力の成果であ
ることを痛感しました.
先生方の研究に対する取り組み方は，想像以上に厳しいものであることを改めて知りました.それ
ゆえ，私に依頼又は与えられたあらゆる事項に対して，生半可な気持ちで仕事をしてはいけないと感
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じましたし，これが社会人としての心構えであることを学びました.
しかし，その厳しさの反面，私に気づかっていただくやさしい先生方の顔がありました.当時，ま
だ独り身でしたので，食事に招待して家庭の温かさを提供されたり，テニス・卓球など一緒にスポー
ツを楽しみ，私生活においても色々と相談にのっていただいたりと，非常にうれしく，感謝していま
地球科学系にお世話になっている間，多くの先生方・人々との出会いがありました.フィリピンか
らの留学生と親しくなったり，他大学及び諸外国の地理学の先生とお会いでき， また，自分自身学生
時代には経験できないこと，つまり教育者側からの経験(地理学の奥深さを勉強)ができたことに喜
びを感じています
(4 )私のその後と思い
夜、は学生時代に地理学を専攻しましたが，実は，行政事務官として公務員となり，筑波大学地球科
学系へ配属となりました.教育職・技術職ではなく，文部事務官としての身分でしたが，やはり地理
学は夜、にとって最も好きな分野です.
地球科学系には 2年間という短い期間お世話になりました.その後，筑波大学事務局，岡山大学，
そして現在，広島大学で文部事務官として，先生方を事務側からの協力者としてご奉仕させていただ
いています.
学生時代学んだ地理学，筑波大学で学んだ人文地理学と現在の職務は関連がないように思われるで
しょうが，私はそうは思ってはいません.人と物との流れ・考え方を広い意味で考えますと，人文地
理学というのは'擦の深い学問であると思います.現在の広島大学も筑波大学と向様に医学部をi徐き統
合移転がありました. また，広島大学医学部も附属病続の再開発が言十画され，それに事務機構の改革
と，人文地理学の応用が大いに生かされる場であると同時に，今後も地理学は学び続けようと考えて
います.
( 5 )お祝いと感謝
今回，筑波大学問学25周年のお祝いと，筑波大学地球科学系人文地理学・地誌学分野25年間の研
究・教育活動の記録「四半世紀」の中に私の執筆文を掲載させていただくことに感誘tいたしますと
同時に，筑波大学地球科学系人文地理学・地誌学分野の今後一層の発展をお祈りいたします.
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人文地理学・地誌学分野の記録立'
専任教職員の年表II-l 
1 .地球科学系
I1J 
技官-事務官
|百j
地誌学分野
地球科学系
人文地:fm学分野1rミ!支
赤羽・小林
赤羽・小林
石井
i町田・宮坂・藤井
IHT El3 .宮坂・藤井
教 J受:正井
助教授:佐々木
教授:正井
助教授:1丸野・佐々木
助手:高阪
教授:高野・正井
助教授:奥野・佐々木
議締:高阪
教授:高野 .IE:):I:
助教授:奥野・佐々木
講師:高!坂
授:J毛色U)1 
mli :高橋
J受:UJ本
即日:高m・石井
授:Li本
nw :高橋・石井
??
?
???
???????↓??，????
1975 
1974 
1976 
宮坂・藤井・手塚教護:高野・正井
助教授:奥野・佐々木
議師:高i坂
宮坂・手塚・市南教授:正井・奥野
助教授:佐々木
講師:高阪
宮坂・手塚・市南教 J受:正井・奥野
助教授:佐々木・斎藤
宮坂・山下(清)・浅見
宮坂・村山・尾藤
宮坂・尾藤・加賀美
宮坂・浅見・村11
教授 J正Iチ
助教授:{;佐』左:々木.斎藤
講師:手塚
教授:正井-奥野
助教授:佐々木・斎藤
講師:手塚
教授:奥野・佐々木
助教授:斎藤
講師:手塚
教授:奥野・佐々木
助教授:斎藤
講師:手塚
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?，??
?
? ? ?
? ????。???
?????????
?????????????????????????????????
。 ?? ??????
?? ??????????????????????????
1977 
1978 
1979 
1980 
1981 
1982 
1983 
1984 
1985 
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1986 教授:iJJ本 教授奥野・佐々木 宮坂・尾藤・井EI
助教授・高括・石井 助教授:斎藤
講師:I3H本・矢ケIh奇 講 ilij]:手j五
1987 教授:1-1川三 教授:奥野・佐々木 宮坂.~J:!: EI 
助教授・高橋・石井 助教授斎藤
講日ili:I王i林・ rl:J)11 講和Ii:手塚
1988 教授:ILI本 教授:!先日!}・佐々 木 宮坂.jl: E!・iJl下(宗)
助教授高橋・ m林 助教授斎藤
講師i 村IJ・小野寺・ 1:j1)1 講師.手塚
1989 教授山本・高橋 教授:奥野・佐々木 ;玄坂・iJJ下(宗)・山本(充)
助教授田林 助教授・斎藤
講師.村iJJ.小出マp・rl:1)1 講師.手塚
1990 教授山本・高犠 教授:奥野・佐々木 宮坂・井上・篠原(秀)
助教授・IJ:I林 助教授:斎藤
講師・ 4寸UJ.小野寺・I=j:l11 講 nm:手塚
1991 教授.高橋 教授奥野・佐々木 宮坂・篠原(秀)・酒井
助教授:E!林 助教授:斎藤
講師.村山・小野寺・ 1=ユ)1 講師.手塚
1992 教授.高構 教授:奥野・佐々木・斎藤 宮坂・篠原(秀)・須Li
助教授.田林 講師:手塚
講 師・村iJJ.小野寺・ i千二1)1
1993 教授高橋 教 授:1免聖子・佐々木・斎藤 宮坂・須iJJ.松村
助教授:田林 講師.手塚
講師村山・小野寺・中)1
助手篠原(秀)
1994 教授高橋 教授:J見野・佐々木・斎藤 宮坂・須LJ.森本
助教授・田林 講師手塚
講師村 11.小野寺・中)1
助手.篠原(秀)
1995 教授.高橋 教 授・ 1克明1・佐々木・斎藤 宮坂・森本
助教授田林 助教授:手塚
講師i村UJ・中)11.篠原(秀) 講師:須山
1996 教授高橋・日3林 教授・佐々木・斎藤 宮坂・若本・林
講 師i 村山・篠原(秀)・森本 助教授:手塚
講師:須山
1997 教授・高i喬・ EB林 教授:佐々木・斎藤 宮坂.?賓皇・松井
講師村山・森本 助教授:手塚
講師・須山
1998 教授.高橋・田林 教授:斎藤・手塚 宮坂.?賓 13~. ・ )11 瀬
講 師.村山・森本・松井
2.歴史・人類学系および教育学系
歴史人類学系 歴史人類学系 教育学系
年度 歴史地理学分野 その他の分野 地理教育分野
1974 教授:千葉(民俗学)
1975 教授.千葉
1976 教授.菊地 教授:千葉
1977 教授.菊地 教授:千葉
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授:菊地教 授:~Uj倉教授:千葉・
1喜m(文化人類学)
授:千葉・ JI喜任i
教
(昭)
(flj) 
J受:朝倉
授:朝倉
授:朝倉
授 :M倉
授:朝倉
授:朝倉
授:篠原
授:篠原
授:篠原(llij)教
授:篠原(昭)教
授:篠原(昭)
授:篠原(1lB)
師:井田
師:井田
部:井田
師:井田
教
。??〈???
?
???
??
?
?
??
??????
? ?
教
教
教
講
5茸
議
授:1喜田
授:)1喜13
授:)1喜!33
考k
???
教
講
教授:菊地
助教授#.l~JiJ奇
助教授:黒11奇
助教授:黒IJ奇
助教授:;去IJ奇
教授:#.l~11J奇
教授:#.l~IIJr.f 
教授#.l~!lJ奇
教授:黒11奇
技官:小野寺
助教授:石井
技官:小野寺
助教授:石井
助教授:石井
技官:椿
助教授:石井
技宮:椿・河野
助教授:石井
技官:?可tl!l"
教授:石井
技官:河野.I荷村
教 ;受:石井
助教授:小口
助手:?可野
技官:1荷村
教授:石井
助教授:小iコ
技官:岡村
教授:石井
助教授:小口
講師:1荷村
技宮:原日3
教授:石井
助教授:小口
講師:岡村
技官:田中
教授:石井
助教授:小口
講 IW: I笥村
技官 :13中
教授:石井
助教授:ノトiコ
1978 
1979 
1987 
1980 
1981 
1982 
1983 
1984 
1985 
1986 
1988 
1989 
1990 
1991 
1992 
1993 
1994 
1995 
1996 
1997 
1998 
3.専任教職員氏名および在任期間リスト(あいうえおj槙)
赤羽孝之 (1975-76年度) 朝倉隆太郎 (1978-84年度) 浅見良露 (1982-83年度)
石井英也 (1974年度-) 井出仁康 (1986-88年度および1995年度-)
[1南文一 (1980-81年度) 井上 孝 (1990年度) 岡村 治 (1992-97年度)
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小口千明 (1993年度-) !免野 i径史 (1976-95年度) 小野寺淳 (1986-941'1:皮)
力Il賀美雅弘(1985年度) )1喜E仁二郎 (1978-82年!支) )1瀬正樹 (J998年度-)
菊地利夫(1976-79年度) 黒111奇千fJ青 (1979-86il~ 度) i~iîl坂宏行 (1976-80年度)
河野 敬一 (1990-931'二度) 小林 j告二 (1975-761'1三)支) 斎藤 功 (1981年!支-)
佐々木博 (J975-97年度) 篠原 秀一(1990--961'1三度) 篠j京 113M!: (1988-931'4三度)
須IJ i稔 (1992-97年度) 高野史男(1977-79年度) 許¥f;詩 11夫 (1974年度-)
旧1:]' 達む (1996-97年度) i王i林 Ilj'J (J 9771'1三度-) 千葉徳僻 (1974-79年度)
椿真智子(1989-90年度) 手塚 章 (1979年度-) 1:1)1 fE (J 987 -951'1三度)
j賓里正史 (1997年度-) Jl?:I日洋一郎(1995年度) キ本 秀司(19961'=-J支)
尾j蕗章雄 (J984-86年度) j毛留)1 XE 'Iz (1974年j支) 藤井 公子 (1977-791'1三位)
正井泰夫(l975-83:ifJ支) IlfJEJ 親久 (1977-78年度) 十i~ :J I: 圭介 (1997年度-)
松村 公明 (1993ij二度) 宮坂和人(1977年度-)
村山 祐司(1983-84年!支および1988年度-) 森本健弘 (1994王i三度-)
矢ケ崎典隆 (1983-86年度) L11下 j青海 (19821'YJ支) 山下宗手IJ (1988-89年度)
LJ本正三 (1975-90年度) 山本 充 (1989年度) 若本啓子 (1996年度)
酒井多加志(1991年度)
II-2 招へい外麗人教師・研究者
1974年JO月-11月 フィリップ・パンシュメル(パリ第一大学教;受)
日本学術振興会・外国人招へい研究者
1980年 9月-1982年 6月 ロイ・ケンフー(シンガポール大学教授)
筑波大学・外国人教師
1982年 4J~ -5月 ジャン・ゴットマン(オックスフォード大学教授)
日本学術振興会・外国人招へい研究者
1984年 9丹-1985年 6月 マリオ・ヒラオカ(ミラスピル大学教授)
筑波大学・外国人教師
1985年 7月-8月 エチエンヌ・ダルマッソ(パリ第七大学教授)
日本学術振興会・外国人招へい研究者
1988年12月-1989年 1月 ジャン=ロベール・ピット(パリ・ソルボンヌ大学教授)
日本学術振興会・外国人招へい研究者
1990年 9月-1991年 6月 南 祭佑(高箆大学教授)
筑波大学・外缶入教師
1993年9月-1994年6月 厳 勝雄(台湾行政院)
筑波大学・外国人教師
1997年 9月-1998年6月 洪 顕哲(建国大学教授)
1999年2月71ヨ-28EI
筑波大学・外国人研究者
ポール・クラヴァル(パリ・ソルボンヌ大学名誉教授)
筑波大学国際交流計画事業・外国人研究者
II-3 非常勤教員の年表
年度
1976 地球科学研究科 -角本 良平(運輸経済研究センター) i人文地理学特講」
清水馨八郎(千葉大学) i人文地理学特殊講義 IJ 
西i詰j 久雄(青山学院大学) i人文地理学特殊講義 llJ
自然学類 .太I 勇(東洋大学) i地誌学IVJ 
比較文化学類 -黒崎千[l青(早稲田学院) i歴史地理学J
斎藤 J) (お茶の水女子大学) i自然と歴史J
1977 地球科学研究科 .西)1 治(東京大学) i人文地理学特殊講義 IJ 
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1978 
1979 
1980 
14] 
佐藤;~次郎(日本女子大学) 1人文地理学特論l1j
斎藤 J) (お茶の水女子大学) 1人文地理学特論Ilj 
有末 武夫(群馬大学) 1人文地理学特論立」
経史・人~Jj学研究科 黒1奇 千1青(早稲田学院) 1歴史地理学特講 1j 
I~I 然学悲i -背野 1華i明(埼玉大学) r立地論j 1地理学史方法論」
比較文化学総 :菅野 1和明(埼玉大学) 1人文地理学j rアメリカの習俗と地誌演習」
人文学類 .黒1奇 千1吉(早稲田学院) 1歴史地理学特講 1J 
地球科学研究科 鈴木 栄一(青山学院大学) i統計学j
板倉 勝高(東北大学) 1人文地理学特殊講義 1j 
ni}ll 健夫(東京学芸大学) 1人文地理学特殊講義Ilj
歴史・人類学研究科・黒1I奇 千Ii古(J:jl稲田学院) 1授史地理学特講lJj 
比較文化学類
人文字:鋭
地球科学研究科
I~l 然学類
比較文化学類
地球科学研究科
比較文化学類
:菅野 峰Iy:) (j寄玉大学) 1アメリカの習俗と地誌J
黒1奇 千Ilj~r (早稲田学院) 1歴史地理学」
黒1I奇 千f1j与(早稲田学院) I1ヨ本歴史地理概説j 1歴史地理学特議lJj
森)11 洋(広島大学) 1地誌学特殊講義」
-金1奇 肇(茨城大学) 1人文地理学特論」
:朝倉iを太郎(宇都宮大学) 1人文地理学概説」
太EB 勇(東洋大学) 1日本・アジアの習俗と地誌 1j 
.鈴木 栄一(青山学院大学) 1統計学」
伊藤 達雄(三重大学) 1地誌学特殊講義国」
黒崎 千H青(早稲田学院) 1鹿史地理学J
斎藤 J}J (お茶の水女子大学) 1アメリカの習俗と地誌」
リー・チュンミン(ユタ大学) 1日本の地理J 1日本・アジアの習俗と地誌 1J 
ロイ・ケンフー(シンガポール大学) 1日本・アジアの習俗と地誌Ilj 1日本・ア
ジアの習俗と地誌H演習J
1981 地球科学研究科 :合IJl Ui3二(岐阜大学) 1人文地理学特殊講義Ilj
自然学類 :太田 勇(東洋大学) 1 J也誌学特論J
比較文化学類 :ロイ・ケンフー(シンガポール大学) 1アジアの地理とj武土J 1アジアの地理と風土
演習」
1982 地球科学研究科 :服部鮭二郎(立正大学) 1地誌学特殊講義IlJ
自然、学類 :横山 flsrli (愛媛大学) 1地誌学特論」
田村 正夫(城西大学) r人文地理学特論」
比較文化学類 :ロイ・ケンフー(シンガポール大学) 1アジアの地理と風土J 1アジアの地理と嵐土
演習J
1983 地球科学研究科 :宮坂 正治(信州大学) 1人文地理学特殊講義五」
自然学類 : 1王i村 正夫(城西大学) 1地誌学特論J
比較文化学類 :元木 a 靖(埼玉大学) i地域文化概論」
菅野 i峰!'J)1(埼玉大学) 1欧米の地理と風土 1j 1欧米の地理と風土I演習J
1984 地球科学研究科 :鈴木 栄一(青山学院大学) 1統計学J
菅野 i峰l現(埼玉大学) 1地誌学特殊講義国」
自然学類 :内山 幸久(立正大学) 1人文地理学特論」
比較文化学類 :マリオ・ヒラオカ(ミラスピル大学) r地域文化概論」
正井 泰夫(立正大学) 1地域文化概論」
1985 自然学類 :内111 幸久(立正大学) 1人文地理学概説IJ
太田 勇(東洋大学) 1人文地理学概説Ilj
111下 清海(秋田大学) 1地誌学特論」
比較文化学類 :菅野 i峰明(埼玉大学) r欧米の地理と風土 1j r欧米の地理と風土 1i寅習」
元木 靖(埼玉大学) r地域文化概論」
!涼 I~章(台湾師範大学) rアジアの政治と社会IlJ
- 31ー
142 
1986 地球科学研究科
マリオ・ヒラオカ(ミラスピル大学) 1地域文化概論」
鈴木 栄一(青山学院大学)吋:充計学図」
松井 貞雄(愛知教育大学) 1地誌学特殊講義立」
自然、学類 :楼井 明久(宇都宮大学) 1人文地理学特論」
比較文化学類 :機井 明久(宇都宮大学) 1欧米の地理!と風土 ]]J
JC木 靖 u寄玉大学) 1地域文化概論」
1987 地球科学研究科 :大友 篤(宇都宮大学) 1人文地理学特殊講義眼 j
竹内 淳彦(El本工業大学) 1地誌学特殊講義血」
歴史・人類学研究科:小林健太郎(滋賀大学) 1歴史地理学特講lIIJ
坂仁! 慶治(京都教育大学) 1歴史地理学特講血」
自然学類 :合1 1百二(岐阜大学) 1地誌学特論」
坂口 慶治(京都教育大学) 1人文地理学特論」
比較文化学類 :菅野 1年明(埼玉大学) 1欧米の地理と風土立 J 1欧米の地酒!と風土日 演習J
元木 靖(埼玉大学) 1地域文化概論」
人文学類 :菊地 一雅(早稲田大学) 1アジア歴史地理学講義」
日討す 正夫(城西大学) 1歴史地理学特講 ]]J
仁1"島 義一(駒浮大学) 1歴史地理学特講IlJ
1988 地球科学7i)f究科 :長谷川典夫(三重大学) 1人文地理学特殊講義由」
自然学類 :白坂 蕃(東京学芸大学) 1人文地理学科二論」
比較文化学類 :内藤 正典(一橋大学) 1地域地理学]] (アジア)J 
Lu-r i青海(秋田大学) 1比較地理学」
ラマサミ・スパイヤー(筑波大学) 1地域地理学E特論(南アジアの自然環境論)J 
1989 地球科学研究科 伊藤 達雄(三重大学) 1人文地理学特殊講義]J
歴史・人類学研究科 足利 健亮(京都大学) 1歴史地理学特講IVJ 
長野 党(.i.日ijl宰大学) 1歴史地理学特講IVJ 
自然学類 J持尾 良iを(立教大学) 1)芯用地学IVJ 
村 i二 雅康(奈良教育大学) 1地誌学特論」
比較文化学類 菅野 峰明(埼玉大学) 1地域地理学IV(アメリカ)J1欧米の地理!と風土立演習」
ラマサミ・スパイヤー(筑波大学) 1地域地理学E特論(南アジアの自然環境論)J
人文字:'j;f~ 溝仁i 常俊(富山大学) 1アジア歴史地理学講義」
UJ下 清海(秋日1大学) 1アジア歴史地理学講義」
1990 地球科学研究科 -篠原 重県IJ (香川大学) 1 J也誌学特殊講義理」
自然学類 :坂口 慶治(京都教育大学) 1人文地理学特論」
比較文化学類 内藤 正典(一橋大学) 1地域地理学]] (アジア)J 1アジアの地主nと風土演習」
VfJ 禁佑(高麗大学) 1-地域地理学立(アジア)J1アジアの地理とj武士演習J
立石 友男 (1ヨ本大学) 1地域地理学国(ヨーロッパ)J 
小林 浩二(岐阜大学) 1比較地理学」
人文学類 山下 j青海(秋田大学) 1アジア歴史地理学講義」
1991 歴史・人類学研究科.金田 章裕(京都大学) 1歴史地理学特講lVJ 
自然学類 J炎野 明彦(奈良教育大学) 1地誌学特論J
比較文化学類 -矢ケ崎~jtl監(横浜国立大学) 1地域地涯学lV(アメリカ)J 1孜米の地理と風土日演習」
人文学類 :小口 千明(城西大学) 1歴史地理学特講VJ
溝口 常俊(富山大学) 1歴史地理学特講VJ
1992 地球科学研究科 竹内 淳彦 (1ヨ本工業大学) 1人文地理学特殊講義lIIJ
自然学類 i$奇j毛 良隆(立教大学) 1人文地理学特論」
比較文化学類 : 1l下 j青海(秋日:1大学) 1地域地理学]] (アジア)J
ライ長ーこ 増民(都市町f究研究所) 1地域地理学五(アジア)J
井出 仁康(上越教育大学) 1地域地理学 1(日本)J 
人文学類 -秋山 元秀(愛知県立大学) 1アジア歴史地理学講義」
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1993 地球科学研究科 :杉浦 芳夫(東京都立大学)r地誌学特殊講義lJ
歴史・人類学{iJf究科:立石 友男(日本大学) r歴史地理学特講NJ
I~I ?史学類 :五味 武i主(金沢大学) r地誌学特論」
比較文化学類 :大塚 昌平IJ (立正大学) ，-地域地理学 1 (日本)J
季 増民(者15市研究研究所) r文化地理学 1J 
143 
矢ケ lli~f ~j!隆(横浜国立大学) r地域地理学IV(アメリカ)Jr欧米の地理と風土演習IJ
人文学類 :古日1悦造(東京学芸大学) r箆史地理学特講VJ
1994 地球科学研究科 :合田 昭二(岐阜大学) r人文地理学特殊講義lJ
比較文化学類 :佐々木史郎(宇都宮大学)r地域地理学I (アジア)J rアジアの地理と風土演習J
JA完 勝雄(台湾行政院) r地域地理学I (アジア)Jrアジアの地理と風土演習」
人文学類 :伊藤 寿和(日本女子大学) r歴史地理学特講 1J 
秋山 元秀(滋賀大学) rアジア歴史地理学講義」
佐々木史郎(宇者15宮大学)rアジア歴史地理学講義」
1995 地球科学研究科 :林 上(名古屋大学) r人文地理学特殊講義国」
歴史・人類学研究科:溝口 常俊(富山大学) r歴史地理学特講VJ
自然、学類 :伊藤 悟(金沢大学) r地誌学特論」
比較文化学類 :矢ケ崎典隆(横浜国立大学)r地域地理学N (アメリカ)J r欧米の地理と風土演習」
小野寺 淳(茨城大学) r地域地理学 1 (日本)J 
人文学類 :矢ケ崎典i監(;横浜田立大学)r欧米歴史地理学講義」
山本 充(埼玉大学) r欧米歴史地理学講義」
1996 地球科学研究科 :高阪 宏行(日本大学) r人文地理学研究法」
大友 篤(日本女子大学)r統計学園」
教育研究科 :西脇 保幸(横浜函立大学) r地理教育論」
自然学類 :楼井 f:l)3久(宇都宮大学) r地誌学lJ
比較文化学類 :季 増民(椙山女学盟大学) r比較文化地理学」
佐々木史郎(宇都宮大学)r地域地理学I (アジア)J
山本 充(埼玉大学) r地域地理学 II (ヨーロッパ)J
人文学類 :秋山 元秀(滋賀大学) rアジア歴史地理学講義」
山下 j青海(秋田大学) rアジア歴史地理学講義J
1997 地球科学研究科 :小林 浩二(岐阜大学) r人文地理学特殊講義 1J 
歴史・人類学研究科:秋山 元秀(滋賀大学) r歴史地理学特講VJ
坂口 慶治(京都教育大学)r歴史地理学特講VJ
教育研究科 :楼井 明久(宇都宮大学) r地理教育論J
中山 修一(広島大学) r中等社会科教育学特講J
自然学類 :許 衛東(大阪外国語大学) r地誌学lJ
山村 順次(千葉大学) r人文地理学特論」
根回 克彦(奈良教育大学) r人文地理学 1J 
藤田 節夫(愛媛大学) r人文地理学四AJ
比較文化学類 :大塚 昌平IJ (立正大学) r地域地理学 1 (呂本)J
菅野 峰明(埼玉大学)r地域地理学N(アメリカ)J
人文学類 :矢ケ崎典経(横浜国立大学) r歴史地理学特講VJ
吉田 敏弘(留学院大学) r歴史地理学VJ
1998 地球科学研究科 :白坂 蕃(立教大学) r地誌学特殊講義lJ
教育研究科 :渋浮 文隆(信州大学) r地理教育論」
自然学類 :犬井 正(濁協大学) r地誌学特論」
菊地 俊夫(東京都立大学) r人文地理学特論」
許 衛東(大紋外i盟諸大学) r外国地主主」
比較文化学類 :山下 清海(東洋大学) r地域地理学I (アジア)J 
金田 章裕(京都大学)r比較文化地理学」
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人文学類
TI-4 共同利用施設
サイモン・ポッター(埼玉大学) r地域地理学問(ヨーロッパ)j 
洪 顕哲(建医!大学) r地域地理学Il (アジア)j 
.矢ケi崎典隆 c東京学芸大学) rl孜米歴史地理学講義j
LlJ本 充(J育玉大学) r欧米j琵史地理学講義」
秋山 元秀(滋賀大学) rアジア歴史地理学講義J
iJl下 清海(東洋大学) rアジア歴史地理学講義」
1 .第一学群G棟304(人文地理学・地誌学実験室)
自然学類における人文地理学・地誌学関係の学生実習室.人文J也どI学・ j也誌学における室内実験用のパソ
コン， j滋気テープ，空中写真，地形 l:m，土地利用 I~l，製 l;;glm具などが保管されている
2. 第一学群G棟305(人文地理学・地誌学実験準備室)
人文地理学・地誌学における室内実験のための準俄を行う
3. 自然系学系B棟413(資料室)
国勢調査，住宅統計，商業統計，農林業センサス等の各種統計，アトラス，人文地理学・地誌学関係の博
士論文ーなどが保管されている
4. 自然系学系B棟515(システム解析室)
地域分析のための GIS機材が設置されており ，ARC/INFO， ARC/View， Imagine， Maplnfo等の GISソフト
ウェア，数値地図，空間データ基盤等のデジタル地図，各種統計データの利用が可能である.
5. 自然系学系B棟308-1(製l;gl室)
製!豆用具一式が備えられである.人文地理学・地誌学関係のカルトグラファー，宮坂和人技官が製圏を担
当している
6. 第 2学群A棟405(文化地理実習室)
比較文化学類における文化地理学関係の学生実習室.文化地理学における室内実験用のパソコン，空中写
真，地形図，土地手IJm図，製図用具などが保管されている.地理情報システム (ARC/INFO) が備えられであ
る
7. 第 2学群A棟406(文化地理準備室)
文化地理学における室内実験のための準備を行う
TI-5 定期刊行物
1 .人文地理学研究 Tsukuba Studies in Human Geography 
人文地理学研究は人文地理学分野と地誌学分野の機関誌として1977年 3月に第 l号が刊行され， 1998年 3月に
は22号に達した.東京教育大地理学教室報告が1977年 3月に21号で終刊を迎えたものを，人文地理学関係者が引
き継ぐかたちで出版された.そのため，当初は表紙の色や活字，装了は地理学教室報告のものを基本的に踏襲し
た.その後11号と 21号で表紙の色と装丁を変え今日に至っている.毎年 118] 3 J=251ヨに出版している.学会誌の
ように頁数の詰IJ浪もなく，自由に研究成果を発表できる場として，日本の地理学界のなかでも一定の評filを得る
ようになっており r人文地理」の年Il{jの展望欄や文献iヨ録には，必ず収録されている.第 l号の巻頭には以 Fの
ように発刊の主旨が述べられている
「研究者にとって，その研究活動の成果を公表する機関誌を持つことはきわめて重要な意味をもっている.そ
れは研究発表が研究活動そのものであるとともに，成果の公表によってそれぞれの研究活動の状況を世に周知さ
せ，批判をうけることは研究者として一種の義務だからである r発表なければ研究なしj，すなわち発表されな
い{苛究は研究されていないのと同じである，といいたいのである
われわれはすでに幾つかの学会誌をもっているが，それはきわめて多数の学会員のためのものであり，これを
われわれが利用することにはかなりの制約がある.またわれわれは東京教育大学(東京文理科大学)地理学教室
としては数十年にわたって「大塚地理学会論文集」 ・ 「地理lj ・ 「地理学研究報告J なととの機関誌をもって，教室
の研究活動の成果を世に問ってきた.今回その教室のすべてをあげて筑波大学地球科学系に移行するに当たり，
その中に包含されるわれわれ人文地理学分野に属するものとして，従来と同じように，あるいはスタッフが増加
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しただけ従来以上に，研究成果を公表するj誌が必要となってきた
そこで各自のささやかな研究費の一部を割いてここにわれわれの機関誌として「人文地理学研究」を創刊する
こととした.われわれは学界の華やかな舞台の上で、踊ろうなどとは思わない.むしろ地味に着実に，そして長く
地理学界を支えるこi二台石となろうとするのみである.J 
人文地理学研究には1977年の第 1号から1998{jミの第22号までに，合わせて213編の論文が掲載された.それらを
長さと分野，対象地域別にまとめたのが第 2表から第 4表である.論文数が最も少ない号で 4編，最も多い号で
J8編と)JJ~があるが， JO編前後のものが平均である. 1編の論文の長さも， JO頁u、下のものから40頁を越える長編
まで様々であり，学会誌と違って頁ilJI決や形式にこだわらず自由に書くことが可能なことを反映している.相対
的に長い論文が多く， 30頁以上のものだけで全体の20%近くに達する
論文の分野は多岐にわたっているが，一つの特徴は農業・農村地理学に関する論文が多いということであり，
集終の借造や変容に!期するものも含めると71編を数え，全体の 3分の]を占める. これに次ぐのが，都市・商業
地理学関係のものである.さらに，観光・レクレーションに関するものや，地理学史，文化地理学に関するも
の，近年は GIS関係のものもみられるようになった.執筆者が主として専任の教職員であるので，どのような専
門の者が在職していたかによって，論文の分野が大きく左右されている
論文の対象地域については，一般に日本の論文は対象地域が狭いといわれるが，人文地理学研究の場合もその
傾向がみられ，市IlfJ・村もしくはそれよりも狭い範囲を取り扱ったものが全体の約30%ほどある. しかし，国家や
地方レベルの範阻を取り扱った論文も，それぞれ24%と17%とかなり多い.対象地域としては日本国内が129，外
国が61であり，地域を対象としていないものが28である. lil斗の論文では関東・中部地方を対象としたものが圧
倒IYJに多く，近畿地方以西はわず、か 3編しかなく，そのすべてが九ナ1'を対象としている.外i翠研究は西ヨーロッ
パと南北アメリカを対象としたものが多く，前者は主としてフランスとドイツの研究であり，後者はアメリカ合
月社主jとカナダ， ブラジルを耳兄 1)12えったものカ{r:!:J/L、である
2.地域調査報告 Area Research Papers 
地域調査報告は1979年 3月に人文地理学分野によって「霞ヶ浦地域研究報告」という名称で発刊されたのが最
初である.霞ヶmr周辺地域において，大学院生の野外実験の一環として一週間程度の調査期間を単位として，教
員と院生がし、くつかの斑を組織して共同で:m.地調査を実施し，執筆した. 1983年からは地誌学分野が，大学院野
外実験の研究報告作成に加わった.人文地理学分野は茨城県内の一つもしくは数市町村の都市域や工業地域・農
村・漁村・山村ーなど，具体的に観察できる比較的狭い範囲を対象として研究を進め，その成果を発表してきた.
地誌学の分野では県庁所在地程度の規模の地方中心都市を選び，都市とその周辺の農山村での調査・研究を行
い，おもに他人単位でその成果を発表している.これらの経緯については， 1998年 3月に発刊された地域調査報
告20号の巻頭の「地域調査報告20号を迎えて」に詳しく述べられている
1号から20号までに掲載された論文数と調査地域は第 5表の通りである.全体の論文数は208編で，総頁数は3，
198に達する. 4号までは「霞ヶmt地域研究報告」として人文地理学分野が執筆し， 5号から 7号までは両分野が
共同で作成し， 8号以下は交互に両分野が執筆してきた.個人研究の多い地誌学分野の論文数が多いが，一編が
10頁前段であり，共同研究の多い人文地理学分野では論文数が少ないが，一編が20~40頁と長い.
3. Science Reports of the Institute of Geoscience， University of Tsukuba， Section A 
筑波大学地球科学系で刊行している印刷物で，地理学・水文学関係の教官が主体になって執筆している.ま
た，地球科学研究科に提出された博士論文が掲載されることも多い. 1980年 3月に第 l巻が刊行され，この創干IJ
の辞によると東京教育大学の ScienceReports Sec. C (地理学，地質鉱物学)が1977年に終巻となったので，それ
に代わる印刷物として発刊するとされている. Section A は人文地理学，地誌学，地]f~学，気候・気象学，水文学
を対象とし， Section Bは地質学を対象としている. Section Aは毎年 1巻ずつを刊行し， 1998年 1月で19巻に
なった.これまでに78の論文が発表されており，人文地理学・地誌学分野の論文は36を数え，全体の46%を占め
ている.外国の656機関，国内の248機関に送付している
4. Annual Report of the Institute of Geoscience， University of Tsukuba 
1975年 1月に第]号が発刊されたが，内容は地球科学系の組織，教育活動，研究活動，出版物一覧といった純
粋な業務報告であった. 2号からは業務報告のほかに論文が加わり，むしろ論文が主体の印刷物となり今日に
至っている.論文は刷り上がり 4頁が基本とされ， Science Reportsと比較すると短いものが多い.このことも
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「人文j也3]1学研究」掲載論文数と長さ
号数(年次) 総頁 論文数
長 さ
考
-10 日一20 21-30 31-40 401~-
1 (1977) 196 1 7 ‘-一〉、 創刊号
2 (1978) 202 9 ? 7 
3 (1979) 188 9 2 4 i 
4 (1980) 195 8 3 ? 高野史男教授退官記念号
5 (1981) 237 10 2 4 2 
6 (1982) 283 10 2 2 2 
7 (1983) 271 13 2 2 8 
8 (198!)) 293 10 4 3 
9 (1985) 275 1 3 6 ? 
10 (1986) 294 8 ? 3 2 
1 (1987) 269 12 6 5 第 l号 (1977年)ー第10号 (198611ミ)総目次
12 (1988) 201 7 2 5 
13 (1989) 208 9 4 4 
14 (1990) 277 1 4 5 2 
15 (1991) 351 12 4 4 山本正三教授退官記念号
16 (1992) 190 9 4 3 
17 (1993) 187 7 4 
18 (1994) 273 12 5 5 2 
19 (1995) 238 8 3 3 2 
20 (1996) 306 18 15 奥野i径史教授退官記念号
21 (1997) 134 A 3 第1号 (1987年)ー第20号 (1996ijミ)総 13次
22 (1998) 128 5 3 
正Iコ』 5.196 213 11 82 79 31 10 
第2表
「人文地理学1iJf究」掲載論文の分野
??????????????
? ?
??
???
????????????????????
?
?
?
??
??
??
?
?
????
????
??
??
??????
????
??
??
?
???
????
???
???
???、
?
?? ??
??
?、 ?
?
、 ，
?
????
??
?? ?
、?
??
?? ?
?? ?
? ?????
? ?
????????
????
?? ?
??
?
地域
言1-両
地IZJ
GJS 
3 
理論
計量:
2 
地理
学史
2 
???
? ? 】
2 
歴史
文化
教育
??
? ?
??????
社会人仁!
サー ど しjl.-- 交通
ス業ション流通
????
2 
???
?
?
?????????
第3表
工業
2 
経済
? 
2 
水産
???
???????
??? ?
?
? ?
?
号数(年次)
10 
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第4表 「人文地理学研究」掲載論文の対象地域
地域のスケール " 対象地域
号数(11三次)
地域 ïI]llI r!:~ J也主 i豆1. 日本 北海道 関東 近畿 アジ→/ ヨー南北ア その他なし 1l県 地方 中部以!ご 大陸 全体東北 以西 口ツバメリカ
1 (1977) 4 2 2 4 つd 
2 (1978) 4 3 7 
3 (1979) 3 4 3 2 2 
4 (1980) 2 4 2 3 
5 (1981) 3 3 2 2 
6 (1982) 4 4 3 3 
7 (1983) 2 5 2 2 2 4 2 2 
8 (198-1) つ 4 3 2 2 i 3 
9 (1985) 3 6 2 2 4 2 3 
10 (1986) 2 2 2 2 
11 (1987) 2 2 1 2 
12 (1988) 2 3 4 、つJ 5 1 
13 (1989) 3 3 3 2 i 
H (1990) 2 2 2 2 
15 (1991) 2 2 3 d つ ? 2 2 2 
16 (1992) 4 2 2 3 2 
17 (1993) 3 2 2 3 2 
18 (1994) 3 3 2 3 2 2 2 d つ
19 (1995) ? 3 3 2 
20 (1997) 2 6 3 3 4 2 3 3 4 2 i 
21 (1996) 3 i 2 l 
22 (1998) 3 l 1 
正iコ』 23 63 28 11 37 51 28 15 53 30 3 5 22 29 5 
第 5表 「地域調査報告」掲載論文数および調査地域
号数(年次) 総頁 論文数 担当分野ネネ 調査地域
1 (1979)本 151 7 人文 茨城県玉造町・麻生町・北浦村
2 (1980)* 127 10 人文 茨城県出島村
3 (1981) * 120 7 人文 茨城県出島村
4 (1982)* 146 15 人文 茨城県出島村
5 (1983) 142 12 人文・地誌 茨城県東村，新潟県新潟地域
6 (1984) 170 12 人文・地誌 茨城県鉾田町，長野県松本盆地
7 (1985) 184 15 地誌・人文 長野県松本盆地，茨城県鉾田町
8 (1986) 121 4 人文 茨城県神栖町・波崎町
9 (1987) 125 12 地誌 山形県山形盆地
10 (1988) 226 10 人文 茨城県波崎町
11 (1989) 178 15 地誌 岩手県盛問地域
12 (1990) 276 8 人文 茨城県南西部(水海道市ほか)
13 (1991) 203 15 地誌 新潟県新潟地域
14 (1992) 151 8 人文 茨城県つくば市
15 (1993) 152 16 地誌 長野県松本盆地
16 (1994) 127 5 人文 茨城県石両市・八郷町
17 (1995) 132 12 :l{民主 長野県松本盆地
18 (1996) 126 6 人文 茨城県結城市
19 (1997) 127 14 地誌 福島県福島盆地
20 (1998) 214 5 人文 茨城県常陸太田市
正1コ』 言十 3198 208 
*護ケil地域研究 本*人文:人文地理学分野，地誌:地誌学分野
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あって，人文地理学・地誌学関係の論文は相対的に少ない. 1976:{1三の第 2号から1997年の第23号までに全体で376
の論文が収録されたが，人文地理学・地誌学関係のものはりで，全体の11.4%を占めるにすぎない. しかし， An-
nual Report は外国の約1100の機関，国内の483の機関に送付され，それぞれの機関の雑誌と交換しており，論文
に対する内外からのi笥い合わせも多い. 1984:i'1三の10号と1994年の20号に，それぞれ10号ずつの総目次がまとめら
れている
II-6 人文地理談話会
人文地理談話会は人文地理学・ j也誌学分野の教員と大学院生が中心となって運営している会で，原則として月
11m，学内や学外の地理学者および地理学の隣接分野の研究者に講演や話題を提供をしてもらい，討論する場で
ある.本学を訪れた海外の研究者を招待することもある.それぞれの演者が関心をもっている最新の研究動向
や，内外の調査報告など内容は多彩である.学1洋学生，大学院生，教員， ~~し内の!こ1:1 高校教員など30名前後が出 m~
しお茶と菓子をつまみながら気楽な雰Wi気で，学界の最先端の話題や情報を得ることができ， 1寺には海外の若
名な地理学者と歓談する機会でもある.
この会は東京教育大学の地理学教室の時代から続けられてきた. 1954:i'F-10月頃に発刊されたと考えられる「人
文地理学談話会報告 Vol.lNo.1Jによると， 1954年4月に東京教育大学の地理学専攻の学部学生と大学院生の有志
が集まり，交代で外国論文を紹介することから継続的な会を始め， しだいに「人文地理学それ自体の根本的な事
柄を問題とするようになっていった」とされている. f=IlAj;lj物は l号が発刊されたにすぎなかったが，人文地理談
話会自体は継続された. 3年後の1957年1月 1Elに新たに「人文地理談話会報第 1号」が発刊された.ガリ版刷
りの80ページの冊子には，論説と研究，論文抄録，文献 iヨ録，昭和32年度卒業論文題 1~1--- 覧(人文地盟関係)が
掲載されている.そこに掲載された発刊のことばでは，以下のように述べられている.
「地理学は地域の科学である.それは世界的普遍的視野を要求する.我々は不断に 13を海外の地理学の発展
にむけなくてはならない.そして不断に世界的視野を養わなければならない.また，地理学は総合科学である
という.その性格はあらゆる関係科学に関する新智識を不可欠とする. しかし今日，広く文献を渉猟し，人文
地理学各部門のみならず，関係諸科学にわたって新智識を吸収することは，容易なわさずどころか不可能でさえ
ある.それ故共同ijf究が不可避となるとともに，相互に智恵を，新智識を提出しあい，協同討議し，切嵯琢!悲
しあうことこそ，今日の人文地理学を更に発展せしめる所以のものである.われら人文地理談話会はすでに両
三年来このような主旨のもとに討論をくりかえして来た. ときあたかも[~1I原地理学会議は我々を 1Iと 11宅してこの
会の一層の活躍を要請した.今や更に広く同好の士を結集し，人文地理学の進歩に貢献すべく，その初めの試
みとして，ここに会報を発刊することになった.大方の御鞭捷と御指導を請うものである L!本 :LE三J
東京教育大学の人文地理学談話会報は1960年4月の 6号まで続いた 2号には29人の会員が， 6号には58人の
会員が掲載されている.その後，印刷物を発刊することなく今日に至っている.会の趣旨は基本的には変わって
いないが， しだいに勉強会というよりも講演会という性格が強くなって今日に至っている.学内者には掲示で連
絡するほか，学外者約50人に葉書で会の案内をしている
東京教育大学の人文地理談話会でも， しばしば一日巡検を企画していたが，筑波大学になってから，年度末に
大学院地球科学研究科の 3・4年生が中心となって 一一日巡検を継続的に実施するようになった.第 11[1は1983
年 3月であり，当i時の大学!民生の上野健一氏と菊地俊夫氏が仁1"心となって，企画したのが始まりである.大学の
パスを借り，大学院生が一切の世話をし，関東地方各地を巡ることが，今日まで続けられている.毎回40人前後
の参加者がある
人文地理談話会発表題目(過去10年分)
1989年5月12日 古田 悦造(東京学芸大学):近世近江田におけるf1.'tJl巴流通と利用
1989年 9}=j 5日 ビーター・モイスブルガー(ドイツ，ハイデルベルク大学):教育地理学の諜題と焦点
1989年10月513 レオ・パンデンベルク(オランダ，ワイナンド・スターリング・センター):オランダ都市近
郊における土地利用変動
1989年11月9日 菊地 俊夫(群馬大学)ニュージーランド，オークランド都市留における農業的土地利用の
変化とその地域的性格
1989年12月2Uヨ ，1/-F 宗寺IJ (筑波大学地球科学系):世界都市東京白書
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1990if. ]月25EI )1仁! 洋(筑波大学学僻情報センター):奥会津地域における人口再生産構造 (18-19世
紀)
1990:q:: 2月221:1 篠原 秀一(筑波大学地球科学研究科.):日本の大量水揚漁港を訪ねる 一事1路・八戸・銚
子・焼iQl・境港・長1I奇一
1990i!:e 4 J~ 26 1:1 高野 史男(元筑波大学教授):韓国済州島 一地理の実験室一
1990年 5J~8El アラン・ジョーゼフ(カナダ，グウェルフ大学):j農村社会における高齢者の移住とサービス
1990年1月16EI 市)1 健夫(東京学芸大学):青海i文化とリマンガit流文化
1991年4月23日 ジム・シモンズ(カナダ， トロント大学):カナダの都市システム
1991年 6月13日 伊藤田直史(都立福生高等学校):西多摩地域の石灰鉱業
1991年 9月四日 河野 敬一(筑波大学授史・人類学系):近代化期における中心地の変容 一長野県東信地域
を事例として一
19915j:10月17El 森永 13*己(筑波大学地球科学系):ヒマラヤの自然、と人々
1991ijミJ2月19日 El上 顕(土im第一高等学校):今，高校の地理教育は一現状と課題一
1992年 1}~ 16日 キャロル・プロローク(アメリカ合衆国 スリッパ 1)一・ロック大学):ト J)ニダード島にお
けるヒンズー寺院とヱスニック・アイデンティテイ
1992年 2月6日 長野 党 (!~iji宰大学) :日本人のiJ_J岳聖域観による自然保護の地域的諸手13
19925j: 4 ;=122日 大関 泰宏(福島工業高等専門学校):都市国家シンガポールの国土と生活
1992年11;=126日 根回 克彦(奈良教育大学):ま/11品市の商業構造
1992年12]=J17日- 須iJJ J詑(筑波大学地球科学系):輪島漆器業の生産空間
1993i~二 2 月 18 日 トーマス・ワルデイチュック(カナダ¥ヨーク大学大学院・筑波大学特別研究生)都市近郊
地域の景観に関するカナダと日本の比較研究
1993年 5J~ 6日 山下 潤(筑波大学地球科学研究科・ルンド大学大学院):スウェーデンの高齢者福祉施設
199351三6)~ 3日 小口 千l3)j(筑波大学歴史・人類学系):大和売薬業地域における近代医学および洋薬への対
!芯
1993年 9月16EI 中村 康子(筑波大学地球科学研究科):地理学研究における地理情報システム (GIS)の利
用 - ARC/INFOを援用して一
1993if. 9月初日 伊藤 貴啓(愛知教育大学):工業的農業地域の形成一愛知県東三河平野の事例を中心に-
1993年1月30日 渋谷鎮明(神戸大学):韓国における伝統的村洛の変容
J9945f 4月28日 小野寺 淳(筑波大学地球科学系):伊勢参宮の文化地理学的研究 一明石市東二見の伊勢講
を中心に一
1994年 5月15El 島崎 博文(カナダ，レスブリッジ大学):カナダの文化地理史 (Acultural/historical geog‘ 
raphy of Canada) 
1994 :Í:f三lO}~ 6日 間村 治(筑波大学歴史・人類学系):市庭(し、ちば)の空間と機能ー近世初頭の市町の
形成についてー
1994年1月 1Iヨ ジャン=ロベール・ピット(フランス，パリ・ソルボンヌ大学):世界都市としてのパリ
1994年12月15日 厳 勝雄(台湾経済建設委員会):台湾の都市
1995:Ij三2月9日 篠原 秀一・森本，健弘・須1 1捻(筑波大学地球科学系):地理情報システム (GIS)の
かたちとこれから
1995年 5月18白 井出 仁康(筑波大学教育学系):ニュージーランドの観光旅客流動
1995ij三6月22日 ロパート・マッキノン(カナダ，カリブ一大学):カナダ東部の農業変化ー危機か再生か
1995年 9月14日 篠原 秀一(筑波大学地球科学系):日本における大量水揚漁港の地域的性格一銚子，境港
ほか-
1995年同月 5日 村山 祐司(筑波大学地球科学系):スウェーデンではなぜ人文地理学が盛んか?
J9955:]:12月 1El ジャン=ロベール・ピット(フランス，パリ・ソルボンヌ大学):世界都市パリはこれからど
のように発展するか
1996.1'1: 1 )~ 30 EI キャロル・プロローク(アメリカ合衆国，スリッパリー・ロック大学):聖なる場所はどのよ
うにして生まれるのか
1996年4月26日 山本 充(埼玉大学):統一後i日東西ドイツ国境地域一国境の消滅とその影響-
199MIミ5月17日 ジヤツク・ケリギー(日仏会館館長):エジプトの図書館の歴史
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1996ijミ6)~ 27日 石井 久生(筑波大学Jl代詩・現代文化学系):ラテンアメリカの都市研究の最近の動向
1996ij:. 9月19日 m林 WJ (筑波大学地球科学系):稲作農村の持続的性格 一黒部)11扇状地 i~Î黒部地 i互の事
例-
1996年10月31日 高橋 {lJl夫・手塚 章・村Lll 祐司(筑波大学地球科学系):パリ大都市圏は変わる
1996年11月2]日 井田 仁按(筑波大学教育学系):これからの地理教育
1996年12月18日 浦部 浩之(筑波大学国際政治経済研究科):チ J)・ペルー・ポリビア 31主1M]相互依存関係の
進化と!君境地域の変貌
1997年1FJ 30 [l m J:j] 達也(筑波大学医史・人類学系): Llllm地域における家の展開と村落 ー上総医!夷隅郡
三条村を中心に一
1997年2月21El 菊池 俊夫(東京都立大学):北京大都市!習における土地利用変化のドライピングフォース
1997年5)~ 1日 村山 jl羽子(茨城大学・非常勤):地理!の春一スウェーデ、ンの高校と地理教育一
1997年6FJ 3日 ト部 勝彦 (1ヨ本大学・非常勤):日本における緑化鶴木の需給構造と樹木生産地域
1997年9月18日 八久保厚志(日本工業大学・非常勤):酒造業の地域的展開 一本絡焼酎を中心として
1997年1ω0)月ヲ i口7日 山本 正三 (1濁萄i協易大学)に:フブoラジル農農-村の変貌 一アマゾンおよびび、フブブ、守、ラジjルレ仁中!
て
1997年 11)~20日 洪 顕哲(韓国，建国大学校;筑波大学外国人研究者):畿陵高の自然環境と住民生活
1997年12月12日 山下 清海(東洋大学):世界のチャイナタウン
1998年 1)~ 29日 松井 圭介(筑波大学地球科学系):つくば1'1豊里地i互における金村別雷判噌:信仰の展開
1998年2}~ 23日 菊地 俊夫(東京都立大学):シドニ一大都市!習における農業的土地利用の変化とその地域的
性格
1998年5月6日 i村山幸久(立正大学):チベットから上海まで 長江流域の景観
1998年6月19El i賓里 正史(筑波大学地球科学系):近接性に関するこ，三の考察
1998年9月11日 石崎研二(東京都立大学):意思決定論の手法を用いた「地域構造」の把握の試み
1998年11月13日 ラリー・ボーン(カナダ， トロント大学):移民と都市成長 一カナダの事例一
1998年12月2日 横張 真(筑波大学社会工学系): 1ヨ本型の出国都市を考える
1999年 1月21日 高木彰彦(茨城大学):今政治地理学が新しい!
1999年2月10日 ポール・クラヴァル(フランス，パリ・ソルボンヌ大学名誉教授):新しい文化地理学
人文地理談話会]呂巡検
第 1[il 1983年3月1日「関東中郊部における産業と生活形態」
筑波大学→飯沼新1 サー号EI(キッコーマン醤11J)→)1口安行(植木)→見沼通船堀→北)1辺1fT→渡瀬
遊水池→古?i~-→筑波大学
第2自 1984年3月6日「東京東部の景観J
筑波大学→柴又帝釈天→矢切のiJ!I:し→江戸川区(小松菜・花芥・金魚、)→浦安市浦安六人j可j辛(漁
業・埋め立て)→船橋市→松戸市→筑波大学
第3回 1985年3月81ヨ「陸前浜街道産業の旅一酒造りから原子力まで一」
筑波大学→石間溜造→茨城県中央食肉公社→日本原子力研究所東海研究所→小平記念館→筑波大学
第 4国 1986年3月9日「北関東産業の旅 一利根川水系をめぐって一一」
筑波大学→石下IlD-→境Il汀→渡良瀬川遊水池・北川辺町→栃木市→壬生町(おもちゃの1庁)→真岡工業
団地→二宮Il可(いちご栽培)→筑波大学
第 5Iil 1987年3月9日「千葉シーサイド巡検」
筑波大学→竜ヶ崎市→印1j蕃沼→四街道市(鹿放ヶ丘 I~~'1])→千葉市(ポートタワー)→稲毛海浜公園
→幕張メッセ予定地→船橋市→市川市(観光農園)→柏市→筑波大学
第6li 1988年3月8日「常陸の水辺と丘を巡るJ
筑波大学→神立工業団地→出島半島(農業，蓮根，養fr!担)→霞ヶ浦大構→大洋村(ミニ別荘)→大洗
フェリーターミナル→那珂湊港→常陸太田(西山荘)→筑波大学
第7li 1989年3月7日「東京湾ウォーターフロント巡検J
筑波大学→江戸川区(都市農業)→葛西海浜公園→新木場→有明テニスの森→中央防波堤内埋立地→
船の科学館→大井埠頭→問、Tピル→芝浦開発地域→汐留!訳跡地→築地市場→月島・1m島→筑波大学
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第8lil 1990:11:- 3月5日「早春の栃木路をたずねて ーフズリナ・原人・ハイテクイチゴ-J
筑波大学→八千代町(露地野菜)→総和I!可(工業田地)→渡良瀬)1遊水池→板倉1IJ(施設園芸)→葛生
1fT (葛生原人)→iヨ鉄鉱業葛生工業所(ドロマイト鉱山)→西方I!lJ(イチゴ栽培)→栃木市(古いIlD-並
み)→結城市(結城k:llJ)→筑波大学
第91m 191{j:-: 3 )':]6 1:1 rきょうは埼玉にいきますJ
筑波大学→草1Jn八潮工業団地→安行(植木)→鳩ヶ谷市→)'1仁i市(鋳物，西J'I口の風俗産業，芝鴎i至!
地)→im手IJili→大宮市(都心、 盆栽村)→岩槻市(人形)→岩井市(野菜産地)→筑波大学
第10lITl 1992年 3月91:1 r利根川・水~H日地域を巡る」
筑波大学→土irliを→潮来→東村(本新島干拓地)→佐j京市(両総用水，伊能忠敬記念館)→キltl崎→木
下→iMJ北団地→キリンピ-)レ取手工場→筑波大学
第111m 1993年 3月913 r彩のi君へょうこそ」
筑波大学→東京外郭環状道路→和光rl・ilfj霞市・新鹿市(緑との共存)→三富新田→所沢市(米軍返
還後の新市街地)→武蔵野台地→狭山市(茶業)→扇屋町→入間基地→)1越狭山工業団地→小江戸)1
越→筑波大学
第121m 1994:11ミ3月4日「下野の産業をめぐる」
筑波大学→二宮町(イチゴ栽培)→上三)111]・(日産自動車)→宇都宮市(大谷石，都市景観，工業白
地)→1m)料牧場→宇都宮清原工業団地→益子町(益子焼)→筑波大学
第1318J 1995年 3月9日「いざ，雨毛.J
筑波大学→鬼怒川・小貝)1低地の開発→八千代・結城(農業景観)→足利市(足科学校，繊維工業)
→大泉町(ブラジjレ人街)→サントリー利根川ビール工場→板倉町ー(雷電神社)→渡良瀬)1遊水池→
筑波大学
第141m 1996年 3月1413 i江戸川東岸地域をめぐる」
筑波大学→猿島台地→関宿城博物館→キノエネ醤油工場→利根運河→流山電鉄→松戸市(八柱霊園)
→小金牧の開拓→柏市(住宅開発，駅前の商業，常磐新線， 1日軍用地利用)→筑波大学
第15tm 1997年 3月6日「笠間・水戸，文化の薫り」
筑波大学→筑波山(つくばりんりんロード，観光)→真壁町(石材)→稲田石→笠間市(笠間稲荷，
笠間焼)→友部町(菊栽培)→内原町ー(鯉iJ語学園)→茨城県庁新庁舎建設地→水戸市(水戸総合卸セン
タ一，天狗納豆総本家，水戸駅北口再開発，のだはら団地)→筑波大学
第161m 1998年 3J~ 6日「動く千葉を巡る」
筑波大学→牛久市・河内町・新利根町(台地の開拓，城取清掃工場，国営農業水利事業)→東京国際
空港→タウンライナー(千葉都市モノレール)→千葉港→美浜住宅由地→稲毛海浜公爵→幕張副都心
→浦安市(埋め立て)→筑波大学
第17tm 1999年3月 5B i輝く彩の国を巡るJ
筑波大学→浦和市(見沼田国)→鳩ヶ谷市→)1口市(市街地再開発)→戸田市(流通センター)→JR埼
京線→大宮市(さいたま新都心)→岩槻市(人形工房)→春日部市→庄和町(水塚)→筑波大学
一位一
人文地理学@地誌学分野の研究活動
?
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の主要研究領域 (1998年度現在)
(主要な研究領域)
El本とヨーロッパを中心とした都市地理学と金融の地理学
農業地理学，ブラジルとグレートプレーンズを中心とした南北
アメリカi也誌
j禁業・農村地理学，カナダを中心とする北アメリカ地誌
フランスを中心とするヨーロッパ地誌，農村地理学，近代地理
思想史
計量・交通地理学，都市システム論， GIS 
農村地理学，土地利用
日本を I~:I 心とする宗教地理学， 1言ilJl習の空間構造に関する研究
地図表現・主主@技術を 1:1心としたカルトグラフィー
近接性研究，生活環境研究，医療地理学，計量地理学
通勤行部jの性差に関する研究，都市地理学，行動地理学
自本とヨーロッパ(とくにドイツ)の景観形成史を中心とした
歴史地理
日本を仁1:]心とした近代歴史地理学，相対的環境観の研究
地理教育における目標論・外出入児童の対日イメージなど地理
教育の実践的研究
(関連分野を含む)
? ?
?? ?
助教授
議:師
?
?
????
?
? ??
???????
教
教
教
教
????? ? ?
???
??????〈
?
??
? ? ?
?
?????』?
?
???
???? ? ?
??
?????
? 「
?
?
千明
仁康
伸夫
J}J 
?????
?
??
I3H本
手塚
???
品橋
サ十
蔚 1泰
ノトiコ
井I
専任教職員
歴史・人類学系
地球科学系
教育学系
ill-1 
つ
3 
伸夫 (1980)
11i1夫 (1982)
fi3f究
伸夫 (1983-1985) メキシコ市の都市発展
査
伸夫(1986-1988) ブラジル南東部の都市発展
学際的研究一.科研費・海外学術調査
伸夫 (1993-1995)パリ大都市閣の構造変容に関する地理学的研究.科研費・国際学術研究
11~3夫 (1998-2000) EU統合下におけるフランスの空!1可動態.科研費.I~II緊学術研究
功 (1984) ブラジル北東部における土地利用の変遷と生態系の変化.科的f資・海外学術調査
J-}) (1986) ブラジル北東部半乾燥地域における土地利用の変遷と生態系の変化.科研費・海外学術調査
功 (1988寸990) ブラジル北東部における土地利用・水利用の変選と生態系の地域的変化.科研費・ i豆I1祭
学術研究
功 (1993)ハイプレーンズにおけるフィードロットの調査(私費)
功 (1995-1997) ブラジル北東部における農牧的土地利用の強度と地生態系の地域的変化.科研費.I翠際
学街研究
功 (1997-1999) アメリカ大平原オガララ事水層地域におけるj義政化の進展と持続的環境利用.科研費・
思!緊学術研究
明 (1979-1980) 五大詰ifl・セントローレンス低地における農業・農村の地理学的分析.
(研究助成)
現在の教職員の海外での調査研究歴
シンガポール・マレーシア・タイ・ピルマの都市調査(私費)
サンパウロ・リオデジャネイロ大都市留のjiJf究.筑波大学ラテンアメリカ特別プロジェクト
ill-2 
高橋
尚橋
科jiJf費・海外学術調
ロータリー財団
一複合大都市習の形成と都市首位性変動の諸要因に関する
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一都市首位性拡大に関する学際的研究一高橋
高橋
斎藤
~""-04 ・時
府 Il祭
田林
??????
斎藤
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EI林 i悶 (1984)部ヨーロッパの文化景観に関する調査(私費)
1=[1*本 l明(1985) カナダの農業地域区分に関する研究.カナダ政府(カナダ研究講座充実計画)
EI林 明 (1988) カナダにおけるj龍業の発展とタイポロジーに関する研究.文部省在外研究
Ef:J林 明 (1994) カナダ・ Tl(Jオンタリオにおける農業の持続的性格.カナダ政府(カナダ研究出版助成金)
EI林 i珂 (1997) オーストラリアにおける持続的農業に関する研究.科研費・基盤研究 (B) (2) 
11林 i珂 (1998) ポルトガルにおける持続的農業に関する研究.科研費・基盤研究 (C) (2) 
手塚 章 (1984)南ヨーロッパおよびそロッコの現地調査(私費)
手塚 章(1986) ドイツのボン大学において地理学思想史に関する文献調査(私費)
手塚 章(1993-1995) ノfリ大都市i習の構造変容に関する地理学的研究.科研費. I~I際学術研究
手塚 章 (1998-2000) EU統合下におけるフランスの空間設I!言、.科研費・国際学術研究
手塚 準 (1998)EU共通農業政策下におけるラングドック地方(フランス)のブドウ栽培農村の変化.福武学
術文化振興財団(1i3f究JVJiX:)
村IJI 祐司 (1988) 日緯両国における都市システムの比較研究.科研費・海外学術研究
村山 祐司 (1990) カナダの国家的都市システムの形成に関する研究.カナダ政府(カナダ研究講座充実計画)
十1"LJ 祐司 (1993-1995) ノ¥1)大都市圏の構造変容に関する地理学的研究.科研費・国際学術研究
村UI 祐司 (1994-1995) スウェーデンにおける人文地理学の展開. 13本学術振興会・スウェーデン王立科学アカ
デミー(研究派遣)
村山 祐司(1995-1997) 多民族国家マレーシアの地方都市における l文化生態」に関する総合的研究.科研費・
II!祭学術iJf究
村山 祐司 (1998) トロントにおけるオフィスの郊外分散.松下回際財団(研究助成)
村山 祐司(1998-2000)EU統合下におけるフランスの空間動態.科研費・国際学術研究
森本 健弘(1996) オランダ・ヴェストラントにおける園芸農業(私費)
森本 健弘(1997) オーストラリア・ニューサウスウエールズ州における農村景観の調査.科研費・一般研究(B) 
松井 圭介 (1998) ロシア共和国東部における民族と文化に関する調査(私費)
j賓里 jT史 (1998) ロシア共和国東部における交通システムに関する調査(私費)
石井 英也 (1983-1984) 西ドイツにおいて人文地理学の研究. A. V.フンボルト財団
小口 千明 (1993) 中華民国高雄市周辺における墓地風水の実態(私費)
井出 仁康 (1993-1994) ニュージーランドにおける地理教育の発展過程の研究.文部省在外研究
井出 仁康(1996) カナダにおける地理教育の進展(私費)
軍一3 文部省科学研究費とその他の研究助成金
1 .文部省科学研究費(研究代表者に限る)
1975年， iJ_J本 正三，巨大都市化に伴う空間]生態の変容に関する研究.総合研究 (A)
1976-1977年，高野 史男，地方都市の成立および発展の地域的基盤に関する研究.総合研究 (A)
19781'r: ，奥野 !を史，中央日本における交通ネットワーク発達のインパクトに関する地理学的研究.一般研究 (C)
1978年，E8林 I~t 日本における農業水平IJの空間構造.奨励研究 (A)
1979年，斎藤 功，イチゴ菌の山上げ栽培とイチゴの主産地形成.一般研究(C) 
1980-1981年，高橋 {Ill夫，農11漁村における金融空間の分析に関する研究.一般研究(C) 
1981年，斎藤 功，ナメコとシイタケ一日本における茸栽培の東西性と南北性.一般研究 (C)
1981-1982年，奥野 隆史，わが国における交通のイノベーションと地域経済の関係.一般研究 (C)
1982年，E8林 明，寒冷地における稲作技術の地域生態.奨励研究 (A)
1982-19831'1三，斎藤 功，林野利用からみた地域農業構成体の変化.一般研究 (B)
1983年，手塚 章，首都圏近郊外縁の疏菜園芸産地における自立型農業経営の展開とその地域的性格.奨励研
究 (A)
1983-1984年，山本 正三，自立農業経営の地域類型の形成と農業地域の変化.一般研究 (B)
1984年， 11本 正三，ブラジル北東部におけーる土地利用の変遷と生態系の変化.科研費・海外学術調査
1984年，高橋 伸夫，わが屈における財政金融の地濯学的研究.一般研究 (C)
1984-19851'1三，斎藤 功，わが国におけるiJ_J地牧場の展開と利用態様の変化.一般研究 (C)
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1985:1V-，奥野 隆史，東日本におけるモータリゼーションに伴う地域変容に関する地理学的研究.一般研究 (C)
1985年，手塚 章，関東平野における自立型農家の存在形態に関する統計的分析.奨励研究 (A)
1985-1986年，佐々木 博，里山林野のレクリエーション利用形態の研究. 一般研究(C) 
1985-1986:¥[三，石井 英也，関東地方の台地利用における陸日3の意義. ---~生研究 (C)
1986-1987:¥F， L11本 正三，わがi主!における農村地域における非農業化現象に!現する動態的研究.一般研究 (B)
1986-1987年，高橋 {I夫，わが国におけるコミュニケーション空間に限iする地理学的研究. /ー.j引iJI:究 (C)
1986-1987:¥f:'.，斎藤 功，ブナ品:におけるiJ.I莱の促成栽培に関する風土論的i)f究.一般1iJf究 (C)
1987iF，村山 祐司，日本における貨物流動パターンの変化に関する地理学的制-究.奨励i)l:究 (A)
1987-1988年，石井 英也，関東京北部における限界地立地集落の発展の軌跡. --/.j支研究 (C)
1988年，斎藤 功，東京集乳j雪ーその拡大・空間構造・諸相一.研究成果公!?月促進費(出版)
1988-1989年，奥野 隆史，わが留における交通システムと地域システムの関係に!期する地理学的研究.総合研究
(A) 
iω98邸8-1印98ω9年， 斎j藤!捺事 ;功1)1]， 花7升l干f.野菜のi山IJ上げ栽1培音と主産地形}成戎にi関具期iする生f態芸j地也盟理i学1"叩i
i凶98ω9年， i村.守寸?すI山j幻/ t祐J点l司， 日本における人口移動の時空間システム.奨励研究 (A)
1990年， LJ本 正三， El仏における山地環境の比較地理学的研究.総合i)f究 (B)
1990年，奥野 隆史，交通と地域.研究成果公開促進費(出版)
1990年，佐々木 博，首都留における緑地環境の変化とその影響.重点領域研究
1990年，田林 明，扇状地農村の変容と地域構造.研究成果公開促進費(出版)
1990年，村山 祐司，交通流動の空間構造.研究成果公開促進費(出版)
1990-1991年，斎藤 功，野菜 F1品種の空間的拡散に関する計量的・地域生態論的研究.一般研究 (C)
1990-1992年， 13林 I~l 中部日本の扇状地における農業的土地利用の l時間的・空間的変動に関する地理学的1iJI
究.重点領域研究
1990-1992年， EEl林 i現，商品作物栽培地域の形成における行動論的要因の地理学的研究. 一般研究 (C)
1990-1992年，石井 英也， fゴ本近代化の地域的展開に関する基礎的研究 一歴史地図の作成に向けて.総合研究
(A) 
1991-1992年，村山 祐司，医i際的都市市二システムに関する地理学的Ti)f究.一般1iJf究 (C)
1992年，斎藤 功， CA貯蔵の進展と果樹栽培地域の再編成ーカキ栽培を中心に一.一般研究 (C)
1992-1993~ド，奥野 隆史，世界における地理学書誌に関する研究，一般研究 (C)
1992-1993年， 高僑 1lji夫， わが!国翠における大者都!日l口7市!打7刀i圏雪の構造変容にj関謁するj地並j理坐学(1矧!
i悶99幻2-寸19ω93年，高橋 f仰q中iドi夫，首都i習における財政金融の地理学的研究.一般研究 (C)
1992-1994年，村Ll.l 祐司，情報・交通アクセシピリティ向上に伴う行動空1iの変容に関する地理学的研究.重点
領域研究
1993年，石井 英也，秩父地域における景観形成の諸特徴.一般研究 (C)
1993-199411~，斎藤 功，小中学校の農繁休暇からみた中央日本の地域性.一般研究 (B)
1993-1994:tl三，手塚 章，戦前期日本における独仏地理学思想の受容に関する基礎研究.一般研究 (C)
1993寸99511三，高橋 伸夫，パリ大都市圏の構造変容に関する地理学的研究.科研費 .I~I際学術研究
1993-1995年，村山 祐司， 日本の都市群と米国の者ISilif洋との間の経済的相互依存の強化に関する地理学1"守研究.
一般研究(C) 
1993-1997年，村山 祐司 1明治・大正期人口統計地Izl情報. {i)f究成果促進費(データベース)
1994-1995年，小口 千l]jt 日本近代化期における洋法医薬業普及の地域的展開.一般{i)f究(C) 
1994 -1996年，高橋 {Ij夫，わが屈における技術革新に伴う空間組織の変容に関する地理学的研究.一般研究 (B)
1994-1996年，斎藤 功，日本農業の耕作方式と再生産過程に関する農村ーシステム論的研究.総合研究 (A)
1994-1996年， I万林 i珂，持続的j農村の形成とその地域的条件に関する地理学的研究.基盤研究 (C)
1995-1997年，斎藤 功，ブラジル北東部における農牧的土地利用の強度と地生態系の地域的変化.科研費・匡i
際学術研究
1996-1997年，斎藤 功，軽種馬牧場の立地と持続的農業に関する地域論的研究.基盤研究 (B)(2) 
1996-1997年，村山 祐司，アジアにおける居際的都市群システムの発展過程に!期する地理学的研究.基態研究
(C) (2) 
1997年，高檎伸夫，パリ大都市国 ーその構造変容.研究成果公開促進費(出版)
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1997:[(ミ， ~;:j" UJ 祐司，地主H情報システム (GIS) を活用した非集計データの1寺空Ilj分析.重点領域研究(2 ) 
1997-1998年，小口 千WJ，売薬需要の実態からみた明治期日本人の健康状態とその地域的特質.基盤研究 (C)(2) 
1997-2000年，高椀 {ljl夫，わが国の金融機能による都市成長分析に関する地理学的研究.基盤研究 (C) (2) 
1997-1999年， IE林 l拘，持続的農村システム形成における女性の役割に関する地理学的研究.基盤研究 (C)(2) 
1998il: ，斎藤 功，ノルデステ ーブラジル北東部の風土と土地利用一.研究成果公開促進費(出版)
1998-2000年，高橋 {IP夫， EU統合下におけるフランスの空間j動態.科研費・国際学術研究
1998-2000年，手塚 京， EU 共通農業政策の改革にともなうフランス農業変化の地域的側面.基盤研究 (C) (2) 
2. その他の研究助成金
1976il:， LJ:<t三 正三， EI本における都市化の地図分析. トヨタ財i宝(研究助成)
1979年，高僑 {1I1夫，1:1本における工業地域の変容. フランス・リー jレ大学(招待講演)
1985i'j:'-，斎藤 功，東京集乳!璽における酪農地域の空間構造の変化.福武学術文化振興財団(研究助成)
1987年， I高橋 {1I1夫， フランスの都市システム時f究. 日仏会館
1987S1三，高橋 イqi夫，日本の地域構造の変容.フランス・マルセイユ・エックス・ザン・プロパンス大学(招待
議iJn
1987ir，村山 祐司， 1:1韓両国における都市システムの比較研究.財団法人日本住宅センター(研究助成)
1988年，山本 正三 農村における非農業的機能.福武学術文化振興財団(研究集会)
1988年，村山 祐司，アメリカ合衆国における交通ネットワークの拡大.アメリカ研究センタ-
1989年，高椋 {1l1夫 日本の都市化.ベルギ一地理学会・日本国外務省(招待講演)
1990年， iJH本 i明，日本におけるifli既システムの統合化に関する地理学的研究.福武学術文化振興財田(研究
助成)
1991年，高橋 {ljJ夫，生活空間の都市化過程に関する地理学的研究.福武学術文化振興財団(研究助成)
J992S1ミ，村 LJ 祐司 北米における菌際的都市システムの形成に関する研究.アメリカ SSRC.国際交流基金日米
センター (AbeFellowship Program) 
19951'1:，佐々木 博 農村システムの持続性に関する筑波国際会議.日本学術振興会他
1995年，高橋 {l1夫，パリと東京の大都市!習を考える 一人びとのより快適な住み方を求めて一.日仏笹川財団
J995年，村山 祐司 東アジアにおけるメガシティ関の社会経済的相互依存の強化に関する地理学的研究.福武
学術文化振興財団(学術奨励金)
1995年，村山 祐司，東アジアにおけるメガシティの国際的都市システムの形成に関する研究.ニッセイ基礎研
究所(研究助成)
1998年，手塚 章， EU共通農業政策下におけるラングドック地方(フランス)のブドウ栽培農村の変化.福武
学術文化振興財団(研究助成)
19981'1三，村山 祐司，大学の地理学教育における GISの活用に関する研究.東京地学協会(研究・調査助成金)
19981'1三，村山 祐司 国際的者ISiliシステムの研究. 1雪際交流基金
ill-4 国際シンポジウムおよび学術大会の開催
1981年 4月3EJ ~ 7日 日本地理学会春季学術大会
J988年 JO月 31ヨ ~7 日 第 51ill日仏地理学シンポジウム「農村の非農業化に関する日仏の比較地理学的研究」
19951'1三3}~ 291ヨ ~4 月 1 1:1 日本地理学会春季学術大会
J995年8}=JJ9 1:1 ~26日 TsukubaInternational Conference 011 the Sustainability of l¥ural Systems 
1995年 JJ 月 30 日 ~12月 4 日 自仏シンポジウム「ノ¥'1)と東京の大都市留を考える」
軍-5 主要著作物(図書)
筑波大学地球科学系 歴史・人類学系，教育学系に在職あるいは在職していた人文地理学・地誌学関係の専任
教職員の主要な著作物(図書)を出版年代の古いものから列挙した.紙面の関係で最大で 1人について10点を限
度とした.選択の際の優先}llfi位は単著 共著筆頭，単編著，共編著筆頭，それ以外とした.複数の教職員が関係
している場合は，重複を避けるために筆頭者のところに掲載したが，筆頭者の著作物が10点を超える場合には，
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その他の著者のところに含めた.あいうえお}INに配列した.
赤羽孝之
1.赤羽孝之.[1本 茂編著 (1989): r現代社会の地理学』古今書1民
2. 赤羽孝之・西山耕一 (1990): r地方工業の研究:新潟県上越地方を中心として.11LLi越機工1:¥版部
3. 赤羽孝之 (1997): fパテンレースとキIlllj!高織物.11_l二越市史編さん委員会
i拐倉隆太郎
1. ~!f)j倉隆太郎・枠þ原康男・斑自文雄編著 (1967) : r地理，その教育:指j阜の課題と成果』葵書房
2. 朝倉隆太郎編 (1972): f中学校指導要領の評価研究:社会科編L 1.1 I明治図書出版
3.車}j倉隆太郎ほか編 (1972):旬、学校社会科指導辞典』第一法波出版
4. M倉i径太郎編 (1974): r中学校社会科指導部1案:地理的分野』明治図書出版
5. 朝倉隆太郎 (1975): r指導のための統計の理解』中教出版
6. 4!f)-j倉隆太郎 (1976):吋t会科学習能力の発達と育成.11I明治図書出版
7. 朝倉隆太郎編 (1979): r新社会科指導法事典』明治!亘書出版
8. 朝倉隆太郎ほか編 (1975-79): r社会科教育学研究 No.1-No.4.!明治i亘書出版
9. 朝倉 I~金太郎ほか編 (1985) : r社会科学習能力の発達と育成』明治図書出版
10. 朝倉隆太郎編集代表編(1991): f現代社会科教育実践講座 1-21.11現代社会科教育実践講座刊行会
浅見良露
1 .駄目井 正・鶴田善彦・浅見良露 (1999): r地域経済の視点一筑後JIト流域医iの経済社会と住民生活』九ナH
大学出版会
石井英也
1. ].ブルック.].ウエッブ著， LIJ本正三・石井英也訳 (1987): !i人文地理学』二宮書:J;'5
2. T.G.ジョーダン著， iJ-1本正三・石井英也訳 (1989): rヨーロッパ文化:その形成と空間構造』二宮書庖
3. 石井英也 (1992): r地域変化とその構造:高度経済成長期の農山泊、村』二宮書I;~~
4. 11本正三・奥野隆史・石井英也・手塚 章編 (1997): r人文地理学辞典』朝倉害賠
井出仁ß~
1.井田仁康 (1994): r航空旅客流動と空港後背地』大!現堂
2. 井EB仁康 (1996): rラブ 1) ーニュージーランド:自然と人間の生活』二宮書J;~~
3. 寺本 潔・井出仁康・!五音IH変充・戸井田克己 (1997): f地理!の教え方』古今書院
井上 孝
1. iTfi豊 宏・広島清志・井上 孝ほか (1991): r発展途上国の人口移動』アジア経済研究所
奥野隆史
1. B. J. L.ペリー著，西岡久雄・鈴木安Hj.奥野隆史訳 (1972): r小売業・サービス業の立地:rlT場セン
ターと小売流通』大明堂
2. L. J .キング著，奥野隆史・ 131笥久雄訳(1974): r地域の統計的分析』大rY:J:t[
3. 石水照雄・奥野隆史編 (1974): !i計量地理学:.11共立出版
4. 奥野隆史・高森 寛 (1976): f点と線の世界:ネットワーク分析』三共出版
5. 奥野隆史 (1977): r計量地理学の基礎』大明堂
6. E. J .テーフ.H. L.ゴージェ著，奥野隆史訳 (1980): r地域交通論:その空間モテソレ』大明堂
7. 奥野経史 (1985): r地理学関係文献目録総覧:自然・人文・社会 1880~ 1982.11原書房
8. 奥野隆史(1991): f交通と地域』大明堂
9. B. J . L.ペリーほか著，奥野隆史・鈴木安H日・間関久雄訳(1992):旬、売立地の理論と応用』大明堂
10. 奥野隆史編著 (1996): r都市と交通の空間分析』大lY3堂
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小野寺淳
1 .小野寺淳 (1991): f近世河川絵IZlの研究』古今書院
力n賀美雅弘
1 .加賀美雅弘 (1991): f気象で、読む身体』講談社
2.力n賀美雅弘 (1997): fハプスブルク;帝国を旅する』講談社
)1喜m二郎
1. )1喜田二郎 (1967): f発売~、法:創造性開発のために』中央公論社
2. )1喜EB二郎(1968): fチームワーク:組織の中で自己を実現する』光文社
3. )1喜田二郎 (1970): f問題解決学:1¥1法ワークブック』講談社
4. )1喜田二部 (1973): r野外科学の方法:思考と探検』中央公論社
5. )1喜m二郎(1974): f可能性の探検:地球学の構想、』講談社
6. )1'喜El3二郎(1986): r1¥J法:混沌をして語らしめる』中央公論社
7. )1喜m二郎 (1987): f素朴と文明』講談社
8. )1喜m二郎 (1992): f烏葬の I~ :秘境ヒマラヤ探検記』講談社
9. )1喜田二郎 (1993): f創造と伝統:人間の深奥と民主主義の根元を探る』祥伝社
10. )1喜田二郎(1995-97): f)1喜田二郎著作集 1-13j中央公論社
菊池利夫
1 .菊地利夫 (1958): r新田開発上巻，下巻』吉今書i淀
2. 菊地帯IJ夫(1960): r地理学習の原理と方法』金子書房
3. 菊地利夫 (1966): r新田!?おむ至文堂
4. 菊地利夫編 (1970): f講座 社会科地誌学習の改造 1-3 j 明治図書出版
5. 菊地利夫 (1976): f房総半島の地域診断』大明堂
6. 菊地利夫 (1976): r高校地理教育の原理と方法』古今書院
7. 菊地利夫(1977) : r歴史地理学方法論』大明堂
8. 菊地利夫 (1982): r房総半島』大明堂
9. 菊地利夫 (1984): f日本歴史地理学概説』古今書院
10. 菊地利夫 (1986): r続新田開発』古今書続
黒 1奇千晴
1.竹内常行・黒崎千f1奇(1957): f*frilflJ人文地理』教育出版
2. 黒崎千n青・小口千明 (1991): f地図でみる県の移り変り』昭和礼文社
高仮宏行
l. i寄仮宏行 (1984): r地域経済分析:空間的効率性と平等性』高文堂出版社
2. 菅野峰明・安仁屋政武・高阪宏行 (1987): f地理学講座 2 地理情報の分析手法』古今書院
3. 高阪宏行 (1994): f行政とビジネスのための地理常報システム』古今書院
4. 高阪宏行・間部篤行編 (1996): fCISソースブック:データ・ソフトウエア・応用事例』古今書院
小林浩二
1.小林浩二 (1986): f西ヨーロッパの自然と農業:農村景観を中心に』大明堂
2.小林浩二 (1990): f変貌する西ドイツの都市と農村』古今書院
3.小林浩二 (1992): f都市と農村の共存』大明堂
4.小林浩二 (1992): f激動の統合ドイツ:都市と農村の変化と課題』古今書院
5.小林浩二 (1993): f統合ドイツの光と絵』二宮書庖
6.小林浩二編著 (1996): fドイツが変わる東欧が変わるJ 二宮書j苫
7.小林浩二 (1998): f21世紀のドイツ:1日東ドイツの都市と農村の再生と発展』大明堂
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斎藤 功
1. H.F.グレゴール著， LJ本正三・朝野洋一・斎藤 功訳 (1973): r農業地理学:その課題と展望』大切=Jlit
2. 市)1健夫・山本正三・斎藤 功編著 (1984): r日本のフ、ナ部;文化』朝倉書j古
3. 市)1健夫・斎藤 功 (1985): r再考日本の森林文化』日本放送出版協会
4. W.A.ダンドー若， iJ_J本正三・斎藤 功訳 (1985): r地球を襲うおL餓:その歴史と将来展望』大明堂
5. 斎藤 功 (1989): r東京集乳歯:その拡大・空間構造・ 5桝10古今書院
6. 斎藤 功・野上道男・三上岳彦編 (1990): r環境と生態』古今書院
7. 斎藤 功・松本栄次・矢ケ IUr，y~j!.隆編 (1999) : rノルデステ:ブラジ、ル北東部の風土と土地平IJJli.JI大明堂
佐々木博
1. L. D.スタンプ著，佐々木 博訳 (1972): r応用地理学』二宮書j苫
2. G.グラウエルトゥ著，佐々木 博・石井英也・桜井13)1久訳 (1980): rアルプス: I~I?:長と文化』二宮書j苫
3. 佐々木 博(1977): r現代のドイツ:)!iR二!こ・民族・産業』二宮書J;~~
4. W.デーケ著，佐々木 博ほか訳 (1981): rルール工業地域』二宮書応
5. ベルント・アンドレ若，佐々木 博訳 (1983): rJ実業立地の展望:立地ストレスにある農業地域』二宮書応
6. 佐々木 博 (1986): rヨーロッパの文化景観:風土・ j長村・都市』二宮書:J苫
7. 佐々木博 (1995): fEUの地理学』二宮書j苫
8. Sasaki， H.， Saito， 1.， Tabayashi， A. and Morimoto， T. eds. (1996): Ceogrα川icalPersfJectives on Sustainable 
Rural Systems -P1'Oceedings 01 theTsuJ?Uba lntemational Conlerence 01 the Suslainab-iluy 01 Ruml Systems-
iくaiseiPublication， Tokyo 
9. 佐々木博 (1995): r観光と地域』二宮書j苫
篠原 Ili':Mt 
1 .諜!京昭雄編 (1983): f社会科地理的分野の達成度評価』明治図書出版
2 篠原Bi:i雄 (1984): r地理教育の本質と展開』明治図書出版
3. 1耳目 貞・篠原昭雄編 (1984): r社会科地理教育講座 1 3.J1明治i亘書出版
4. 篠原昭雄 (1989): f新!日学習指導要領の対比と考察，中学校社会科』明治図書出版
高野史男
1 .伊藤郷平・高野史男編(1971): r社会の発展と地理学』大明堂
2. 田辺健一・高野史男・二千1 弘編著 (1977): f都心再開発』古今書院
3. 高野史男・ LU本正三・正井泰夫編 (1978): r日本の生活風土 I• I.JI朝倉書j苫
4. 高野史男・山本正三・正井泰夫・太田 勇・高橋伸夫編(1979): r世界の大都市上・下』大明堂
5. 高野史男編著(1980): r都市形成の地理的基盤』大明堂
6. 高野史男 (1995): r済ナ1'島』中央公論社
高橋伸夫
1 .高橋1li1夫 (1981): rフランスの都市』二宮書j苫
2. 高橋伸夫 (1983): r金融の地域構造』大明堂
3. 中村和郎・高橋1Il1夫編 (1988): r地理学講座 1 地理学への招待』古今書院
4. 高橋11'夫・溝尾良iを編 (1989): r地理学講座 6 実践とj芝、m.JI古今書院
5. 高橋伸夫編著 (1990): f日本の生活空間.!I ，~ï今書院
6. 高橋伸夫.iJ_J下情二・菅野峰13)3・手塚 章・ 11下清海著 (1993): f世界地!習を読む:IZ説世界地理』大明
~.!.. 
7. 高橋伸夫・谷内 達編 (1994): r日本の三大都市圏』古今書院
8. 高橋伸夫・田林 明・小野寺淳・中)1 正 (1996): r文化地理学入 jヨ~jj 東洋書林
9. 高橋伸夫・菅野i峰i現・村山祐司・伊藤 悟 (1997): r新しい都市地理学』東洋書林
10. 高橋伸夫・手塚 章・ジャンヱロベール・ピット編 (1998): fパリ大都市圏:その構造変容』東洋書:林
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i若林 IV:j 
1. E.アイザック著， J-I本正三・ i丑林 IV~ ・桜井明久訳 (1985) : r栽培植物と家畜の起源』大明堂
2. EJ;J本 明(1990): r)農業水平IJの空間構造J 大JVi堂
3. E!林 IV=j (1991) : r扇状地農村の変容と地域構造:富山県黒部)1扇状地農村に関する地理学的研究』古今
書院
4. 1コジャー・ドイル編，高橋イrjl夫.13林 IV'J監訳 (1995): rアメリカ合衆国テーマJ]iJ地図』東洋書林
5. A. C.アンドリース.J .W.フォンセン編著，高橋伸夫・菅野峰明・ i丑林 明監訳 (1997): F現代アメリ
カ社会地l)gl.u古今書院
千葉徳調3
1.千葉徳爾 (1956): rはげ1の研究』農林協会
2. 千葉fß~íll~ (1969) :咋HJit伝承研究』風間書房
3.千葉徳溺 (1975): IF続狩猟伝承研究』風1J]書房
4.子葉徳爾 (1976): r地域と伝承』大i拐堂
5.千葉徳謂 (1977): r地域と民俗文化』大明堂
6. 千葉徳爾 (1980): r民俗と地域形成』風間書房
7. 千葉徳爾 (1983): r新・地名の研究』古今書院
8. 千葉徳橋 (1986): r近1ftの山!詩集落J 名著出版
9.千葉徳、爾 (1990): IF文化地理学入131J:文化研究の遠近法』大明堂
10. 千葉徳隅 (1995): r負けいくさの構造:日本人の戦争観』平凡社
手塚 章
1 .ピエール・モンベーク著， Jj本正三・手塚 章訳 (1981): rブラジル，改訂新版』白水社
2. ポール・クラヴァル著， iJ_J本正三・高橋伸夫・手塚 章訳 (1984): r新しい地理学』白水社
3. K .-A.ベスラー著，手塚 章訳 (1988): r政治地理学入F~J 古今書院
4. 中村和郎・手塚 章・石井英也 (1991): r地理学講座4 地域と景観』古今書院
5. 手塚 章(1991): r地理学の古典』古今書院
6. 手塚 章 (1997): r続地理学の古典:フンボルトの世界』古今書院
7. ジャン=ロベール・ビット著，高橋伸夫・手塚 章訳 (1998) IFフランス文化と風景』上・下巻 東洋書林
中川 正
1.中)1 正 (1997): rルイジアナの墓地:死の景観地理学』古今書院
尾藤章雄
1.尾藤章雄 (1996): r都市の地域イメージ:地理空間と認知空間のテクスチヤ』大明堂
尾留1正平
1. J毛留)1正平ほか (1939): r総合郷土研究一秋田県一』政治教育協会
2.尾留)1正平 (1948): r世界の農牧業と農村生活』目黒書庖
3. 尾留)1正平 (1950): r食糧の生産と消費』金星堂
4. 尾留川正平 (1955): r経済地理』朝倉書j苫
5. J毛留)1正平編 (1966): r地理学研究法』朝倉書庖
6.青野害等部・尾留川正平編 (1965-75): r日本地誌全21巻』二宮書庖
7. 尾留)1正平・市)1正巳・吉野正敏・山本正三・正井泰夫・奥野隆史編 (1972…76): r現代地理調査法 1-
NJ朝倉書j苫
8.尾留)1.iE平・山本正三編 (1978): r沿岸集落の生態:南伊豆における沿岸集落の地理学的研究』二宮書j苫
9.尾留)1正平 (1979): IF農業地域形成の研究』二宮書}苫
10. 尾留川正平 (1981): r砂丘の開拓と土地利用 一付.デルタと高距限界地帯の開発ー』二宮書庖
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正井泰夫
1 .正井泰夫 (1972): r [ヨ米都市の比較研究』古今書院
2. 正井泰夫 (1972): r東京の生活地I~J Il寺事通信社
3. 正井泰夫 (1985): rアメリカとカナダの風土:日本的視点』二宮書j苫
4.正井泰夫 (1986):吋1)市地函の旅J }京書房
5.竹内啓一・正井泰夫編 (1986): 0'"地理学を学ぶ』原書房
6.正井泰夫 (1987): r城下町東京:江戸と東京の対話J }京書房
7. R. G.パリー・ C.R.パーキンス編著 正井泰夫監訳 (1990): 0'" -1且ー界地 I~情報事典』二宮書j苫
8.正井泰夫 (1991): 0'"グローパル地誌:大西洋圏と太平洋国』二宮書j苫
9. 谷間武雄・浮i丑典良・正井泰夫編 (1994): 0'"世界地誌の研究と教育』大明堂
10. マイケル・ブラッドショー著 正井泰夫・津田裕之訳 (1997): rアメリカの風土と地域計画』大i珂堂
村山祐司
1. D.グリァグ著，山本正三・内山幸久・村U-1祐司訳 (1986): 0'"農業地理学入Fむ j京書房
2.村山祐司 (1991): r交通流動の空間構造』古今書院
3. K.ジョーンズ・].シモンズ著 藤田産H青・村山祐司監訳 (1992): r甑業環境と立地戦1告』大明堂
4. D.グリッグ著， LU本正三・村山祐司訳 (1994): 0'"新版第三世界の食料問題』農林統計協会
5. D.グリッグ著，山本正三・内山幸久・犬井 正・村山拍司訳 (1997): r西洋農業の変貌』農林統計協会
6.村山祐司 (1998): r増補改訂 地域分析:地域の見方・読み方・調べ方』古今書院
7. 中村和郎・寄藤 昂・村山祐司編 (1998): 0'"地理'情報システムを学ぶ』古今書院
矢ケ崎典隆
1 .矢ケ崎典隆 (1993): 0'"移民農業:カリフォルニアの日本人移民社会』古今書院
2. P.ハゲット監修，矢ケ崎典怪訳 (1997): rアメリカ合衆国IJ朝倉書j苫
山下清海
1 .山下清海 (1987): r東南アジアのチャイナタウン』古今書院
2. 11Jr1青海 (1988): iシンガポールの華入社会』大明堂
山下宗手IJ
1. UJ下宗利 (1999): r東京都心部の空間利用』古今書院
山本正三
1. 山本正三 (1973): r茶業地域の研究』大明堂
2. オリヴィエ・ドルフュス著，山本正三・高橋伸夫訳 (1975): r地理空間』白水社
3. 山本正三・田中真吾・太田 勇編 (1979): r世界の自然環境』大明堂
4. P.E.ジェームス著， 1本正三・菅野峰明訳 (1979): rラテンアメリカ 1-3 J 二宮書庖
5. ミッシェル・ロッシュフォール著，山本正三訳 (1979): r南アメリカの地理』白水社
6. 山本正三・北林吉弘・田林 明編 (1987): 0'"日本の農村空間 一変貌する iヨ本農村の地域構造一』古今書院
7. 山本正三編著 (1991): r首都圏の空間構造』二宮書j苫
8. ]. F.ハート著， 1本正三・桜井明久・菊地俊夫訳 (1992): 0'"農村景観を読む』大明堂
9. 山本正三編 (1995): r産業経済地理，世界』朝倉書f占
10. 山本正三・千最寄一・溝尾良隆編 (1997): r現代日本の地域変化』古今書挽
山本 充
1.山本 充 (1997): fW地の土地資源利用』大明堂
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N 人文地理学・地誌学分野の教育活動
N-l 開設授業科目と担当者 人文地理学野外実験B 高野史男
， .自然学類 1978年度
人文地理学・地誌学の専門的科目は，第 1期生が三 地域概論 山本正三・高野史男・
年次に進級した1976年度から開講された. 1974・1975 正井泰夫
年度には他分野と共通の基礎的科目のみ開講された. 経済地理学 奥野隆史・高橋伸夫・
U-l7.I立正三
(年度) 計量地理学 高仮宏行・奥野隆史
(科iヨ名) (担当者) 人文地理学実験 高野史男・山本正三・
1976年度 奥野隆史・高橋伸夫
地誌学 I 正井泰夫 人文地理学演習 高野史男.!11本正三・
地誌学E 高野史男 奥野監史・高犠伸夫
地誌学剖 iJJ本正三 人文地理学野外実験A 高構伸夫
地誌学IV 太田 51~ 外留地誌 I 市)1 正巴
計量地理学 奥野隆史 外国地誌E 吉野正敏
計量地理学演習 奥野隆史 外国地誌盟 奥野隆史
経済地理学 I 高橋伸夫
経済地理学H 奥野隆史 1979年度
経済地理学国 佐々木博 地球科学基礎論A-2 高橋伸夫・奥野隆史
経済地理学演習 高橋伸夫・奥野隆史・ 地球科学基礎論実験田 石井英也・高阪宏行
佐々木博 人文地理学 I 山本正三・高橋伸夫・
石井英也
1977年度 地誌学 I 高野史男・奥野隆史・
地理学史方法論 菅野 i峰明 高仮宏行
立地論 奥野隆史・菅野峰明 人文地理学 I演習 石井英也・高橋伸夫・
社会地理学 I 奥野隆史 山本正三
社会地理学H 高嬬イl~夫 地誌学 I演習 高野史男・奥野隆史・
社会地理学田 佐々木博 高阪宏行
社会地理学演習 高橋伸夫・奥野隆史・ 人文地理学演習 山本正三・高橋伸夫・
佐々木博 石井英也
文化地理学 I 高野史男 札三品土己、ナ~i、員{期自 高野史男・奥野隆史・
文化地理学E 石井英也 高坂宏行
文化地理学I 正井泰夫 人文地理学実験 高野史男・山本正三・
文化地理学演習 高野史男・石井英也・ 高絞宏行
正井泰夫 人文地理学野外実験 山本正三・石井英也
地誌学(アジア) 高野史男 地誌学野外実験 高野史男・高板宏行
地誌学(アメリカ) 正井泰夫 人文地理学特論 金Ib奇 肇
地誌学(ヨーロッパ) 佐々木 1専 外国地誌 1 (アジア) 高野史男・関lコ 武・
人文地理学演習 I 佐々木博・高橋伸夫 太田 勇
ほか 外国地誌I (ヨーロツノ¥)古藤田一雄・佐々木博
人文地理学演習 H 高野史男・奥野隆史 外留地誌田(アメリカ) 松本栄次・菅野蜂明・
ほか 正井泰夫
人文地理学野外実験A 奥野 i藍史
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1980年度 地誌学lJ 奥野 iを史ほか
地球科学基礎論A-2 1-1本正三・奥野能史 人文地理学H演習 斎藤 功・高橋 {'I1夫
地球科学基礎論実験I 石井英也・高i坂宏行 ほか
人文地理学E 山本正三・高橋{i¥!夫・ 地誌学百演習 奥野 iを史ほか
石井英也 人文地理学演習 山本正三・高椀 {I夫・
地誌学E 奥野監史・高i坂宏行 石井英也
人文地理学日演習 石井英也・高橋イ13夫・ j也誌学演習 奥野隆史・斎藤 毛1]
山本正三 ほか
地誌学E演習 輿野隆史・高i坂宏行 人文地翌日学実験 E日林 明・石井英t!1.
人文地理学演習 山本正三・高稿 {1夫・ 高橋伸夫
石井英也 人文地理学野外実験 高橋伸夫
地誌学演習 奥野隆史・高阪宏行 地誌学野外笑験 奥野隆史.EB~本 i珂
人文地理学実験 i高i仮宏行・石井英也 人文地理学特論 IJItJ 正夫
人文地理学野外実験 高橋伸夫・石井英世 地誌学特論 横山 1lE1 ili 
地誌学野外実験 奥野隆史・高!坂宏行 外国j也誌IV (ラテンアメリカ)
人文地理学特論 松本正美 松本栄次
タト i司地~tIV (ラテンアメリカ) 外国地誌v(オセアニア・アフリカ)
松本栄次 高山茂美
外国地誌v(オセアニア・アフリカ) 外国地誌Vl(中国) 吉野正敏
高山茂美
外国地誌V1(ソ連) 市)1 正巳 1983年度
人文地理学概説[ 山本正三・手塚 音一→ 
1981年度 人文地理学概説E 高橋伸夫
人文地理学概説 I 山本正三・石井英也 人文地理学 I 石井英也・斎藤 J) . 
人文地理学概説日 奥野隆史 高i喬{!jJ夫
人文地理学 I 石井英也・斎藤 J)] . 地[t，学 I 手塚 章・奥野隆史
高橋伸夫 人文地理学 I演習 石井英也・斎藤 功・
地誌学 I 奥野隆史・iJJ本正三 高橋 {rji夫
人文地理学 I演習 石井英也・斎藤 J)J・ 地誌学I演習 手塚 章-奥野隆史
高i喬 {lji夫 人文地理学演習 LJ本正三・高檎イ1]3夫・
地誌学 I演習 奥野隆史・佐々木 tw・ 石井英也
1本正三 地誌学演習 奥ilJ- 隆史・斎藤 功・
人文地理学演習 山本正三・高橋伸夫・ 手塚 二平l~二
石井英也 人文地理学実験 高矯 {rji-=)ミ・斎藤 功
地誌学演習 奥野隆史・斎藤 功 人文地理学野外実験 iJρ!三 jE 三・ EH~ネ 切3
人文地理学実験 高橋 {lt1夫 .13林 明 地誌学野外実験 斎藤 功・手塚 章
人文地理学野外実験 山本正三・田林 明 地誌学特論 田村正夫
地誌学野外実験 斎藤 J))ほか 外国地誌1(アジア) 安成哲三
地誌学特論 太田 与号 外国地誌lJ (ヨーロッパ)高橋伸夫
外国地主主1 (アジア) 相互根 勇 外国地誌回(アングロアメリカ)
外国地誌lJ (ヨー ロッ/¥)高橋伸夫 奥野隆史
外国地誌闇(アングロアメリカ)
奥野隆史 1984年度
人文地理学概説I 1本正三・石井英也
1982年度 人文地理学概説H 高橋伸夫
人文地理学概説I iJJ本正三・石井英也 人文地理学立 斎藤 功・高橋伸夫・
人文地理学概説E 高橋伸夫 13林 切3
人文地理学立 斎藤 功・高橋伸夫・ 地誌学E 手塚 章・奥野 i径史
奥野隆史 人文地理学E演習 斎藤 功・高橋伸夫・
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133~ネ i明 j也誌学演習 奥野隆史・斎藤 }jJ・
地誌学日 演習 手塚 章・奥野隆史 手塚 章
人文地理学演習 L)j本正三・高橋イli3夫 人文地理学実験 高捕手j3夫・斎藤 功
地百五学演習 奥野隆史・斎藤 功・ 人文地理学野外実験 高橋伸夫・矢ケ崎典iを
手塚 コJWi 地誌学野外実験 奥野隆史・ i苛林 明
人文地:IJl!学実験 高1喬イIjJ夫・斎藤 功 人文地理学特論 桜井 !'lJj久
人文j也}虫学野外実験 高婿 {q3夫・矢ケ崎典j径 外国地誌IV(ラテンアメリカ)
j也誌学野外実験 奥野隆史.EI林 i現 西沢手IJ栄
人文地理学特論 内山幸久 外国地誌v(オセアニア・アフリカ・ソ連)
外i詔地誌IV (ラテンアメリカ) 手塚 音一
松本栄次 外国地誌VI(アングロアメリカ)
外国地主主v (アフリカ・オセアニア・ソ連) 高UJ 茂美
j可村 武
外国地誌VI (アングロアメリカ) 1987年度
安仁屋政武 人文地理学概説 I 田林 明・斎藤 功
人文地理学概説E 高橋伸夫
1985年度 人文地理学 I 高橋伸夫・奥野 i藍史・
人文地i虫学概説 I 山本正三・石井英也 斎藤 功
人文地理学概説E 高橋伸夫 地誌学 I 奥野隆史・手塚 章
人文地理学概説 I 内11 幸久 人文地理学 I演習 斎藤 功・高橋伸夫・
人文地理学概説E 太田 93 山本正三
人文地理学 I 高橋イ11夫・斎藤 功・ 地誌学 I演習 奥野 iを史・手塚 章
石井英也 人文地理学演習 iJj本正三・高橋伸夫・
地誌学 I 奥野隆史・手塚 章 田林 明
人文地理学 I演習 高橋伸夫・斎藤 功・ 地誌学演習 奥野隆史・斎藤 功・
石井英也 手塚 章
地誌学 I演習 奥野隆史・手塚 守「一 人文地理学実験 高橋伸夫・斎藤 功
人文地理学演習 iJJ本正三・高橋伸夫 人文地理学野外実験 山本正三・田林 明
地誌学演習 奥野隆史・斎藤 功・ 地誌学野外実験 斎藤 功・手塚 章
手塚 ti7ι Z 人文地理学特論 坂口慶治
人文地理学実験 高橋伸夫・斎藤 功 地誌学特論 合国昭二
人文地理学野外実験 山本正三・矢ケ崎典iを タ4留地誌1(アジア) 権根 勇
地誌学野外実験 斎藤 功・手塚 章 外国地誌I (ヨーロツノ'¥)佐々木博
地誌学特論 Uj下清海 外国地誌面(アングロアメリカ)
タトi雪地誌1(アジア) 斎藤 功 田林 明
外国地B.tI (ヨーロツノ'¥)高橋伸夫
夕、i-!雪地言志田(アングロアメリカ) 1988年度
奥野隆史 人文地理学概説I 斎藤 功・手塚 章
人文地理学概説E 高橋伸夫
1986年度 人文地理学五 斎藤 功・高橋伸夫・
人文地理学概説 I i宣林 明・石井英也 田林 明
人文地理学概説E 高橋伸夫 地誌学H 奥野隆史・村山祐司
人文地理学宜 斎藤 功・高橋伸夫・ 人文地理学H演習 山本正三・高橋伸夫・
i琵林 明 i丑林 明
地誌学H 手塚 章・奥野隆史 地誌学E演習 奥野隆史ほか
人文地理学E演習 斎藤 功・高橋伸夫・ 人文地理学演習B 山本正三・高橋伸夫・
EB林 i現 田林 明・中)1 正
地誌学E演習 手塚 章・奥野隆史 地誌学演習B 奥野隆史・斎藤 功・
人文地理学演習 山本正三・高橋伸夫 手塚 章
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人文地理学・地誌学実験 斎藤 功・手塚 輩 中)1
人文地理学野外実験B 斎藤 功ほか 人文地理学野外実験B 高橋イrjJ夫・中)1 .if 
地誌学野外実験A 奥野隆史・手塚 i:fI ほか
人文地理学特論 白坂 蕃 人文地理学特論 坂口慶治
外国地誌lV (ラテンアメリカ) 地誌学 I I林 明 .11本正三
山本正三 地誌学E 1=j:I)1 正
外国地誌v(オセアニア・アフリカ・ソ連) 地誌学園 B 奥野隆史・村山祐司
j可村 武 地誌学園 B演習 奥野隆史.;Jj.iJJ 祐司
外国地主主Vl (アングロアメリカ) 地誌学演習B 奥野隆史・斎藤 功・
出瀬真Ij雄 手塚 章・村山祐司
地誌学野外実験A 奥野 iを史・;J;J11 祐司
1989年度 外国地誌lV(ラテンアメリカ)
人文地理学 I 手塚 章 松本栄次
人文地理学H 小野寺淳 外国地誌v(オセアニア・アフリカ・ソ連)
人文地理学理A 高橋伸夫・斎藤 功・ 松i需憲主1]
奥野隆史 外i主1:1也誌VI(アングロアメリカ)
人文地理学illA演習 高橋伸夫・斎藤 J)]・ 安仁j室政武
奥野 iを史
人文地理学演習A 山本正三・高橋伸夫・ 1991年度
I林 明 地球科学序説 奥野隆史
人文地理学・地誌学実験 斎藤 功・高檎伸夫・ 人文地理学 I EH手本 i努
手塚 章・村山祐司・ 人文地理学E 小野寺淳
中)1 正 人文地理学園A 斎藤 功・高橋伸夫・
人文地理学野外実験A 1J本正三・村山祐司 奥野 i監史
地誌学 I 山本正三・ 1=j:J)1 1 正 人文地理学問 A演習 高橋伸夫・斎藤 功・
地誌学E 田林 明 奥野隆史
地誌学illA 奥野隆史・村山祐司 人文地理学演習A 高橋伸夫・田林 i現・
地誌学部A演習 奥野隆史・村山祐司 村山祐司
地誌学演習A 奥野監史・斎藤 J}]・ 人文地理学・地誌学実験 斎藤 功・手塚 章-
手塚 章・村山祐司 村山祐司・ 1=j:l)1 正
地誌学野外実験B 斎藤 功・手塚 章 人文地理学野外実験A I林 明・手塚 章
地誌学特論 村上雅康 地誌学 I 手塚 章
外i霊地誌1 (アジア) 吉野正敏 地誌学E 中)1 正
外国地誌r(ヨーロツノ¥)佐々木博 地誌学illA 奥野隆史・村山祐司
外国地誌盟(アングロアメリカ) 地誌学illA演習 奥野隆史・村山祐司
村山祐司 地誌学演習A 奥野隆史・斎藤 功・
手塚 当￥噌且之， 
1990年度 地誌学野外実験E 斎藤 功・小野寺淳
地球科学序説 奥野隆史 地誌学特論 j炎野明彦
人文地理学 I 手塚 章 外国地誌 1(アジア) 南 紫佑
人文地理学E 小野寺淳 外国地誌r(ヨーロツノ¥)佐々木博
人文地理学醍 B 斎藤 功・高橋伸夫・ 外国地誌図(アングロアメリカ)
奥野経史 村山祐司
人文地理学血 B演習 山本正三・高橋伸夫・
中川 正 1992年度
人文地理学演習B 山本正三・高橋伸夫・ 地球科学序説 奥野隆史
田林 明 人文地理学 I i五林 明
人文地理学・地誌学実験斎藤 功・高橋伸夫・ 人文地理学E 高橋伸夫
手塚 章・村山祐司・ 人文地理学illB 斎藤 功・高橋伸夫・
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奥野隆史 1994年度
人文地理学IIlB演習 斎藤 功・高矯 {JjJ夫・ 地球科学:序説 高橋伸夫
奥野隆史 人文地理学 I 1林 I~月
人文地理学演習B 高捕手1夫 .11林 i明・ 人文地理学E 高i喬伸夫
+:1'1 祐司 人文地理学IIlB 奥野隆史・高橋イItl夫・
人文地理学・地誌学実験 斎藤 功・手塚 ぷよト二fιL ー ・ 斎藤 J}J 
村山祐司・ '+'JI 人文地理学fIIB演習 奥野 i監史・高橋伸夫・
人文地理学野外実験B 高橋 {ql夫・'=1=1)1 斎藤 J}J 
人文地理学特論 iTlI:尾良iを 人文地理学演習B 高橋伸夫 .1若林 明-
地誌学 I 小野寺淳 村山祐司
地誌学H 手塚 章 人文地理学・地誌学実験 手塚 章・村UJ 祐司・
地誌学国 B 奥野隆史・ i:lU-，祐司 1:j')1 
地誌学田 B演習 奥野 i径史・ i:JUJ 祐司 人文地理学野外実験B 高橋伸夫・中JI 正
村:llliき11，己J:，、~iij! 悶1当 Bコ 奥野隆史・斎藤 J}J・ 地誌学 I 手塚 章
手塚 一3E2三~一i 地誌学E r:jl)1 正
j也誌学野外実験A 奥野隆史・村山祐司 地誌学IIlB 村山祐司・奥野隆史
外国地誌IV (ラテンアメリカ) 地誌学園 B演習 村山祐司・奥野隆史
I:J) 1 正 地誌学演習B 奥野隆史・斎藤 J}J . 
外国地誌v(オセアニア・アフリカ・ソ連) 手塚 ぷ一3トfιヨ一
手塚 章 地誌学野外実験A 奥野隆史・手塚 t早zニ
外国地誌VI (アングロアメリカ) 地誌学特論 !散 勝雄
1高EJ *i~ 外国地誌N(ラテンアメリカ)
斎藤 J}J 
1993年度 外国地誌v(オセアニア・アフリカ・ソ連)
地球科学序説 高橋伸夫 池田 宏
人文地理学 I 田林 印3 外国地主主VI (アングロアメリカ)
人文地理学韮 高i喬 {1夫 出瀬則雄
人文地理学IllA 奥野隆史・高橋イ13夫・
4
寸コ
'- 増民 1995年度
人文地理学国A演習 斎藤 功・高橋伸夫・ 地球科学序説 高橋伸夫
奥野隆史 人文地理学 I 13林 明
人文地理学演習A 高橋伸夫 .1丑林 明- 人文地理学H 高橋伸夫
村山祐司 人文地理学部A 粛十j十恭 功・高橋伸夫・
人文地理学・地誌学実験 斎藤 功-手塚 ぷ写ーιL 奥野隆史
村山祐司・中)1 正 人文地理学IllA演習 斎藤 功・高橋伸夫・
人文地理学野外実験A l3:l林 明・村山祐司 奥野隆史
地誌学 I 手塚 章 人文地理学演習A 高橋伸夫・田林 明・
地誌学E 村山祐司 村山祐司
地誌学盟A 村山祐司・奥野隆史 人文地理，学・地誌学実験 手塚 章・村山祐司・
地誌学剖A演習 村山祐司・奥野 iを史 中)1 正
札三1"ιiゴ、州ナJ、んti当A 奥野隆史・斎藤 功・ 人文地理学野外実験A 田林 明・村山祐司
手塚 章 人文地理学特論 厳 勝雄
地誌学野外実験B 斎藤 功・手塚 章 地誌学 I 手塚 章
地誌学特論 五I5tミ武臣 地誌学E 村山祐司
外!雪地誌 1 (アジア) キト 恵淑 地誌学国A 奥野隆史・村山祐司
外国地誌I (ヨーロッパ)佐々木博 地誌学匝A演習 奥野隆史・村山祐司
外国地誌田(アングロアメリカ) 地誌学演習A 奥野隆史・斎藤 功・
村山祐司 手塚 章
地誌学野外実験B 斎藤 功・手塚 章
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地誌学特論 伊藤 Hコ3 j也誌学:出 Ahî~習 手塚 章・須JJ 11~ ・
外i韮地誌 1 (アジア) Ej:J斐憲次 斎藤 J) 
外i謹地誌立(ヨーロツノ¥)高橋 1lJ1夫 地誌学:ij;if習A 斎藤 J) .須iJJ i陀・
外国地主主回(アングロアメリカ) 手塚 コ1ftニ
村1 祐司 :liliit~~学U!f'外実験B 斎藤 J)・miJJ lf;t: 
外医i地誌 1 (アジア) 鈴木力英
1996年度 外国j也誌]] (ヨーロッパ)佐々木 侍
人文地理学 I EH林 iり3 外l;gjJ也誌血(アングロアメリカ)
人文j生理学E 高橋 1lJJ夫 安仁屋政武
人文地理学園 B 斎藤 J) ・高橋 11夫・
須iJJ Jf:念 1998年度
人文地理学部 B演習 高橋伸夫・斎藤 功・ 人文地理学 I EI*本 i悶・村1 祐司
須山 Jf念 人文地理学日 高橋イlJl夫
人文地理学演習B 高橋 113夫 .13林 i明・ 人文地理学部 13H本 i現・高檎 1lJ'夫・
村山祐司 村山祐司
人文地理学・地誌学実験 手塚 章・村1 祐司・ 人文地理学出演習 i王i林 i珂 I寄稿イ1夫・
須山 nた 村山祐司
人文地理学野外実験B 高橋伸夫・篠原秀一 人文地理学?iif~~ B 高婿 1lJ1夫・ i;J'L! 祐司
地誌学 I 手塚 章 人文地理学・地誌学実験 手塚 章・村山祐司
地誌学I 楼井 l羽久・村山 祐司 人文地理学野外実験B 高構 1lj夫・森本健弘
地誌学IIlB 村iJJ 祐吉J.須1 lT念 人文地理学特論 菊地俊夫
地誌学IIlB演習 須iお i聡・村山祐司 地誌学 I 手塚 背一
ま-しi三土ι、ナ品 1、~~~ B 斎藤 功・手塚 章・ 地誌学E 斎藤 功
~fl111 J也誌学盟 手塚 章・斎藤 功
地誌学野外実験A 手塚 章・須1 地誌学E演習 手塚 章・斎藤 功
外国地誌N(ラテンアメリカ) 地誌学演習B 斎藤 功・手塚 章
松本栄次 地誌学野外実験A 手塚 章ほか
外国地誌v(オセアニア・アフリカ・その他) 地誌学特論 犬井 jE 
松!南港:女1 外国地誌N(ラテンアメリカ)
外国地誌VI (アングロアメリカ) 斎藤 功
杉田 {命i珂 外国地誌v(オセアニア・アフリカ・そのイ也)
百午 街東
1997年度 外国地誌Vl (アングロアメリカ)
人文地理学 I i王ji!;f 明・根田 克彦 E! Iこい 博
人文地理学E 高橋 113夫
人文地理学沼 A 1-]31本 明-高橋 w夫・ 2.比較文化学類
村山祐司 1975年度
人文地理学由 A演習 m林 !現・高橋伸夫・ 人文地理学 佐々木博
Ji事白 宣告夫 自然地理学 j可村 fl:-t 
人文地理学演習A 高橋 1'13夫・田林 明・ 地理学基礎実習 佐々木博・石井英也
村山祐司 自然環境論 石井英也・高橋伸夫・
人文地理学・地誌学実験 手塚 章・村1 祐司・ 山本正三
須iJ.I Jf主 地域研究基礎論 正井泰夫
人文地理学野外実験A !若林 Iî)~・森本健弘
人文地理学特論 1村 JIN次 1976年度
地誌学 I 須山 i在:・手塚 章 歴史地理学 黒1奇千H者
地誌学H 待;東 自然地理学 j可村 武
地誌学IIlA 手塚 章・斎藤 功・ 自然環境論 I 石井英也
須iJ_J 自然環境論H 高橋伸夫
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自然環境論出 山本正三 歴史地理学 黒崎千1青
地域文化基礎論] 正井泰子ミ 地域概論 LJ本正三・正井泰夫・
地域文化基礎論H 佐々木博 高野史男
地域文化基礎論IJ] 石井英也 地域文化実験実習[比較文化実験実習]
自然と歴史 高橋浩一郎・斎藤 J-) 千葉徳衛・松本栄次・
地域文化論 I :iI:J+ 泰夫 石井英也
地域文化論H 高野史男 日本・アジア習俗と地誌 I
地域文化論出 iJJ本正三 高野史男
比較地域文化実験実習 千葉徳額・松本栄次・ 日本・アジア習俗と地誌演習 I
石井英也 高野史男
比較地域文化li!J-外実習 I 佐々木博・石井英世 ヨーロッパ習俗とi也誌I 佐々木博
ヨーロッパ習俗と地誌演習 I
1977年度 石井英也
人文地理学 菅野 IJ年明 アメリカの習俗と地誌 I 菅野峰明
自然地理学 高iJJ 茂美 アメリカの習俗と地誌演習 I
歴史地理学 菊地利夫 正井泰夫
自然環境論H 高11 茂美 地域文化野外実習 1-1 [比較文化野外実習 1-1] 
自然環境論E 高山茂美 正井泰夫・石井英也
比較地域文化実験実習 千葉徳爾・松本栄次・ 地域文化野外実習 r-2 [比較文化野外実習r-2] 
石井英世 千葉徳橋・菊地利夫
者ISTI'i農村論 I 奥野隆史
都市農村論E 高橋伸夫 1979年度
都市農村論国 佐々木博 人文地理学概説 朝倉隆太郎
比較地理学 I 高野史男 自然地理学概説 河村 武・池田 宏・
比較地理学E 正井泰夫 権根 勇
比較地理学m 石井英也 歴史地理学 黒崎千晴
日本・アジアの習俗と地誌 I 地域文化論 奥野隆史・高野史男・
高野史男 高阪宏行
iヨ本・アジアの習俗と地誌演習 I 地域文化実験実習[比較文化実験実習]
奥野隆史 高野史男・田中 正・
ヨーロッパの習俗と地誌 I 佐々木博・高阪宏行
佐々木博 文化地理学 石井英也・高橋伸夫・
ヨーロッパの習俗と地誌演習 I 山本正三
高橋伸夫・石井英也 地域文化研究演習 I 高野史男・正井泰夫・
アメリカの習俗と地誌 I 正井泰夫 佐々木博
アメリカの習俗と地誌演翠 I 日本の地理 正井泰夫ほか
菅野 IJ争明 日本・アジアの習俗と地誌韮
比較地域文化野外実習 1-1 高野史男・関口 武・
正井泰夫・石井英也 太田 勇
比較地域文化野外実習 1-2 日本・アジアの習俗と地誌演習E
菊地利夫・石井英也 高野史男・正井泰夫・
比較地域文化野外実習r-1 佐々木博
佐々木博・石井英也 ヨーロッパの習俗と地誌E
比較地域文化野外実習r-2 佐々木博・古藤田一雄
千葉徳欝・佐々木博 ヨーロッパの習俗と地誌演習E
高野史男・佐々木博・
1978年度 正井泰夫
自然環境論 河村‘ 武・高山茂美・ アメリカの習俗と地誌E 松本栄次・菅野蜂明・
山本正三 正井泰夫
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アメリカの習俗と地誌演習H 佐々木博・石井英也・
高野史男・正井泰夫・ 13:1*本 i明
佐々木博 日本の地理と風土 奥野 i径史・ UJ本正三・
地域文化野外実習 1-2 [比較文化野外実習 1-2J 斎藤 J3J 
高野史男・佐々木博 日本の地理!と風土演習 奥野隆史・ LJ本正三・
地域文化野外実習]]-1 [比較文化野外実習]]-lJ 斎藤 J3J 
菊地手iJ夫・千葉徳爾 アジアの地理!とJ!i仁!こ ロイ・ケンフー
アジアの地理!と風土演習 ロイ・ケンフー
1980年度 i孜・米の地理と風土 I i王i林 i明・正子1: 泰夫・
自然環境論 高山茂美・河村 松本栄次
ほか i孜・米の地活!と風土演習 I
lf史地理学 黒崎千H寄 田林 i努・正井泰夫・
地域分析論 奥野隆史・高阪宏行 松本栄次
ほか 地域文化野外実習 E 佐々木持・田林 l現
地域文化実験実習[比較文化実験実習]
松本栄次・石井英世 1982年度
ほか 地理学概説 松本栄次・ UJ本正三・
経済地理学 山本正三・高橋 1'1夫・ 田林 i珂
石井英也 地域分析論 奥野隆史ほか
地域文化研究演習 I 11 :<1又正三・石井英也 地域文化実験実習 石井英也.I3H本 明
ほか 経済地理学 斎藤 功・高嬬イli3夫・
日本の地理 正井泰夫・ 奥野隆史
リー・チュンミュン 地域文化研究 I 山本正三・奥野隆史・
日本・アジアの習it~ と地誌 I 佐々木博・石井英忠・
リー・チュンミュン 田林 I~ 
日本・アジアの習俗と地誌E 日本の地f:ilと風土 i丑林 i汚
ロイ・ケンフー 日本の地理と風土演習 田林 i現・石井英也
日本・アジアの習俗と地誌演習2 アジアの地理と風土 ロイ・ケンフー
ロイ・ケンフー アジアの地理と風土演習 I
ヨーロッパの習俗と地誌 I ロイ・ケンフー
佐々木博 i孜・米の地珪!と風土E 石井英也・佐々木博
ヨーロッパの習俗と地誌演習 I ほか
佐々木博 i孜・米の地理と風土演習E
アメリカの習俗と地誌 I 奥野隆史ほか 石井英也・佐々木陣
アメリカの習俗と地誌演習 I ほか
奥野隆史 地域文化野外実習 I 石井英也・ UJ本正三
比較文化野外実習 1-1 石井英也ほか
地域文化野外実習 1-1 石井英也ほか 1983年度
地理学概説 松本栄次・田林 I~~ ・
1981年度 山本正三
地理学概説 西j華寺iJ栄・!琵林 i珂・ 地域文化概論 佐々木博・ 11本正三・
高橋伸夫 元木 靖
地域文化論 奥野隆史・高阪宏行・ 地域分析論 手塚 章・奥野隆史・
11本正三 山本正三
地域文化実験実習 田中 正・石井英也・ 地域文化実験実習 田林 i現・松本栄次・
田林 号3 石井英也
文化地理学 石井英也・高婿伸夫・ 文化地理学 石井英il.斎藤 功・
斎藤 功 高橋伸夫
地域文化研究 I LJ本正三・奥野経史・ 地域文牝研究 I 奥野隆史・山本正三・
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佐々木博・石井英也・ 日本の地理と風土 El林 l3)j .奥野隆史
EI林 l3)j jヨ本の地理Hと風土fy~llJ i茸林 l3)j・j先il- 隆史
日本の地理とJIlRゴニ ElJ林 i明・奥野隆史 i孜・米の地理Hと風土I 矢ケ崎典iを・マリオエ12:問・
EI本の地理1と風土演習 EI林 13)=J・奥野 i珪史 菅野 uJ争明
i孜・米の地通!とj武士 I 正井泰夫・菅野降13)':1 i玖・米の地;理!と風土演習 I
!孜・米のJ也fllIと風土?j;in乙11 矢ケ崎典j珪・マリオ平向・
正井泰夫・菅野 IJ年13) 菅野 IJ争13)':1
地域文化野外実習E 佐々木博・石井英也 地域文化野外実習n 佐々木博・ i丑林 i手j
アジアの政治と社会日 I~束 i醤章
1984年度
地理学概説 松本栄次・矢ケ崎典iを・ 1986年度
マリオ平i向 地理学概説 松本栄次・矢ケ崎典i監
地域文化概論 佐々木 !専・マリオ平!司・ 地域文化概論 佐々木博・元木 靖-
正井泰夫 ilJ本正三
地域分析論 手塚 章・奥野隆史 地域分析論 手塚 章・奥野 iを史
地域文化実験実習 EH林 i円・松本栄次・ 地域文化実験実習 I3H本 i羽・松本栄次・
矢ケ崎~j討を・石井 英也 矢ケ崎~1~1監・石井 英也
経済地理学 斎藤 功・高橋 NI夫・ 経済地理学 斎藤 功・高橋 Nl夫・
EEl林 f3J  EB林 i現
地域文化演習 I 奥野隆史・ 1本正三・ 地域文化演習 I 奥野隆史・佐々木博・
粧々木侍・石井英也・ 石井英也・田林 日月・
i王!林 i珂・矢ケ崎典iを 矢ケu時典I1金
13本の地理と風土 13林 明・矢ケ崎典i笠 日本の地理と風土 奥野隆史・田林 明・
日本の地理!と風土演習 田林 明-矢ケ崎典iを 周十j十泰 功
アジアの地理!と風土 新藤静夫・斎藤 功・ 日本の地理と風土演習 奥野隆史・田林 明・
奥野隆史 斎藤 :rJ 
アジアの地理!と風土演習 矢ケ崎典隆・斎藤 功・ アジアの地理と風土 新藤静夫・奥野経史・
奥ilJ- 隆史 c.ノくンダメイヤー
i孜・米の地理!と風土日 高横手I1夫・佐々木博・ アジアの地理と風土演習 矢ケ崎典隆・
石井英也 C ノてンダメイヤー
欧-米の地理!と風土演習註 i孜・米の地理と風土I 高橋伸夫・桜井明久・
高犠 11夫・佐々木博・ 石井英也
石井英也 @，・米の地理と風土演習 I
地域文化野外実習 I 山本正三・石井英也・ 高椋伸夫・佐々木博・
マリオ平i司 石井英也
地域文化野外実習 I j丑林 明・矢ケ崎典iを
1985年度
地理学概説 松本栄次・矢ケ崎典!竪・ 1987年度
i百林 明 地理学概説 松本栄次・LlJ本正三・
地域文化概論 佐々木博・マリオ平i苅・ 田林 明
元木 tJ法l寺二r 地域文化概論 佐々木博・元木 靖-
地域文化論 手塚 章・奥野隆史 山本正三
地域文化実験実習 m林 i現・松本栄次・ 地域文化論 手塚 章・奥野 iを史
矢ケ崎典I~査・石井 英也 地域文化実験実習 i韮林 明・松本栄次
文化地理学 石井英也・斎藤 功・ 文化地理学 斎藤 功・奥野 i登史・
高橋伸夫 高橋伸夫
地域文化研究] 1本正三・奥野隆史・ 地域文化研究I 奥野隆史・佐々木博・
佐々木博・石井英世・ 高橋伸夫・田林 i現
B3林 明・矢ケ崎典隆 日本の地理と風土 田林 明・斎藤 功・
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奥野隆史 ElH本 IY=j・小野寺淳・
El本の地理!と風土演習 i王i林 明-斎藤 功・ 1=1:1) 1 .iI 
奥野隆史 文化地理学研究 iJJ本正三・佐々木博・
欧-米の地理!と風土日 松本栄次・菅野 1禁IYj・ 高橋イ'11夫 .1王!林 i現・
高橋 11
'
夫 小野寺淳・仁1:1)1
i孜・米の地理と風土演習立 よヒ絞j也君j1学 m~本 IYi・LJ本正三・
松本栄次・菅野 i峰IYj・ 高橋 11j夫
高矯 11夫 地域地主1学 I (日本) [日本の地理とj武二!こ]
地域文化野外実習E 佐々木 i専 小野寺淳・佐々木 i専・
i王i林 rifl 
1988年度 日本の地坦!と風土演習 小野寺淳・{左々木博・
文化地理学概説 iJJ本正三・ r1)1 13:1*本 rY=j 
B1林 I~j 地域地理学lV(アメリカ) [欧・米の地酒!とj員二!こI]
文化地理学 I 斎藤 功・高橋 1'1夫・ 1:1)1 正 .1王!林 !珂・
出林 i珂 菅野 1判明
文化地理学E 奥野隆史・村iJJ 祐司 i孜・米の地理Hとj武二!こj寅習E
自然環境論 吉野正敏・松本栄次 1=1:1)1 正 .1王i林 i現・
文化地理学実験実習 高橋 11夫・松本栄次・ 菅野 i峰明
ElH本 i羽・ 1:1")1 アジアの地理!とj武土演習 斎藤 功・手塚 章-
小野寺淳 奥野隆史
文化地理学演習 山本正三・奥野隆史・ 地域地理学E特論(南アジアの自然環境論)
佐々木博・高橋伸夫・ ラマサミ・スノfイヤー
!丑林 i羽・ 9:1)11 正- 比較文化野外演習臨 佐々木博・小野寺淳
小野寺淳
比較地理学 佐々木博.LlJ下清海・ 1990年度
小野寺 j享 文化地主H学概説A 小野寺淳
地域地理学1 (アジア) [アジアの地理と風土} 文化地理学概説B 1=コ)11 正 .13林 I~j 
斎藤 功・奥野隆史・ 文化地理学I 斎藤 功・高構イ13夫・
内藤正典 奥野隆史
アジアの地理!と風土演習 斎藤 J}J・奥¥fry. 隆史・ 文化地理学E 奥野隆史・村山祐司
田林 !明 自然環境論 松本栄次・河村 武
地域地理学園(ヨーロツノ¥) [1孜・米の地理と風土日 文化地理学実験実習 高i喬 1rJ3夫・池田 宏・
佐々木博・手塚 ユ一EfEzヨ一二 ・ 1J3~本 i明・小野寺 j享・
高橋イ13夫 中)1
i孜・米の地理と風土演習 I 文化地理学演習 山本正三・佐々木博・
佐々木博・手塚 章- 高構 1'1夫 .Il林 l3)j・
高橋伸夫 小野寺淳・中)1 正
地域地理学E特論(南アジアの自然環境論) 比較地理学 高橋 1"3-Jミ・小野寺 淳・
ラマサミ・スパイヤー 133~本 l3)j・小林浩二
比較文化野外演習 I 高橋伸夫・ 1=1)1 地域地理学I (アジア) [アジアの地主Hとj重[土]
内藤正典・南 禁佑
1989年度 ほか
文化地理学概説A 1]本正三 アジアの地理と風土演習 内藤 正典・南 禁佑
文化地理学概説B 中)1 正・自:1林 i明 ほか
文化地理学 I 高橋イ'11夫・斎藤 功・ 地域地理学阻(ヨーロッノ¥) [1孜・米の地理!と風土日
奥野 i径史 手塚 章・佐々木 1専・
文化地理学H 奥野隆史・村山祐司 高橋伸夫・立石友男
自然環境論 松本栄次・吉野正敏 i孜・米の地迎!と風土演習 I
文化地理学実験実習 高橋伸夫・池田 宏・ 手塚 輩・佐々木博・
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高橋伸夫 地域地理学園(ヨーロツノ¥) [欧・米の地理と風土日
比較文化野外出習 I EI林 i珂-小野寺淳 手塚 輩・高i喬伸夫・
佐々木樽
1991年度 畝・米の地理と風土演習 I
文化地理学概説A 小野寺淳 手塚 章.J高橋伸夫・
丈イヒ地理学概説B '=I~) 1 佐々木博
文化地理学 I 斎藤 功・高構イ1]夫・ よと較文化野外演習 I E!林 明・小野寺淳
奥野隆史
文化地主H学立 奥野 iを史・村山 祐司 1993年度
自然環境論 松本栄次・河村 武 文化地理学概説A 小野寺淳
文化地理学実験実習 小野寺 j享・ 1]林 1~3 文化地理学概説B 中)1 正
文化地理学研究 佐々木博・高橋伸夫・ 文化地理学 I 奥野隆史・高橋伸夫・
m林 i明・小野寺淳・ 季 増民
!こ1:1)1 文化地理学E 村山祐司・奥野隆史
比較地理学 I3H本 I~i ・佐々木 i等・ 自然環境論 松本栄次
高橋伸夫 文化地理学実験実習 小野寺淳・田林 明
地域地理学 1 (日本) [日本の地理!と風土] 文化地理学研究 佐々木博・高橋伸夫・
小野寺淳・佐々木博・ 田林 明・小野寺淳・
i琵林 i珂 中)1 正
El本の地理とj主仁!二演習j 小野寺淳・佐々木博・ 比較地理学 佐々木博・小野寺淳・
13t本 r:ij 田林 明
地域地理学IV(アメリカ) [欧・米の地理と風土IJ 地域地理学 1 (日本) [日本の地理と風土]
仁!コ)11 正・斎藤 J}J • 小野寺淳・大塚昌利・
矢ケ崎典i盗 田林 明
欧・米の地理と風土演習 H 日本の地理と風土演習 小野寺淳・佐々木捧・
中)1 正・斎藤 ;ち1]. 田林 明
矢ケ UI制引を 地域地理学lV (アメリカ) [欧・米の地理と風土1I]
比較文化野外演習m 佐々木博・ ~I:J)11 正 斎藤 功・中川 正-
矢ケ崎典iを
1992年度 欧・米の地理と風土演習E
文化地理学概説A 小野寺淳 斎藤 功・中)1 正・
文化地理学概説B 中)1 正 矢ケ崎典隆
文化地理学 I 高橋イ13夫・斎藤 功・ 比較文化野外演習盟 佐々木博・小野寺淳
奥野隆史
文化地理学E 奥野 i登史・村山祐司 1994年度
自然環境論 j可村 武・松本栄次 文化地理学概説A 小野寺淳
文化地理学実験実習 小野寺淳・田林 明 文化地理学概説B 中)1 正
文化地理学演習 佐々木博・高橋伸夫・ 文化地理学 I 奥野隆史・高橋伸夫・
i王i林 i弼・小野寺淳・ 斎藤 功
'=I:J) 1 正 地域分析論 村山祐司・奥野隆史
比較地理学 佐々木博・小野寺淳・ 自然環境論 松本栄次
田林 明 文化地理学実験実習 小野寺淳・田林 明
地域地理学 1 (1ヨ本) [日本の地理と風土] 文化地理学演習 佐々木博・高橋伸夫・
安打琵 仁康 田林 明・小野寺淳・
地域地理学n(アジア) [アジアの地理と風土] 中)1 正-篠原秀一
奥野 ~盆史・季 増民・ 比較地理学 佐々木博・小野寺淳・
山下 j青海: 田林 i現
アジアの地理と風土演習 田林 i現・小野寺淳・ 地域地理学n(アジア) [アジアの地理と風土]
斎藤 功 小野寺淳・厳 勝雄・
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佐々木史郎 手塚 章-山本充・
アジアの地理!と嵐土演習 EB林 明・房長 )j券雄・ 佐々木博
佐々木史郎 文化地理学実験実習 篠原秀一・!万林 IY=j・
地域地理学園(欧米) [1孜・米の地理!と風土] 森本健弘
佐々木博・手塚 官主・ 文化地理学野外演習 I 131本 明-森本健弘
高橋 111夫 文化地理学研究演習 佐々木博・m林 iり3・
i孜・米の地理!と風土演習 佐々木 侍・手塚 背一f 高楠イrjl夫・森本健弘・
比較文化野外演習 I I3H本 i現・小野寺 j享・ 篠原秀一
篠原秀一
1997年度
1995年度 文化地理学概論A 森本健弘
文化地理学概説A 中)1 文化地理学概論B 森本健弘
文化地理学概説B J:j:J)l1 正・篠原秀ー 文化地理学入IIJiYi習 森本健弘
文化地理学E 斎藤 功・高橋イIJl夫・ 社会地理学 田林 i明・高橋 1JIl夫・
奥野隆史 村"11 祐司
地域分析論 奥野隆史・村山祐司 地域分析論 手塚 章・斎藤 J) . 
自然環境論 松本栄次 須UJ W~ 
文化地理学実験実習 田林 明・篠原秀一 自然環境論 松本栄次
文化地理学研究 佐々木博・田林 明- 文化地理学研究 佐々木 i専・ 13林 i現・
高J矯伸夫・篠原秀一・ 高補 w夫・森本健弘
liJ )1 J:E 地域地理学 I (日本) 森本健弘・大塚昌平IJ.
比較地理学 佐々木博・篠原秀一- 佐々木博
田林 切3 地域地理学IV (アメリカ) m~ネ r~~ ・斎藤 J) . 
地域地理学 I (日本) [百本の地理と風土] 菅野 1年明
13林 明・篠原秀一・ 文化地理学実験実習 森本健弘.E13林 i現
小野寺淳 文化地理学野外演習E 佐々木博・森本健弘
日本の地理と風土演習 i韮林 明-篠原秀一- 比較文化地理学演習 佐々木侍・m林 l明
佐々木博
地域地理学国(欧米) [1孜・米の地理と風土] 1998年度
斎藤 Jj)・Il)ll 正・ 文化地理学概論A 森本健弘
矢ケ崎典iを 文化地理学概論B 森本健弘・田林 i現・
欧・米の地理!と風土演習 斎藤 功・ 1=1)1 正- 松井圭介
矢ケ1奇典iを 文化地理学入門演習 森本健弘・松井圭介
比較文化野外演習田 佐々木博・中)1 正 社会地理学 13H本 i現・高稿伸夫・
村山祐司
1996年度 地域分析論 手塚 章・斎藤 功
文化地理学概論A 篠原秀一 自然環境論 松本栄次
文化地理学概論B 森本健弘・篠原秀一 比較文化地理学 i王j林 i現・松井圭介・
文化地理学入門演習 篠原秀一・森本健弘 金i王i章裕
経済地理学 斎藤 功-高構イ13夫・ 地域地理学I (アジア) [アジアの地理と風土]
~JQ iJj i詑 洪 顕哲・斎藤 J)・
地域分析論 村山祐司・須山 耳念 iJj下清海
自然環境論 松本栄次 地域地理学部(ヨーロツノ¥)
比較文化地理学 佐々木博・篠原秀一・ 手塚 章・高橋イq3夫・
季 増民 ポッター， S. R 
地域地理学 I (アジア) [アジアの地理と風土] 文化地理学実験実習 EB林 明・松井圭介・
篠原秀一・斎藤 功・ 森本健弘
佐々木史郎 文化地理学野外演習 I 田林 l現・松井圭介
地域地理学園(ヨーロツノ¥) 文化地理学研究演習 i若林 1~3 ・高橋伸夫・
- 62-
173 
森本位弘・松井圭介 1978年度
人文地理学研究法 高tlfS'史男・!JJ本正三・
3.地球科学研究科 jE井泰夫
1975年度 人文地理学演習 I 高野史男・正井泰夫・
人文地理学研究法 J:E :j!= 泰夫 奥野隆史
人文i也君!学演習 LU本正三・佐々木博 人文地理学演習 H 山本正三・佐々木博・
人文j也J:'H学野外実験(I) iJ-1本正三・依々木 i専 高橋 {ltl夫
人文地理!~学 442論 佐々木博 人文地活!学特論 I 奥野隆史・佐々木博・
地誌学1i3f究法 高野史男 高橋 111夫
j也誌学演習 高野史男・奥野隆史 人文地理学野外実験 I 高野史男・正井泰夫・
j也誌学野外実験 (1 ) 高日!}' 史男・奥野 隆史 奥野隆史
j也誌学特論 奥野 iを史 人文地理学野外実験日 LU本正三・佐々木博・
高犠 11'夫
1976年度 地理学・水文学特別研究C
人文地理学研究法 高野史男・ LJ;;t三正三・ 高野史男・ IJρ!ζ 正三・
正井泰夫 Jf~:lニ泰夫・奥野隆史・
人文地理学演習 高野史男・!Jρ1三正三- 佐々木博・高嬬伸夫
正井泰夫 .1丸野隆史・ 統計学 奥野隆史
佐々木博・高構伸夫
人文地理学特殊講義 I 西岡久雄 1979年度
人文地理学特殊講義日 角本良平 人文地理学研究法 山本正三・高橋伸夫・
人文地理学特殊講義国 j青水馨八郎 石井英也
人文地翌日学特論 I 奥野 i佳史・佐々木博・ 人文地理学演習 11本正三・佐々木博・
高橋伸夫 高橋伸夫・石井英也
人文地理学野外実験] 高野史男.LlJ本正三・ 人文地理学特殊講義 I 佐々木博
奥野隆史 人文地理学特殊講義H 西i司久雄
人文地理学野外実験E LJ ;;t立正三・佐々木博・ 人文地理学野外実験 山本正三・高橋伸夫・
高橋伸夫 石井英也
地理学・水文学特別研究高野史男・ 11本正三・ 地誌学演習 高野史男・正井泰夫・
正 ~:lニ泰夫・奥野隆史・ 奥野隆史
佐々木博・高橋伸夫 地誌学研究法 高野史男・奥野隆史
ほか
1977年度 地誌学特殊講義 I 正井泰夫
人文地理学研究法 高野史男・正井泰夫 地誌学特殊講義H 森)1 i羊
人文地理学演習 I 高野史男・正井泰夫・ 地誌学野外実験 高野史男・奥野隆史
奥野経史 ほか
人文地理学演習 H 佐々木博 4高橋伸夫 地理学・水文学特別研究C
人文地理学特殊講義 I 西JI 治 高野史男・ IJ本正三・
人文地理学特論 I 奥野隆史・佐々木博・ 奥野隆史・高橋伸夫
高橋伸夫 ほか
人文地理学特論E 斎藤 功ほか
人文地理学野外実験 I 高野史男・正井泰夫・ 1980年度
奥野隆史 人文地理学研究法 山本正三・高橋伸夫・
人文地理学野外実験H 山本正三・高矯伸夫 石井英也
地理学・水文学特日IHi3f究C 人文地理学演習 山本正三・佐々木博・
高野史男・正井泰夫・ 高橋伸夫・石井英也
奥野隆史・佐々木博・ 人文地理学特殊講義 I 佐々木博
高橋イ~]夫 人文地理学野外実験 山本正三・高檎伸夫・
石井英也
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地誌学研究法 奥野隆史・高仮宏行 j也誌学野外実験 奥野隆史・斎藤 ;ちIJ
地誌学演習 奥野監史・ ほか
リー・チュンミュン 地理学・水文学特別研究C
地誌学特殊講義 I 正井泰夫 iJJ本正三・正井泰夫・
地誌学特殊講義E リー・チュンミュン 奥野隆史・高橋 11j，夫・
地誌学特殊講義国 伊藤達雄 斎藤 功・石井英也
地誌学野外実験 奥野隆史ほか 統計学 奥野隆史
地理学・水文学特別研究C
山本正三・奥野隆史・ 1983年度
高橋伸夫・石井英也 人文地理学研究法 高構 1iJJ夫・石井英也・
ほか 田林 i羽
統計学 奥野隆史 人文地理学演習 山本正三・高橋 11j，夫・
石升二 英む-13林 i羽
1981年度 人文地理学特殊講義 I 朝倉!径太郎
人文地理学研究法 UJ本正三・高橋 113夫・ 人文地理学特殊講義E 宮坂正治
石井英也 人文地理学野外実験 iJJ本正三・高橋伸夫・
人文地理学演習 山本正三・佐々木博・ 石井英也-13:1林 明
高橋伸夫・石井英也 地誌学研究法 奥野隆史-iJ_J本正三・
ほか 斎藤 J}J 
人文地理学特殊講義 I 佐々木博 地誌学演習 奥野隆史・斎藤 功・
人文地理学特殊講義H 合田 Ilfj二 佐々木博
人文地理学特殊講義E ロイ・ケンフー 地誌学特殊講義 I 正井泰夫
人文地理学野外実験 山本正三・高橋伸夫・ 地誌学野外実験 奥野隆史・斎藤 :L) -
石井英也ほか 佐々木 1等
地誌学研究法 奥野隆史・斎藤 エ力 地理学-7]¥.文学特別研究C
ほか 山本正三・高橋伸夫・
地誌学演習 奥野隆史・斎藤 功 石井英也-13林 明
ほか 地理学・水文学特別研究D
地誌学特殊講義 I 正井泰夫 正井泰夫・奥野 i佳史・
地誌学野外実験 奥野隆史・斎藤 功 佐々木博・斎藤 J}J 
ほか
地理学・水文学特別研究C 1984年度
山本正三・奥野隆史・ 人文地理学研究法 高構伸夫・石井英也・
高橋伸夫・石井英也 13:1林 i現
斎藤 J}Jほか 人文地理学演習 iJJ本正三・高橋伸夫・
石井英也-13:1林 明-
1982年度 マリオ平!苦j
人文地理学研究法 高橋伸夫・石井英也 人文地理学特殊講義 I 佐々木博
人文地理学演習 IlJ本正三・佐々木博・ 人文地理学野外実験 IlJ本正三・高嬬伸夫・
高矯伸夫・石井英也 石井英也・ EfI;tf i現・
人文地理学特殊講義 I 佐々木博 マリオ平向
人文地理学特殊講義自 ロイ・ケンフー 地誌学研究法 奥野 i監史・ 11本正三・
人文地理学野外実験 山本正三・高橋伸夫・ 斎藤 J}J 
石井英也 地誌学演習 奥野隆史・斎藤 J}J -
地誌学研究法 IlJ本正三・佐々木博・ 佐々木博
斎藤 功 地誌学特殊講義I 11本正三
地誌学演習 奥野隆史・斎藤 功 地誌学特殊講義E マリオ平|渇
ほか 地誌学特殊講義国 菅野 1牟明
地誌学特殊講義I 正井泰夫 地誌学野外実験 奥野隆史・斎藤 J}J -
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佐々木博 地理学・水文学特別研究C
地理!学・水文学特別研究C 山本正三・高橋伸夫・
iJl本.iE三・高橋伸夫・ 石井英也・ i王i林 Iy~ 
石井英也 .13林 l現 地理学・水文学特別j研究D
地翌日学・水文学特別研究D 奥野 iを史・佐々木 i専・
.ïE~:j:泰夫・奥野隆史・ 斎藤 功
佐々木 i専・斎藤 功 統計学 I 奥野隆史
統計学 I 奥野経史
1987年度
1985年度 人文地理学研究法 f3H本 明・高橋 w夫・
人文地理学研究法 高橋1'11夫・石井英也・ 手塚 章
m林 1~3 人文地理学演習 iJ_J本正三・高構伸夫・
人文地理学演習 山本正三・高構イ'11夫・ 田林 切3
マリオ平岡・石井 英也・ 人文地理学特殊講義 I 佐々木 1専
問中本 r~j 人文地理学特殊講義E CノTンダメイヤー
人文地理学特殊講義 I 佐々木博 人文地理学特殊講義盟 大友 ~て~ヲe 
人文地理学WJ-外実験 山本正三・高稿伸夫・ 人文地理学野外実験 1本正三・高橋伸夫・
マリオ平!需・石井 英也・ i五林 13)i 
13*本 切3 地誌学研究法 山本正三・奥野 i盗史・
地誌学研究法 奥野隆史・斎藤 功・ 斎藤 功
山本正三 地誌学演習 奥野隆史・佐々木博・
地誌学演習 奥野隆史・佐々木博・ 斎藤 功・手塚 章
斎藤 l-J 地誌学特殊講義匝 竹内淳彦
地誌学野外実験 奥野隆史・佐々木博・ 地誌学野外実験 奥野監史・佐々木博・
斎藤 功 斎藤 功・手塚 章
地理学・水文学特別研究C 地理学・水文学特別研究C
山本正三・佐々木博・ 山本正三・高橋伸夫・
マリオ平岡 田林 明
地理学.*文学特別研究D 地理学・水文学特別研究D
奥野隆史・斎藤 JjJ・ 奥野隆史・佐々木博・
高橋イ1，夫・石井英也・ 斎藤 功・手塚 章
13 ~ネ i現
1988年度
1986年度 人文地理学研究法 山本正三・高橋伸夫・
人文地理学研究法 高構伸夫・石井英-t!l・ 田林 明
j若手本 i現 人文地理学演習 山本正三・高橋伸夫・
人文地理学演習 UJ本正三・高橋伸夫・ 田林 明・佐々木博
石井英也・田林 明 人文地理学特殊講義 I 佐々木博
人文地理学特殊講義 I 佐々木 i専 人文地理学野外実験 山本正三・高橋伸夫・
人文地理学特殊講義国 C ノてンダメイヤー 田林 I~月
人文地理学野外実験 山本正三・高橋伸夫・ 地誌学演習 奥野隆史・斎藤 功・
石井英也.13林 明 手塚 章
地誌学研究法 奥野隆史・斎藤 功・ 地誌学研究法 奥野睦史・手塚 章-
1本正三 斎藤 功
地誌学演習 奥野隆史・佐々木博・ 地誌学野外実験 奥野隆史・佐々木博・
斎藤 J3J 斎藤 功・手塚 章
地誌学特殊講義E 松井貞雄 地理学・水文学特別研究C
地誌学野外実験 奥野 i隆史・佐々木 i専・ 山本正三・高橋伸夫・
斎藤 功 田林 明・佐々木博
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地理学・水文学特別研究D 1991年度
奥野隆史・斎藤 功・ 人文地理学研究法 高i信号 {IjJ夫 . EI林 i珂・
手塚 章 村山祐司
統計学 I 奥野 i笠史 人文地理学演習 高十時 イrjlうた・ FI林 lijJ・
佐々木博・村山祐司
1989年度 人文地理学野外実験 高縞 {ql夫・ EI林 明-
人文地理学研究法 J_LI本正三・高嬬{Ijl夫・ 村山祐司
13林 i現 人文地理学特殊講義 I 佐々木時
人文地理学演習 山本正三・高嬬イ13夫・ 地誌学研究法 奥野隆史・斎藤 J}) . 
日刊本 i珂・佐々木博 手塚 章
人文地理学特殊講義 I 佐々木 i専 地誌学演習 奥野隆史・斎藤 J})・
人文地理学特殊講義n 伊藤達雄 手塚 ニ一tュO.一二1 
人文地理学野外実験 JJ本正三・高楠{!Jl夫・ 地誌学野外実験 奥野隆史・佐々木博・
m林 明 斎藤 功・手塚 章
地誌学研究法 奥野隆史・斎藤 J})・ 地理学・水文学特別刷ー究C
手塚 二」豆守Z疋iー二ー 高橋 {lj3夫・ 13H本 lij1・
地誌学演習 奥野経史・斎藤 功・ 村山祐司・佐々木博
手塚 章 地理学・水文学特別研究D
地誌学野外実験 奥野隆史・佐々木博・ 奥野隆史・斎藤 J) • 
斎藤 功・手塚 ニtー3zbョー二 手塚 普一F 
地理学・水文学特別研究C
J_]J本正三・高橋 {lj夫・ 1992年度
田林 明・佐々木博: 統計学E 奥野隆史
地理学・水文学特別研究D 人文地理学研究法 高橋 {13夫 .I3H本 l現・
奥野隆史・斎藤 功・ 村11 祐司
手塚 章 人文地理学演習 高椋 {li3夫・ 13林 明-
1990年度 佐々木 1専・村山祐司
人文地理学研究法 山本正三・高矯伸夫・ 人文地理学野外実験 高i喬 {l夫.I王i林 i明・
IT林 I~月 村山祐司
人文地理学演習 山本正三・高橋 {l夫・ 人文地理学特殊講義 I 佐々木博
田林 i明・佐々木 1専 人文地理学特殊講義国 竹内淳彦
人文地理学特殊講義 I 佐々木博 地誌学研究法 奥野 !を史・斎藤 J})・
人文地理学野外実験 山本正三・高橋伸夫・ 手塚 害E
田林 lij1 封丸立b舌"心土rペLナよ日19ムl・刃白.l'J 奥野隆史・斎藤 J}J・
地誌学研究法 奥野隆史・斎藤 功・ 手塚 章
手塚 章 地誌学野外実験 奥野隆史・佐々木博・
地誌学演習 奥野隆史・斎藤 功・ 斎藤 功・手塚 音一ー
手塚 a一E三fヨ乙一 地理学・水文学特別研究C
地誌学特殊講義国 篠原重別 高橋イ11夫・田林 i明・
地誌学野外実験 奥野隆史・佐々木博・ 佐々木博・村11 拡司
斎藤 J)J .手塚 章 地理学・水文学特別研究D
地理学・水文学特別研究C 奥野隆史・斎藤 J})・
山本正三・高橋 {Ijl夫・ 手塚 章
I3H本 明・佐々木博
地理学.7K文学特別研究D 1993年度
奥野監史・斎藤 J) . 人文地理学研究法 高橋伸夫・田林 i明・
手塚 章 村i勾祐司
統計学 I 奥野隆史 人文地理学演習 高矯イ'13夫・佐々木博・
田林 !努・村 JJ 祐司
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人文地理学野外実験 高橋 11
'
夫 .ElH本 i努・ 人文地理学特殊講義国 林 j二
村山祐司 地誌学研究法 奥野 i径史・斎藤 功・
人文地fdl学特殊講義 I 佐々木陣 手塚 幸~
j也 ~，:t.学研究 1去 奥野隆史・斎藤 功・ 地誌学演習 奥野隆史・斎藤 J;}) . 
手塚 よ平いZ二 手塚 ?一与一
地誌学M習 奥野 j佳史・斎藤 功・ 地誌学野外実験 奥野隆史・斎藤 J;})・
手塚 f~ 干私L マ刊- 佐 々木博・手塚 章-
地誌学野外実験 奥野隆史・佐々木博・ 厳 If:寿雄
斎藤 功・手塚 町一回一命 地誌学特殊講義国 厳 Il券t，it
i也誌学特殊講義日 杉浦芳夫 地珪!学・水文学特別研究C
地理学・水文学特別研究C 高橋伸夫・佐々木博・
高橋イIP夫・佐々木樽・ i五林 r~:J ・村山祐司
!王1* r~~ ・村山祐司 地理学・水文学特別研究D
地理学・水文学:特)]rJ1iJI:究D 奥野 iを史・斎藤 工力・
奥野隆史・斎藤 J;}) . 手塚 章
手塚 訂正
1996年度
1994年度 統計学毘 村LJ 祐司
統計学日 奥野隆史 人文地理学研究法 高橋伸夫・旺i林 明-
人文地理学研究法 高橋伸夫・田林 明- 村山祐司
村山祐司 人文地理学演習 高橋伸夫・田林 i拐・
人文地理学演習 高橋 11夫・佐々木博・ 村1 祐司
田村; !珂・村iJ_f 祐司 人文地理学野外実験 高橋伸夫・田林 明・
人文地理学野外実験 高橋伸夫・日:1林 l現・ 村山祐司
村山祐司 人文地理学特殊講義国 高阪宏行
人文地理学特殊講義 1 佐々木博 地誌学研究法 佐々木博・斎藤 Jj)・
人文地理学特殊講義豆 合13 Ilfj二 手塚 章
人文地理学特殊講義I11 j最 勝雄 地誌学演習 佐々木博・斎藤 J;}J・
地誌学研究法 奥野隆史・斎藤 J;}J • 手塚 章
手塚 章 地誌学野外実験 佐々木博・斎藤 功・
地誌学演習 奥野隆史・斎藤 工力・ 手塚 î~ 主
手塚 章 地理学・水文学特別研究C
地誌学野外実験 奥野佳史・斎藤 毛1). 高橋伸夫・田林 明・
佐々木博・手塚 章 村Jll 祐司
地理学・水文学特別研究C 地理学・水文学特別研究D
高構伸夫・佐々木博・ 佐々木博・斎藤 功・
El3林 i現・村守山 祐司 手塚 章
地理学・水文学特別研究D
奥野経史・斎藤 J;}J・ 1997年度
手塚 章 人文地理学研究法 高橋伸夫・田林 明・
村山祐司
1995年度 人文地理学演習 高橋伸夫・田林 i明・
人文地理学研究法 高橋伸夫・ i韮林 明・ 村山祐司
村山祐司 人文地理学野外実験 高橋伸夫.I丑林 明・
人文地理学演習 高橋イ13夫・佐々木博・ 村山祐司
13林 明・村1 祐司 人文地理学特殊講義I 小林浩二
人文地理学野外実験 高橋伸夫・田林 明・ 地誌学研究法 斎藤 功・佐々木博・
村山祐司・厳 勝雄 手塚 章
人文地理学特殊講義I 佐々木博 地誌学演習 斎藤 功・佐々木博・
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手塚 j一P安一 東アジアの環境と資源 吉野 _iI敏
地誌学野外実験 斎藤 功・佐々木 1専・ 東p持アジアの地域性と風土
手塚 挙 iIj!: 若手夫
地理学・水文学特別研究C 地域調査法(2 ) {左々 木 !1よ-
lF4様 11夫 .1王i林 !り3・ W フリュヒター
村LU 祐司 ヨーロ yノfの地j或性とj武二!こ
地理学.7)¥文学特別研究D 佐々木博・
斎藤 功・佐々木博・ W フリュヒター
手塚 t→fーf iヨ本の地域性と風 1:. .iEj:!: 泰夫・
w.フリュヒター
1998年度
統計学問 村iJJ 祐司 1977年度
人文地理学研究法 高橋 11夫・ i王i林 l]jj・ 地域研究i論 jIj!: 泰夫
村山祐司 アメリカの地域性と風土 正井 泰夫・奥野 i径史
人文地理学演習 高橋 11夫 .1林 !明・ カナダ初f究演習 (2) Eoss 
村山祐司 カナダの地j或tと}武ゴニ 正チ!こ泰夫
人文地理学野外実験 高橋 11~1夫 .133林 i明・ カナダの環境と資源 権棋 勇
村山祐司 ラテン・アメリカの環境と資源
地誌学研究法 斎藤 功・手塚 章 iliJl1 jE己・松本栄次
苅立b コιタじ~:~ヲ乙~i、lir 叶1三I 京十iJ一Iji~ 功・手塚 章 ヨーロッパ{討究j寅~~ (2)佐々木 i専
地誌学野外実験 廓sfi一i祭 功・手塚 1→ア".→i ヨーロッパの地域性と風土
地誌学特殊講義 I iヨ坂 蕃 佐々木 1専
地理学・水文学特別研究C 東アジアの地域性と風土 隙 !主!章
高橋伸夫 .13林 i現・ 東アジアの環境と資源 1¥束 i翠章
村山祐司 東南アジアの地域性と風土
地理学・水文学特別研究D 高野史男
斎藤 功・手塚 章 日本の地域性と嵐土 佐々木博・高橋伸夫
地域調査法(1 ) 佐々木博
4.地域研究研究科 歴史地理の諮問題 菊地利夫
1975年度
地域研究論 正井泰夫 1978年度
アメリカの地域性と風土 正井泰夫 地域防f究論 j王井泰夫ほか
ラテン・アメリカの環境と資源 カナダ研究概論 Ross 
市JI 正己 カナ夕、iJf究演習(1 ) Ross 
東アジアの地域性と風土佐々木博 カナダの地士或性とJ!ITl二仁 Ross 
東アジアの環境と資源 吉野正敏 カナダ研究特論(1 ) jI:j!: 若手夫
ヨーロッパの地域性と風土 ラテン・アメリカの地)]t!1:とj武ゴニ
i左々木 i専 松本栄次・ uρ!三正三
ヨーロッパ研究概論(2 )佐々木 博ほか
1976年度 ヨーロッパの地域性と風土
地域研究論 佐々木博 佐々木博
アメリカの地域性と風土正井泰夫 東アジアの地域性と風土 吉野 JE敏
地域調査法(1 ) 正井泰夫・ 東南アジアの地域性と風土
wフリュヒター 高野史男
ラテン・アメリカの地域性と嵐土 日本研究概論(1 ) 正井泰夫ほか
JJ本正三 日本の地域性と風土 石井英也
ラテン・アメリカの環境と資源 !ヨ本の環境と資源 松本栄次
市)1 正己・松本栄次 地域調査法(1 ) 正井泰夫.Gale 
東アジアの地域性と風土 W フリュヒター 歴史地理の諸問題 菊地利夫
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1979年度 松本栄次
地域研究論 正井泰夫ほか ヨーロッパ研究演習 (2)佐々木 博
アメリカ研究概論 (2) 正:)1二泰夫ほか ヨーロッパの地域性と風土
アメリカの環境と資源 Gale 佐々木博
カナダの文化と社会 正:)1: 泰夫ほか 東アジアの環境と資源 正井泰夫
ラテン・アメリカの地域性と風土 東南アジアの地域性とj武土
松本栄次・ L i本正三 ロイ・ケンフー
ヨーロッパ1i3f究概論(2 )佐々木 時 日本の地域性と風土 佐々木博
ヨーロッパの環境と資源佐々木博 地域調査法(1 ) 正井泰夫・佐々木博:
東アジアの地域性と風土 吉野正敏
地域調査法(1 ) 正井泰夫 1983年度
歴史地理!の諸問題 菊地利夫 地域研究論 正井泰夫ほか
カナダの地域性と風土 正井泰夫
1980年度 ラテン・アメリカの地域性と風土
地域1iJf究論 正井泰夫・佐々木博 松本栄次
ほか ヨーロッパ研究演習(2 )佐々木博
アメリカの地域性と風土 Lee .正井 泰夫 ヨーロッパの地域性と風土
アメリカの環境と資源 Lee 佐々木博
カナダの地域性とj武土 大竹一彦 東アジアの地域性と風土 正井泰夫
カナダの文化と社会 jI3:1ニ泰夫 日本の地域性と風土 正j*泰夫
ラテン・アメリカの地域性と風土 地域調査法(1 ) 正井泰夫・佐々木博
山本正三・松本栄次
ヨーロッパ研究概論(2 )往々木 博 1984年度
ヨーロツノ¥1i3f究演習(2 )佐々木 i専 ラテン・アメリカの地域性と風土
東アジアの地域性と風土 Lee マリオ平岡
日本の地域性と風土 佐々木博 ラテン・アメリカの環境と資源
地域調査法(1 ) 正子1: 泰夫・佐々木博・ 宮坂四郎
Lee ヨーロッパ研究演習(2 )佐々木博
ヨーロッパの地域性と風土
1981年度 佐々木博
比較文化論 )1喜田二郎 日本の地域性と風土 佐々木博
地域研究論 正井泰夫 地域調査法(1 ) 佐々木博
アメリカの地域性と風土正井泰夫
カナダの地域性と風土 正井泰夫 1985年度
ラテン・アメリカの地域性と風土 地域研究論 佐々木博
山本正三・松本栄次 カナダの資源と風土 田林 明
ヨーロッパ研究涼習(2 )佐々木博 ラテン・アメリカの地域性と風土
ヨーロッパの環境と資源佐々木博 マリオ平岡
東アジアの地域性と風土正井泰夫 ラテン・アメリカの環境と資源
東南アジアの地域性と風土 宮坂四郎
ロイ・ケンフー ヨーロッパの地域性と風土
日本の地域性と風土 佐々木博 佐々木博
地域調査法(1 ) 正井泰夫・佐々木博 日本の地域性と風土 斎藤 功
地域調査法(1 ) 佐々木博 .13林 明
1982年度
地域研究論 正井泰夫 1986年度
アメリカの地域性と風土正井泰夫 地域研究論 佐々木博
カナダの地域性と風土 正井泰夫 アメリカの地域性と風土 矢ケ崎典iを
ラテン・アメリカの地域性と風土 ラテン・アメリカの地域性と風土
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松本栄次 松本栄次
ヨーロッパの地域性と風土 ヨーロツノfの地域性と屈はこ
佐々木博 佐々木博
地域調査法(1 ) 佐々木博 地域調査法(2 ) 佐々木博・ 1:1)1
1987年度 1993年度
地I或研究論 佐々木博 地域J出究論 佐々木 1~ll
ラテン・アメリカの地域性と風土 アメリカ研究ni~習( 2 ) 1=¥ J 1 正ほか
松本栄次 アメリカの地j或性とj風土 Itl)1 
ヨーロッパの地域性と嵐土 ラテン・アメリカの地域性とj武土
佐々木博 松本栄次
地域調査法(1 ) 佐々木博 ヨーロッパ研究演習 (3)佐々木 博
ヨーロッパの地域性と原L土
1988年度 佐々木陣
地域研究論 佐々木博 地域調査法(1 ) 佐々木 i専・ li:r)1 五:
ラテン・アメリカの地域性と風土
松本栄次 1994年度
ヨーロッパの地域性と風土 地域研究論(1 ) 佐々木持
佐々木博 アメリカ研究演習(1 ) 中)11 正ほか
地域調査法(2) 佐々木博 アメリカの地域性と風土 中)1 .iE 
ラテン・アメリカの地j或性とj武土
1989年度 松本栄次
地域研究論 佐々木博 ヨーロツノ叫iJf究j寅習(1) {左々 木 j専
ラテン・アメリカの地域性と風土 ヨーロ yパの地域性とHR土
松本栄次 佐々木博
ヨーロッパ研究概論(2 )佐々木 博 地域調査法(2 ) 佐々木博・中)1 正
地域調査法(1 ) 佐々木博
1995年度
1990年度 地域研究論(1 ) 佐々木陣
地域研究論 佐々木博 アメリカTiJf究演習(2 ) 仁1])1 正ほか
ラテン・アメリカの地域性と風土 アメリカの地域性と風土 中)1 正
松本栄次 ラテン・アメリカの地域性と風土
ヨーロッパの地域性と風土 松本栄次
佐々木博 ヨーロッパ研究演習 (3)佐々木 博
地域調査法(2 ) 佐々木博 ヨーロッパの地域性と風土
佐々木博
1991年度 地域調査法(1 ) 佐々木 i専・1=1:)11 正
地域研究論 佐々木博
ラテン・アメリカの地域性と風土 1996年度
松本栄次 地域研究論(1 ) 佐々木 1専
ヨーロッパの地域性と風土 カナダの地域性と風土 村.LJ 祐司
佐々木 1専 ラテン・アメリカの地域性と嵐土
地域調査法(1 ) 佐々木博 松本栄次
ヨーロッパ研究演習(1 )佐々木 博
1992年度 ヨーロッパの地域性とj武土
地域研究論 佐々木博 佐々木博
アメリカ研究演習(1 ) 中)1 正ほか 地域調査法(2 ) 佐々木博・村山祐司
アメリカの地域性と風土 中)1 正
ラテン・アメリカの地域性と風土
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1997年度 地理教育論 jijJ倉隆太郎
地域研究論(1 ) 佐々木 i専・ネ:J"iJJ 祐司 地理学特講 正井泰夫
カナダの地域性と JITt~土 村iJJ 祐司 地理学mJ-外実験 iJJ本正三・石井英也
ラテン・アメリカの地域性と風土 I~l 然地理学特講 小野有五・河村 武
松本栄次 地誌学特講 佐々木 1専
ヨーロッパ研究概論(2 )佐々木 陣 地域調査法 正JI: 泰夫・佐々木博
ヨー ロツノ吋iJf究I寅Wi(2)佐々木 !専 地理教育研究法 ~Uj倉隆太郎・iJJ本正三・
ヨーロッパの地J!X'性とj武ゴニ 正井泰夫・佐々木博
手塚 章
地域調査法(1 ) 1ic々 木 1等・村UJ 祐司 1983年度
社会科教育学 朝倉佐太郎
1998年度 地理教育論 朝倉隆太郎
地域研究論(] ) 村Li 祐司・手j五 ヨz左f手zー 地理学演習 正~:I: 泰夫
カナダの地j或'1'1とj員二!こ 村山祐司 地理学野外実験 山本正三・石井英也
ラテン・アメリカの地j或tl:とj民土 自然地理学特詳}: 西j幸利栄・猪郷久義
松本栄次 人文地理学特講 佐々木 i専
ヨーロッパ研究演習(3 )手塚 章 地理教育研究法 車UJ倉隆太郎・iJJ本正三・
ヨーロッパの地域性と風土 正井泰夫・ rLqi幸手IJ栄・
手塚 与二，.~主C 佐 々木博
地域調査法 (2) 手塚 章・村山祐司
1984年度
5‘教育研究科(教科教育専攻社会科教青コー 社会科教育学 朝倉隆太郎
ス地理的分野) 地理教育論 朝倉iを太郎
1979年度 地理学特講 池田 宏・手塚 章
社会科教育学: 朝倉i径太郎 地理学野外実験 山本正三・石井英也・
地理教育論 jiUj倉隆太郎 ili幸手IJ栄・手塚 章
地理学演習 関口 武 自然地理学特講 P_gi幸手IJ栄・池田 rλJム『
地理学野外実験 高野史男 人文地理学特講 佐々木博
地誌学特講 西j華字IJ栄
1980年度 地域調査法 西j幸手IJ栄・ 11本正三
社会科教育学 @j倉i監太郎 地理教育研究法 朝倉佐太郎・山本 正三・
地理教育論 朝倉iを太郎 正井泰夫・西j華字IJ栄・
地理学特講 関口 武 佐々木博
地域調査法 正井泰夫
地理学野外実験 山本正三 1985年度
地理教育研究法 uρ!三 iE三・正井泰夫・ 地理学特講 池田 宏・手塚 章
朝倉隆太郎・関口 武 地理学演習 西j事利栄
地理学野外実験 山本正三・石井英也・
1981年度 西j幸利栄・手塚 コi寺』主
社会科教育学 朝倉隆太郎 池田 宏
地理教育論 朝倉佐太郎 自然地理学特講 西j幸手IJ栄・池田 宏
人文地理学特講 佐々木博 人文地理学特講 佐々木捧
地理学演習 正井泰夫 地域調査法 西j撃手IJ栄・山本正三
地理学野外実験 iJ.1本正三 地理教育研究法 山本正三・西j事手IJ栄・
地理教育研究法 佐々木博・iJρ!ζ 正三・ 佐々木博
正井泰夫・朝倉iを太郎
1986年度
1982年度 地理学特講 池田 宏・手塚 章
社会科教育学 朝倉経太郎 地理学演習 西i幸利栄
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地理学野外実験 ilJ本正三.;Cij:l: 英也・ j也誌学特 ~iW fm!幸手IJ栄
沼津利栄・手塚 首一 . 地域調査法 凶洋平IJ栄.iJJ本 JE三
池田 宏 地JW教育1iJf.究 ä~ 篠原 IJj1it .西洋平IJ栄・
自然地主n学特講 im!宰不IJ栄.?也EI 宏 L1.本正三・石井英也・
人文地理学特講 佐々木博 手塚 草
地誌学特誠二 c. J{ンダメイヤー
地域調査法 i垣J幸利栄・ LJ本正三 1990年度
地理教育研究法 山本正三.im!宰利栄・ 地;t!!I教育論 i臨ml 1日制t
佐々木 i導 íJ}~代全1:会」教育特論 篠JJj{ Ili: tltほか
j也理学特講 j也1 宏・手塚 章
1987年度 地理学UI}外実験 山本 XE三-西洋利栄・
地翌日教育論 篠原 1l(3tlt 石井 !Jr tl1 .池田 宏・
国際空H解教育論 篠m{ li31it 手塚 1三・者一一.
地理学特講 池田 宏-手塚 3一ーt三"i 自然地理学特訊 I~百 j幸手IJ 栄・池IJ:J 宏
地理学演溜 西洋平IJ栄 人文地理学特講 佐々木時
地理学野外実験 LlJ本正三・石井英也・ 地誌学特講 !国洋平IJ栄
西洋平IJ栄・手塚 章 地域調査法 fm i幸利栄.LL!本正三
j也EB 宏 地理教育研究法 篠原Ilij}ilt . im i幸平IJ栄・
自然地理学特講 西l幸利栄.?也lJ3 宏 1本正三.?liIJ 宏・
人文地J1学特講 佐々木博 手塚 章
地誌学特講 C ノ〈ンダメイヤー
地域調査法 TLfi宰キIJ栄・ ilJ本正三 1991年度
地理教育研究法 西j宰キIJ栄・ IjJ本正三・ 地理教育論 篠原 Ilj 1iij~ ほか
石井英也・手塚 一~三一i 「現代社会J教育特論 篠原 lIi3 h:lt 
地理!学特;Wi 池i五 宏-手塚 よitβL 
1988年度 地理学野外実験 西洋利栄・石井英也・
地理教育論 篠原 1日雄 池田 宏・手塚 1で一」ドき言一f
国際理解教育論 篠原 Ilt11i: 自然地理学特議 f}_lh幸平IJ栄・池IJ 宏
地理学特議 池田 宏・手塚 二一三3三ι一3 人文地理学特諮 佐々木博
地理学野外実験 ilJ本正三・西深手IJ栄・ 地域調査法 i出深キIJ栄ほか
石井英也・池田 宏・ 地理教育ijf究法 I 篠原Iltlt~t ・西深手IJ栄・
手J家 3-2dヨb2-二 池田 宏-手塚 エ叶苦ー
自然地理学特講 西洋不IJ栄・池田 宏 地理教育研究法豆 議j京 IlB雄
人文地理学特講 佐々木 i専 地JlII教育演習 i案j京lJij雄
地誌学特講 西 i~堅手IJ栄
地域調査法 西洋平IJ栄.LJ本正三 1992年度
地理教育研究法 篠原Ilj雄・西洋平IJ栄・ 地理教育論 篠j京I1B雄
山本正三・石井英也・ 中等社会科教育学特論 篠j京 l1(j tfJ:ほか
手塚 コ-Ia主・一3 二 地理学特講 池日:1 宏-手塚 1手UつL
地理学野外実験 j也m 宏・斎藤 功
1989年度 自然地理学特講 池田 宏
地理教育論 篠原 I1B雄 人文地理学特講 佐々木博
「現代社会J教育特論 篠j京I1j雄 地理教育研究法 I 篠原 IlBtfJ:・池田 宏・
地理学特講 池田 宏・手塚 達一子 斎藤 ;ちIj
地理学野外実験 山本正三・西j華字IJ栄・
石井英也・池田 宏・ 1993年度
手塚 者一 地理教育論 篠原昭雄
自然地理学特講 西j華字IJ栄・池田 宏 中等社会科教育学特講 {謀長~l IJB雄ほか
人文地理学特講 佐々木 1専 地理学演習 鈴木硲ー・手塚 ~手ιo 
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j也)虫学日!1'外実験 j也El3 宏・斎藤 功 地理教育論 井13 仁康・西脇保幸
I~I ~民地翌日学特講 松本栄次・鈴木裕一 地理教育i3f究法 I 斎藤 功・池田 宏・
人文j也酒!学特講 佐々木持 日H本 i現・松本栄次・
地域調査法 池田 宏-斎藤 J) 手塚 章・鈴木裕一・
j也JlH教育研究法I 篠原 l(jMt・松本栄次・ 井田仁康
斎藤 ヰJ)
1997年度
1994年度 地理歴史科教育学 井出仁康ほか
地理学特講 鈴木裕一・手塚 3一f~ì一ニ2 中等社会科教育学特講 井13 仁康ほか
地理l学liJ外実!投 池田 宏・斎藤 J)・ 地理学演習 井出仁康・斎藤 J}J . 
鈴木裕一-松本栄次 手塚 章
I~l ~在地理学特講 松本栄次・鈴木裕一 地理教育論 楼井 i明久・井出 仁按
J也誌学:~見守背 斎藤 功・田林 i明 地理学野外実験 池田 宏.EI林 明・
地域調査法 j也田 宏-斎藤 功・ 手塚 章・鈴木裕一・
鈴木裕一 井町仁康
地主tl!教育研究法I 松本栄次・斎藤 J-) 自然地理学特講 鈴木裕一
ほか 人文地理学特講 田林 明・手塚 章-
井出仁藤
1995年度 地域調査法 池田 宏 .1韮林 i明・
地理教育論 井出仁康 鈴木裕一
中等社会科教育学特議 井出仁康ほか 地理教育研究法I 斎藤 功・池田 宏・
地理学演習 手塚 章.~:I二回 仁康 田林 明・松本栄次・
地理学野外実験 斎藤 功・池田 宏・ 手塚 章・鈴木裕一・
13林 i現・鈴木裕一 井出仁康
自然地理学特講 鈴木裕一 地理教育研究法E 田林 明
人文地理学特講 斎藤 功 .13林 明・ 地理教育演習 田林 明
井13 仁康
地域調査法 j也13 宏 .13林 i明・ 1998年度
鈴木硲一 地理竪史科教育学 井田仁康ほか
地理教育研究法I 斎藤 功・池田 宏・ 中等社会科教育学特講 井田仁康ほか
13H本 i拘・松本栄次・ 地理学特講 斎藤 功・森本健弘・
手塚 章・鈴木裕一・ 井田仁康
井忠仁康 地理教育論 渋沢文珪・井田仁康
地理学野外実験 斎藤 功・池田 5.十ム， 
1996年度 田林 明・井田仁康・
地理歴史教育学 井13 仁廉ほか 森本健弘
中等社会科教育学特講 井13 仁康ほか 自然地理学特講 鈴木硲ー
地理学特講 井田仁康・手塚 与こ白主， 地誌学特講 井田仁康・斎藤 功・
地理学野外実験 斎藤 J}) .池田 宏・ 田林 明
田林 IV~ ・鈴木裕一・ 地域調査法 池田 宏・田林 明・
井出仁康 森本健弘
自然、地理学特講 鈴木裕一 地理教育研究法I 斎藤 功-池田 宏・
地誌学特講 斎藤 功.13林 明・ 田林 明・松本栄次・
井出仁康 森本健弘・井田仁康
地域調査法 池田 宏.[宮林 明・ 地理教育研究法E 田林 明
鈴木裕一 地理教育演習 田林 明
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N-2 卒業論文および進諮の一覧
1. 自然学類
執筆年度|氏 名 卒業論文題目 卒業後の進路
1977 I安藤 1'IJ 新潟県見附rl1および栃尾市におけるj史家の就業
構造
東京成徳学!盟→新潟県教員
1978 
高地 敬 地域的組織からみた地域の性格一茨城県新
治郡桜村妻木地区を事例として一
代田和年 土ililjrj:l域通り潟市街における商応業種の推移 群馬県教員
よりみた地域の変化
村木徳一 交通事故の地理学的研究一士jilirl1を例として一 日本道路公証!
和田雅之 居住地域開辺のメンタルマップ形成について 地球科学研究科→自営業
一大学生を事例として一
チ1:関 俊~ijlì 新潟県内人仁j移動の因子生態 環境科学研究科
伊藤 悟 茨城県北部における自動車交通流の分析 地球科学研究科→金沢大学
梅内 康博 北海道における交通流動と都市特性の関係およ 教育研究科→柄蔭学間
びその変化
数野Il{j仁 新潟市における公害問題 山梨県f"r
菊地 俊夫 アメリカ合衆屈における都市地理学および者151'1 地球科学研究科→東京都立
研究の展望 大学
木本輝生 ソ連邦における経済地域の概念 藤和不動産
栗又 待 茨城県南東部における藩政村の地理的性格 茨城県教員
杉野光明 長野県における機能・結節地域 環境科学研究科→自営業
吉田藤徳 茨城県における労働力移動とその経年的変化 教育研究科→埼玉県教員
1979 1 石川産美 九州地方における都市の発展に関する研究 医学研究所→主婦
1980 
石沢 宏 観光農i認の地理学的考察一茨城県千代田村 環境科学研究科→東京荒川
と山梨県宮町を例として一 区役所
越智 偉 茨城県県南・県西地域における道路網の変容 藤井学問高校→塾経営
後安 学 土il1-fliにおける駐車場ーの分布と成立要因 すかいらーく本j苫→自営業
笹谷康之 筑波研究学国都市における景観の類型化と選好 環境科学研究科→地域開発研
に関する研究 →立命館大学
篠原敏章 茨城県出島村における人口変動の地域性 東急不動産
山崎栄一郎 人口の社会的・経済的要因からみた岡山県の地 東京放送
域類型
石原 孝一 関東地方における都市の成長に関する研究 マルマン
大関泰宏 都市内人口移動の空間的拡散分析 地球科学研究科→文部省
角海紀雄 栃木県かんぴょう生産地域における農業経営 教育研究科→栃木県教員
一上三川町下多功下坪地区の事例一
佐々木啓 盛岡市における喫茶応の立地および営業形態に 岩手県教員
関する研究
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執筆年度!氏名 卒業論文題自
1980 I 繁秒i義_- I?fIi市における医療留の構造 ????
? ?
?
??
?
? ?
?
??????
? ? ???? ?
? ? ?? ?
藤本 正俊 東京都千代田区における高層建築物の垂[宜的機 日本交通公社
能分化
1981 青木弘之 主婦による日々の生活移動の特性一栃木県 環境科学研究科→長銀シス
壬生Ilfj"壬生地区を事例としてー テム開発
阿南 崇 長野県菅平における通年営業民宿の発展 教育研究科→慶応義塾高校
石掛~俊 茨城県における機能地域構造に関する研究
:)1: E! 仁康 日本における国内航空旅客流動とその発生要因 地球科学研究科→筑波大学
小柳 尚 横浜市における因子生態の研究 福島県IY→中央大学
高沢美子 栃木県東部におけるゴルフ場の利用密 オリエンタルモータース→
主婦
古田辰也 南房総における花芥栽培地域の動向ーカー 独協埼玉高校
ネーション栽培を事例として一
1982 加藤 j定雄 養殖業の導入に伴う宇和海漁業の変貌 海外青年協力隊→学研
福井和弘 茨城!票j坦村におけるメロン産地の形成と発展 岐阜県教員
丸山浩明 浅間山麓南西斜面における農業の空間構造 地球科学研究科→金沢大学
宮本 明 石下町における在来工業と近代工業の存立基盤 茨城県教員
iJJ下 宗寺IJ 大阪市都心部における土地利用の垂直的機能分 地球科学研究科→佐賀大学
イヒに関する研究
iJJ本照男 茨城県牛久町における宅地開発の進展と住宅団 損害保険料率算定会
地の特性
山本 充 奥会津の山村館岩村における生活形態の変化
一水引集落を中心として一
1983 I天野真哉 広島県五日市IlfJにおける集団住宅地入居者に関 教育研究科→広島県教員
する分析
地球科学研究科→埼玉大学
安藤俊彦 郡山市中心部における小売・サービス業の立地 さが美→自営業
に関する地理学的考察
小林岳人 神奈川県におけるパス旅客の交通圏 教育研究科→千葉県教員
鈴木常泰 茨城県豊里1汀における消費者買物行動に関する 茨城県庁
地玉虫学的研究
宮原弘匡 東京都江戸川区における緑地空間の変遷と分布 教育研究科→長野県教員
特性
八野雅弘 丹後・加悦町の絹織物業の地域的展開 兵庫察庁
1984 I遠藤広幸 米沢市における和牛飼養の地域的展開
近藤 寛 神奈川県における原動機付自転車の普及過程 第一勧業銀行
八尾重樹 郊外型レストランの地理学的研究一千葉県 アメリカンファミリ一生命
松戸市を事例として一
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執筆j~三度|氏 名 卒業論文題 I~I 卒業後の進路
1985 I穴浮孝雄 土地問n聞からみた土?ili学i量級沿線地域の地 香川県庁
理学的研究
1986 
1987 
蹟i頼康豊 力n入電話の分布に関する地J_:m学的研究 丸Jl:→福武者:);î~ 
森本健弘 茨城県八千代町'の陸1の転換に伴う農業経営の 地球科学研究科→筑波大学
変化
[_Ui宰 :iE 横浜駅前地区における地下空間の地主H学的研究 住宅・都市整備公団
LLIIご 世j 地理学における人文主義的アプローチに関する 地球科学矧究科→長1奇大学
展望
許 {年r* 1:!I:gj.海f'7:i!*jHi東部の丘陵地における熱帯作物 大阪外国語大学
栽培の地理学的研究
司J)l1 ~l'ÆキIJ 横浜市神奈川区大口商J;~~1誌の内部構造 桐i法学i重i高校
伊藤 英樹 横浜市における緑地の分布と変容に関する地理 ij:岩手u不動産
学的研究
今井理恵 筑波研究学間部iliにおける主婦の生活行動 1洋)芯県教員
一並木._j二大fij豆地区を事例として一
呉羽 正1日 長野県高山村における鋭光地域の地理学的研究 地球科学研究科→愛媛大学
小林陽子 茨城県における教育機会の地践的差異 教育研究科→大安多摩高校
森 まり子 東北地方における女性労働力の産業構成に関す 日本!期工会議所
る地理学的研究
植木 勲 新潟県松代Ufにおける出稼ぎの地理学的研究 新潟県教員
金子早f青 都市イヒに伴う荒川 fdiL高水敷の利用の変選と現 埼玉県教員
j犬
桜井 隆之 茨城県八郷町における果樹栽培の地域的特性 土ìïl~ EI大高校
佐藤かつ江 茨城県利根I!lTの宅地開発にともなう農業経営の オリエンタルモータース
変化
塚越美江 京葉1~7，i1íJ [j~立地における土地利用構造 群馬県教員
三橋治志 茨城県真壁J!汀における石材加工業の生産構造 教育研究科→1:1本総合研究所
1988 ，井 理史 京都市における鉄道端末交通からみた京都市の 京都市役所
駅勢L壁i構造
稲葉 Ilj引I)J 静i両県浜松市における住宅地の発展過程 静岡県r=i"
植木玲一 茨城県における酒造業の地域的展開 )1越東高校
篠崎佳之 栃木県小山市におけるモータリゼーションに伴 栃木都市計画センター
う中心、市街地の変容
長佐知子 茨城県における高等学校への通学構造 教育研究科→海外青年協力隊
永谷 真一 位ー帯の社会的属性と買物行動の関係 科学教育研究会
芳賀 博文 東京都中心部における高層ビルの立地特性 地球科学研究科
林 秀司 福!両県立花Jlf]"におけるキウイフルーツ栽培の菅 地球科学研究科→九州大学
及過程
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執筆年度!氏名 卒業論文題目 卒業後の進路
1988 I平野 聡 コンテナリゼーションを通した横浜港の地理学 環境科学研究科
的研究
水越 1宇治 パス交通ネットワークからみた東京東部におけ 聖徳学園高校
るtr:i節体系
187 
山本一彦 パーソントリップ流動からみた茨城県目立市の 環境科学研究科→北海道関
地域構造 発コンサルタント
1J本高史 山梨県竜王町における住宅地化の地理学的研究 山梨県庁
1989 I 瀬尾英一郎 東京都における市街地再開発事業の展開とその ホンダ技研→
地域的性格
高iJ-1 {j_y久 関東地方における交通事故の地理学的研究 東京電力
高橋英夫 新東京国際空港開設に伴う隣接地域の変容 東京電力
一新空港自動車道周辺を中心にして一
問中 直人 福井県若狭湾沿岸地域における観光地域の形成 パイオニア
i賞[t立 正史 ilj縄県における離島問定期交通の地理学的研究 地球科学研究科→筑波大学
堀内俊樹 工場の進出に伴う辰野町の農村地域の変貌 辰野信用金庫
1990 1 飯田 博之 小売広の郊外への出庖形態に関する地理学的研 静岡県教員
究一浜松市の事例一
尾崎 正仁 山梨県芦安村における転出者の属性とその移動 教育研究科→山梨県教員
要因
鹿嶋 洋 IC工業の生産体制と空間構造一大分県・東 地球科学研究科→三重大学
芝大分グループの事例一
)1 田 徹 日本における輸送機関別にみた地域的貨物流動 山形市役所
/¥ター ン
小池健一 東京大都市圏周辺部における土地利用構造 ファイナルリサーチ
一埼玉県志木市の事例一
1N1J島康子 茨城県つくば市大字栗原における農業的土地利 地球科学研究科→東京学芸
用の変化 大学
田村美香 北海道別海町野付地i茎における資源管理型漁業 北海道放送
の地理学的研究
1991 1 飯田 太 大手スーパーの自社配送センターの立地と配送 千葉県教員
に関する地理学的研究 一関東地方の事例IJ-
淡j可搬子 横浜港の公共埠頭における輸入青果物の流動 富士銀行
谷本 美穂、 ファミリーレストランの立地動向 NEC 
本I1J有希子 横手市における市街地の発達過程 愛国学醤附属高校
正清純子 児童の1ft界認識に関する地理学的研究 オージス総研
松重恵、介 竜ヶi崎ニュータウン北竜台地区居住者の住居移 計量計画研究所
動
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執筆年度|氏名 卒業論文題目 卒業後の進路
~l 吉田 賢南 青森空港における航空貨物に関する地理学的研 環境管理センター
究
吉El3 英彦 ハンターマウンテンスキーボ、ウ jレ塩原の立地と STT開発
その特徴
1992 1新井智菩 日本における新電話通信ネットワークのシミュ QUICK & ENICOMシステ
レーション分析 ムス
金井克倍 新宿駅周辺地区における地下空間の特鍛 藤和不動産
小口 正之 茨城県石岡市における埋葬の分布からみた地域 常陽銀行
特性
田島寛之 神奈川県相模原市におけるパーソントリッフ。流 小田急電鉄
動と地域の社会的・経済的属性との相互関連性
広日3 藤太 鎌倉駅東口高信街の内部構造 日本旅行
藤田聖二 京都府における郵便輸送ネットワークの形成 臼本道路公団
渡辺 純 大都市圏周辺部におけるコンピニエンスストア 富士通BSC
の立地に関する考察 一茨城県つくば市・埼
玉県春日部市を事例として一
西本 勇 ヨルダンにおける農業生産と農産物の輸出入 広商事
1993 1相)1 泰行 鹿島港における飼料コンビナートの形成 日立市役所
稲垣 亘弘 茨城県つくば市および土浦市における大学生の K工房
距離・方向認知
岩田 健司 群馬県草津町における観光地の変容
江口 勇次 回会における内閣総理大臣演説の政治地理学的
考察， 1947-91年
大矯重夫 滋賀県大中の湖干拓地における協業体農業
荻田 i主嗣 明治期以降の三重県における中心地システムの
変容
小塚良子 日本における食fI誉好の地域性
l)gl土計画
公共計画研究所
つくばソフトエンジニアリ
ング
佐々 木喜一郎 東京大都市圏における犯罪発生の分布パターン 東洋情報システム
とその発生要因
菅 陽子 広島市におけるコンピニエンスストアの立地に 地域研究研究科
関する一考察
塚本)1貫一部 千葉県鎌ヶ谷市における住宅地の形成 千葉県庁
鳥取美千恵 ヨーロッパとアジアの国歌にみられる地域的差 薬事自報社
異
中)1 勝弘 徳島県上板地方における和三盆糖生産地域の研
タモ
仁平 尊明 茨城県友部町における花きi翠芸の存立基盤 地球科学研究科
- 78-
189 
執筆:fjミj交 氏名 卒業論文題目 卒業後の進路
1993 福井!日]美 北海道における官公器立地からみた都市の階層 教育研究科→北海道教員
構造
藤原 1'IJ夫 東京都心部における外白金融機関の立地特性 第一生命保険相互会社
本間 関IJ 大都市i習における新開配布に関する地理学的研 朝日テクノ
究
丸山泰弘 新潟県柏崎メIJ羽原子力発電所の立地に伴う地域 武蔵工業大学付属信州工業
の変容 高校
森口 i陀美 1:1~1駅東日商業地域の内部構造とその変容 茨城県庁
安EH 育子 東京231Rにおける可燃ごみ・分別ごみの収集僅! 横浜市役所
在j中
する改善策の検討 ー京浜大都市留について一
長j毛欣亮 !ヨ本におけるサッカーからみた地域差に関する 西武吉貨j苫
一考察
1994 桑原知子 つくば市における大学生の生活行動 帝国書院
小林篤史 関東地方における公共図書館の地域的差異 中央出販
機井 静止 東京都および茨城県における外国入居住者の地 地球科学研究科→アルク
域的分布
城地俊任 世界的都市群システムの形成に関する地理学的 サイゼリア
研究一航空交通を指標として一
I村 匡輝 わが国における結核発生の地域的差異とその変 教育研究科→明治学医j高
モー
平井 言f& I字国地方における市町村l'Mj人口移動の構造 地球科学研究科
山本良介 世田谷区二子玉JIの再開発の進展 サークル K・ジヤノfン
大田 久人 茨城県つくば市における産車農家の農業経営
佐藤 覚 駅構内の看板広告からみた小田原の地域像 郵政省
初j畢克洋 千葉県白子町・仁1:1里地区におけるテニス民宿地 ピーシステム
域の形成
1995 神坂卓志 関東地方におけるスーパーマーケットの立地展 英会話学校講師
m~ 
滝隆一郎 横須賀市中心商業地域の内部構造 自産火災海上保険
字)11 裕一 茨城県里美村七反・問見集落における生産活動 三井物産林業
と社会組織
高檎 勝 地方航空の国際化に関する地理学的研究 インテック
高木善行 裏磐梯におけるスキー観光地域の形成
田中豪一 土浦市における居住環境の空間構造 教育研究科→茨城県教員
松本 恵 明治・大正期における東京西部の土地利用に関
する考察
山11奇 統 柏市における小学校通学包域の変遷と地域差 新潟県教員
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執筆年度 氏名 卒業論文題 I~l 卒業後の進路
1995 吉向 未来 永井静風下すみだ)1J における景観と場所のイ
メージ
)1村 昭彦 農地転用によるJ-.地平IJ)lJと土地所有の変容過程 環境科学研究科→清i読書院
一岩手県盛岡市近郊を事例として一
1996 1 新井良平 日本における民間放送テレビ局の番組ネット 三井ホーム
ワークからみた情報の地域構造
1997 
今村倫子 食品を通してみる場所イメージに!期する研究 開文相;
一茨城県つくば市を事例として
子Ij1ilJ慎 J 郎 日系企業のマレーシア進出における立地展開 第一一‘勧業銀行
黒JI {IJ也 鹿角T!1における観光資源の活用 トヨタカローラ秋山
佐藤 大祐 伊豆半島松崎IlfJ・雲見における集落の持続的性格 地球科学研究科
鹿野広己 上場企業の企業行動にみる金融の地域特性 デイ・エス・ケイ
~jJI:健太郎 東京大都市i習における人仁i移動の地域構造 環境科学研究科→浜松市役所
lJ 島 教次 相模原市における高山街の業種構成とその変化
EB仁1" 持j:Ti'i 自動車交通アクセシピリティ変化の評価モデル 地球科学研究科
に関する研究一東北地方を事例として一
牧野 異司 近年の向liJ奇市における地価分布からみた地域構 玉Wj-総合コンサルタント
造の変化
渡辺秀之 奈良市住民の居住地選好に関する研究 帝国書院
竹田真由美 茨城県ひたちなか市におけるコンビニエンスス
トアの立地展開
大平 真 茨城県美浦村における住民の就業特性 イノアックコーオfレーション
佐々木龍高 秋田市における大型忠告Iiの立地と商業地域構造 秋13j;良行
志村信幸 東京大都市圏における大学生の生活行動 地球科学研究科
山下亜紀郎 金沢市中心地区の居住地域構造 地tR科学研究科
桜井康一 宮城県利府町におけるナシ栽培の展開と維J守安 日本交通公社
IEl 
白木信彦 離島における農業経営の特性一東京都小笠 Ilj文相:
j京村父島を事例として一
P~ :jj: 進 岩手県石鳥谷町における!)んどう栽培の展開 )1徳
IJ、長手i]宏 九州における国際観光の地域的展開 大分県教員
樋口 正樹 旅行パンフレットからみた場所のイメージ差異 富士通ソーシャルシステム
エンジニアリング
小原 幸人 東京大都市i習における劇場利用の地区別性格に
関する{iJf究
後藤 芳春 i室内航空ネットワークの変化
首頭 一広 オフィス機能の郊外分散に関する地理学的研究 富士通情報通信システムズ
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執~rl :f lミ)支 氏名 卒業論文題目 卒業後の進路
J997 岩m:;1)宏 カナダにおける日系企業の立地変化 フ。ライスウォーターノ¥ウス
コンサルタント
小半晃己 松戸市に居住する高齢者の居住環境に対する意 北海道庁
j故
日向 大樹 近接性からみた山形市における生活環境分析 ;rJ黒1日]農協
美濃部篤 宅配便システムに関する地理学的研究 地球科学研究科
)1村 直貴 日本における音楽の選好の地域差と空間的拡散 菌研
の研究
九頭見晃 茨城県における通勤留の地理学的研究 第一生命保険相互会社
曽山智弘 京浜地域におけるソフトウェア産業の立地展開 リードレックス
千j京泉子 文学作品の地理学的解釈の試み一宮本輝 自営業
「告が1J の舞台・富山を事例にして一
1998 I五十嵐 附 東京都における楽器小売自の立地に関する地理
学的研究
岩j戎 j間 関東・東北地方における EllJ紙購読の地域的差
異
大江 産車ilr 関東地方における認知地図の相対的歪みとその 環境科学研究科
傾向 一筑波大学生の認知地図分析から一
大住'慎一郎 1:j:J留における自動車産業の発展 中央出版
小松誠幸 日本における人口移動の時空間構造
佐々木緑 過疎化 il~村における住民の生活行動ー岩手 地球科学研究科
県玉山村薮)11地区を事例として一
佐藤竜太 日本における乗用車販売台数の地域的傾向 東京海上システム開発
中島卓朗 関東地方における通勤流動パターンの変容
楢j京 一雅 衣料品小売j苫の特性からみた広域中心都市の差
~)1 
:JHliJJ 貴宏 つくば['1における青果物の販売と流通 環境科学研究科
福田和雄 東京大都市圏における郊外核の特性 地球科学研究科
三木健志 日本における高校野球に関する地理学的考察
村上博彦 岩手県における若者の方言使用に関する一考察
2.比較文化学類
執筆年度|氏 名 卒業論文題目 卒業後の進路
1978 I 大八木智一 ドイツ連邦共和国における人口集積の地域的展 地球科学研究科→三菱総合
間 研究所L
柿沼俊雄 新座市における市街地化と農家の対応形態 塘玉県庁
ーとくに「線引き」との関連でー
北須賀逸雄 Ifヨ箪用資産の転用による工業地域の形成過程 愛媛県教員
-81-
192 
執筆年度|氏 名 卒業論文題 I~I 卒竺竺些
1978 I小池隆俊 材料・用途からみたわがIJの家屋型の分布パ F-l本放送協会
?? ?
ーーー-ー-ーー一一一一ーーーー一一一一一一ー町田ーーーーーー一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーーー一一一ー一一ーーーーーーーー一一---ー一一『ーーー
小宮正美 宇都宮市およびその周辺部にみられる石造建築 帝図書院
物の立地過程一民家の文化地理学的考察一
矢沢 要輔 長野県における通勤・通学園の均的ど 長野県教員
山野辺雅久 茨城県における栗栽培地域のjiJr~i:一千代田 福島県庁
村を伊jとして一
J979 I m嬬幸夫 フィリッピンにおける「緑の革命」についての 警視庁
考察
f床 j司有I~f支 離島問題と離島振興政策 日本道路
上日1 雅子 The Cultural Point of Vie¥v in American Geog- 地域jiH究研究科→富山県教
raphy 
尾崎浩司 土浦市における市街地の景観的地域分化 富士通
加賀美雅弘 医学地理学の訂E立とその方法論的考察 地球科学研究科→東京学芸
大教育学部
キ1~1 雌;言] 1窪田」の地域的展開に関する a考察一豊 茨城県教員
里IlD-の場合一
門脇 [巨人 わが国における宿泊観光地域の拡大に関する一 近畿日本ツーリスト
考察
菅野 光裕 シンガポールにおける輸出指向工業化 福島県教員
栗原 茂夫 九十九里浜における民宿地域の形成と変容 日本交通公社
清水高史 東京区部における緑地空間の変容に関する一考 埼玉県教員
宰X
/Jミ
鈴木正子 勝沼IlfJにおける観光果樹地域の形成 前JI製作所
出井1=1:1秀公 常磐線沿線の都市化の進展一松戸市と取手 三越
市の住宅地開発を例として一
中)11 正 家庭電力泊費に関する地理学的研究 地球科学研究科→三重大学
人文学部
線本 勉 茨城県における食肉加工資本の進出と養豚業の 千葉県教員
地域的変容
松永陽子 佐久地方の電気機械工業における労働力の地域 教育研究科→主婦
的展開
1980 I小林 滋 東京区部における「ミニ開発」に関する一考察 教育研究科→慶応大学付属
高校
ト西村謙治 函館市銀座における「火妨線建築」の機能変化 写研
村越 弘 那須野ヶj京における酪農の発展とその要因につ 栃木県教員
いて
森)1 祐司 真壁石材業の地域的展開 ミサワホーム
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執筆ij三度|氏名 卒業論文題自 卒業後の進路
国際協力事業団1981 I槌向島卓巴 関東地方における農業の空間構造一メア
シュデータによる土地生産性の分析一
)1)京牧子 水E l都農地域の形成一茨城県東村本新島関 東京都教員
発の事例
原沢正彦 鏑)1流域におけるコンニャク芋栽培の地域的展 埼玉銀行
Jjp.J 
星 中'IJ- 消費者貨物行動の空間的パターン ー茨城県 横河ヒューレットパッカー
茎IU奇村を事例としてー ド
イ衣i王i 誠 甲府バイパスにおける商業地区の成立と機能 三菱商事
)J品坂 1吉久 宮城県豆諸IJlJにおける水稲作の展開 宮城県教員
渡辺敦子 東京都台東区における人口構造の変化 教育研究科→東京都教員
1982 1 中口毅博 静岡市街地における商業・サーピス業の分布と 社会調査研究所→埼玉大
地域構造 (非)
服部 誠 iJ_J村における親類結合の変貌に関する一考察 愛知県教員
一岐阜県上石津町時山の事例一
林 俊樹 千葉県宇!llヶ浦1可における市街地化にともなう農 ジェネラルプランニング
家の対応
1983 I篠原秀一 臨海:集落の地域性に関する一考察一三浦半 地球科学研究科→秋田大学
島西岸長井の事例一 教育学部
高橋広道 北海道における農業地域の特性に関する一考察 藤和不動産
一荷広市の場合一
待真智子 駿州清水を中心とする和糖生産の歴史地理学的 歴史人類学研究科→東京学
研究 芸大教育学部
長谷川恵 都市再開発が都市構造に与えた影響一新潟 オリエンタルモータース→
市万代シティを例として一 (楠CRC総合研究所
1984 I秋本弘章 関東地方の農業地域構造 埼玉県教員→東京学芸大学
1985 
付属高校
安部憲文 米子市街地における小売業・サービス業の分布 教育研究科→長野県教員
とその変化
多EI 弘敏 長野県小布施地方における栗加工業 長野県教員
綿)1きよ美 福井市における住宅地域の形成 福井県立病院→主婦
望月久美子 山梨県勝沼町におけるワインの消費構造 山梨県教員→主婦
小笠原恵美子 ブラジル・アマゾンの関与を フジテレビ
行徳尚文 観光地化現象にともなう地域社会の変貌一式 自本交通公社
根島を例として一
小林和夫 ブナ帯iJ_J村における生業と利用空間の変貌過程 教育研究科→日本ネグロ
一秋田県鳥海町百宅の事例ー ス・キャンペーン
島田洋子 カナダ・カルガ 1)一市の形成と構造 自本交通公社
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執筆年度|氏名 卒業論文題自 卒業後の進路
1985 常見佳代 スペインにおける国内人口移動とその地域的特 社会工学研究所
徴
牧野健宏 生活環境特性と居住者の属性からみた名古屋市 国際協力サービスセンター
の居住地域構造 →神奈川県教員
松i両 道子 部li讃瀬戸走り島における生業形態とその存立基 1:本交通公社
盟主
1986 ¥石井久生 メキシコ市の都市発展と不法I:!i拠地区 地域研究研究科→:)!と玄女子大
杉野智仁 桜村ーにおける小売商業地域の形成 名古犀鉄道
須IJ 聡 丘陵地農村における就業構造の変遷 富山 地球科学研究科→!駒浮大学
県氷見1'1久米地区の事例一
東野直行 群馬県草津温泉集落の地域構造とその形成要因 日本放送協会
長沼由希子 アメリカ合衆国東部大都市におけるジエントリ リクルート
フィケーション
西尾幸代 鬼怒川中流域における土地改良の進展一飯 筑波大学研究生→主婦
沼)1沿岸地域と八liJJ堀川沿岸地域を比較して一
福原 由紀 ブラジル北東部・ペルナンプーコナト!における農 インテルジャパン
業的土地利用の地域的パターン
1987 1 秋丸直美 ファミリーレストランの地理学的研究一横 茨城県庁
浜市を事例として一
浦部浩之 農村部における新聞配布・講読に関する地理学 地域研究研究科，→国際政治
的研究一茨城県八郷町ーの事例一 学研究科
小川 雄二 千葉県手賀福周辺地域における農業的土地利用 千葉県庁
の変化
今日:J I{を徳 I':B鳥村における農業水平IJの地域構造 山形県教員
近藤 健 アメリカ合衆国南西部諸都市におけるヒスパ ツニブラトラベル
ニックの分布とその要因に関する研究
山口 j妻子 インドネシアにおける森林減少の構造 国際文化教育センター
橘 健一 ネパール農村地域における生活形態と土地利用 環境科学研究科→
ーカスキ地区ベグナス村を事官IJとして
1988 相浮直幹 都市化地域における生活組織と生活行動一千 千葉県教員
葉県市)11'の事例一
天谷健一 宇都宮市における商業地域構造 足利銀行
石井光彦 香川県丸亀平野における農村変容の類型に関す 東京海上火災
る研究
佐々木藤宏 秋田県における清酒流通構造の地理学的研研究 秋田銀行
平 誠司 ペルーにおける漁港の地域的特性 地域研究研究科→いのちの
ことば宇土
平)1 陽子 日本からブラジルへの出移民に関する研究 東京カレン
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執筆年度 i氏名 卒業論文題自 卒業後の進路
1988 I吉村忠1青 浜松市における住民行動からみた地域構造の解 地球科学研究科→国立福島
1989 
1990 
明 高専
協 礼子 神奈川県平塚市における中心商j苫街の地理学的 教育研究科→主婦
研究
l:71<-1立智子 つくば市洞下集落の景観構造 環境科学研究科→社会工学
1ijf究科
小11(;f 哲生 静岡県韮山町におけるいちご栽培地域の形成に 静問県教員
関する地理学的研究
甲斐譲二 常磐自動車道の開通に伴う地域の変容ー土 教育研究科→宮崎県教員
浦:1ヒインターチェンジ周辺地域を事例としてー
来城賢修 沖縄県恩納村における観光地域の形成 具志川記念病院
木村 京子 エスニック・コミュニティとしての中国入社会 栃木県教員
ーアメリカ合衆国の場合一
中司百合子 茨城県つくば市における芝産地の成立と展開 エトワール海渡
池田孝子 萩市における町並み観光地の形成と変容 高島屋
稲田哲也 日本における衆議院選挙結果の空間的分布とそ 教育研究科→第一航業(株)
の社会・経済的背景
j両国 佳久 宇都宮市におけるパス交通の特性に関する地理 日本エアシステム
学的研究
)11 鳥硲子 宇都宮市における商業地域の変容 ジャスコ
斉藤哲志 ソウル市における大学毘辺商業地区の地理学的 松下電器
考察 一梨花女子大学・慶照大学周辺地地区
を事例として一
宗国真理 カナダにおける首位都市転換とその要因ーモ 日産自動車
ントリオールからトロントへー
高島武士 散居村における生活組織の地理学的研究一富 富山県教員
山県砺波市!鷹栖地匿を事例として一
高橋 譲 アメリカ大リーグに関する地理学的研究 ワールド→吉原製油
中島正民 オーストラリアにおける日本人の観光形態 自営業
中野正人 愛知県西三河地方における定期市の地理学的研究 愛知県教員
野鳥浩司 横浜市緑IRにおける高齢者人口に関する研究 横浜市役所
山根法久 アメリカ住宅社会史一アメリカ的生活様式 フジテレピ
の形成-
1991 江藤佳織 越後湯沢におけるスキー場開発に伴う地域の変 住友ピザカード
容ー岩原スキー場の事例ー
大谷章史 わがI~ における第二次世界大戦後の航空交通に 野村システムサーピス
関する地理学的研究
大場有子 近代盛り j揚・浅草の変遷 教育研究科→昭文社データ
リサーチ
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執筆年度
1991 
氏名 卒業論文題自
佐藤嘉彦 茨城県総和1汀の工業化に伴う周辺地域の変容
卒業後の進路
秋田県教員
酒井貴己子 天竜JI中流域におけるiJ-1村の変貌 静岡県私立高教員
j事 遠大 アルゼンチン・輸出経済期におけるブエノスア 日本女子大学付属高校
イレス市の都市形成と卓越性について
武田裕美子 イスラムの都市空間
渡辺正和 シベリア開発の地理学的研究
歴史・人類学研究科→
地球科学研究科→富山県f{
職員
和田 崇 上海郊外における郷鎮工業の発展と農村の変容 広島県教員→地域交流セン
タ-
1992 I糸LJ 敏和 メキシコ市の環境問題一大気汚染を仁jコ心に一 環境科学研究科→
1993 
木田直秀 福井市における郊外商業地の性格 エコー
近藤佳美 八ヶ岳ft;j麓清里高原における観光地の形成 泉郷→
内藤美千代 都市生活における公菌緑地の地域的機能一束 仁i二i央住宅
京都葛飾区を事例として一
中村綾美 東京大都市函における埋立地の機能一千葉 滋賀県教員
県浦安市海浜地区を事例として一
j賓遺千歳 白秋文学における場所イメージの研究 一故 電源開発
郷相IJIの風景
松本 恵美 輪島市海士I汀における沿岸漁業の存立基盤 日本交通公社
見村手IJ嗣 茨城県江戸崎町における中心商j苫街の変容 九州電力
中野 文 ロンドンにおける王立公国の役割ーキュー 住友銀行
王立公i翠地域の変容を通して一
折式田由紀 福i両市天神地下街ーの地理学的研究 教育研究科→大妻女子大!明属
すさT
1百]
草原 輝 ドイツ連邦共和国における鉄道交通体系に関す 地球科学研究科
る研究
中JI 健 山梨県清里における観光地イメージの形成 教育研究科→聖徳学i翠高
長崎清美 首都圏における観光果樹地域の形成一千葉 常総;学院高校
県松戸市を事例としてー
橋本真人 都市再開発に伴う伝統的地域社会の変容一長 博報堂
野県松本市中心商j苫街を事例として一
森上智子 益田市における商業地域景観の比較地理学的研 教育研究科→島根県教員
クヒ
フL
11岸美樹 伝統的機業地域の変容一桐生市と足利子百の ケー・シー・エス
比較地理学的研究一
1994 尾崎佳子 静同県富士宮市における養鱒地域の形成 富士ロジテック
菊 硲之 観光都市伊東の地域変容 (中退)
岸田 真 人iコ高齢化の空間パターンとその考察 大日本コンサルタント
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執筆年度 氏名 卒業論文題 I~I
1994 切江真奈美 五烏列島におけるキリスト教集落の情造
卒業後の進路
福岡県1
197 
武村佳子 御宿町におけるリゾート開発に関する研究 プレス・オールタナティブ→
市:宗 千7台、 祇園祭から見た土浦市の地域性 トータ lレシステムデザイン
十)1 洋 つくば市における産地車送野菜に関する1iJf究 魚住農j室i→ポラン広場の宅配
ー「新鮮・安全・美n未のネ11話」一
増田慎太郎 山梨県山中湖村における住民の生活行動 ヨークマート
1995 I 上野香奈 東京都心部の人口構造と地域コミュニティに関 主婦
する研究 一東京都千代田区:;:ll1和泉町を事
例として一
香月 )}券行 現代社会における言語の空間的パターンー「新 福岡電通
方言J と流行語に関する考察一
坂下 恵 富山県氷見市における農村女性の就業変化 塾講師i
上余)1地区を事例として
志賀手IJ英 教育の社会地理学的研究一福島県いわき市 いわき市役所
を事例として一
i寄稿実央 花巻市における宮沢賢治に関わる地域振興 花巻市財団職員
中山陽子 つくば市の廃棄景観一不法投棄から見た地 中国地菌出版
域住民の帰属意識
西日3 賓j蛮 El本人が追い求めた富士一全国に分布する 測量業自営
富士山の分析から一
西村克彦 地域i呼称に関するイメージの研究一地名 普門エンタープライズ
「つくば」の記号論一
a見七重 失われた場所を求めて一原爆投下時の広島 農芸塾
における人間行動一
藤永 豪 北京市i宇l心部における都市的基盤の形成 地球科学研究科
1996 I市毛 淳 日本におけるゴルフ場の立地と地域的展開 大日本印刷
岩田j 信之 茨城県ひたちなか市における商業の変容 地球科学研究科
片山雅之 j盟国地帯における稲作経営の変容一茨城県 中国銀行
新利根1]"の例一
小松藍子 横浜中華街における「街づくり J 教育研究科
渋谷俊浩 文学作品に見る新指の場所イメージの研究 (倒昭和
I島由紀 臨海副都心構想、にみる都市空間の未来像一“未 熊本県庁
来都市"はどのように描かれたか
;雪深真由美 善光寺門前町における街並み景観の保全と地域 長野市役所
特性
森田原吾 新興住宅地の居住者が求める住環境の変容 阪急交通社
一奈良県ー西大和ニュータウンを事例として一
渡辺さえか 神奈川県鎌倉市における緑地保全に関する住民
活動
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執筆年度
1997 
氏名 卒業論文題目
伊藤祥子 企業戦略に見る新潟県の酒造業の方向性
卒業後の進路
沖純振興開発金融公産
小谷亜由美 地域メディアにおける地域情報一地域紙上 ミリオン
の「つくば」のイメージ
中村 li3史 長野県小布施1可における1汀並み修景運動の展開 地球科学研究科
西海英樹 茨城県北浦町要地区における大規模葉たばこ栽
ffの地域的性格
橋本 有力1 浜松市における日系ブラジル人関連産業に関す ヤマハ発動機
る1iJf究
横Ef:I美佐子 千葉ニュータウンにおける居住者空間 茨城県庁
渡辺丹香 わが国における漬物の地域性 エイチ・アイ・エス
1998 小松正利 秋葉原氏駅周辺地域における都市空間利用の セゾン情報システムズ
特性
渋瀬 雅彦 J J)ーグクラブの事業活動に伴う地域変容 経営・政策科学研究科
一鹿島アントラーズFCの事例一
守谷敦史 観葉横物流通の地域的展開一つくば市と生 インテリジェント・ウェイ
産地の結合一 フ
3. 人文学類
執筆年度 i氏 名 卒業論文題目 卒業後の進路
1977 I小野寺淳 近世人口移動の一形態一北関東農村荒廃と !歴史・人類学研究科→茨城
浄土真宗移民によるその復興一 大学
1978 1 宇野文夫 漁業の近代化と半農半漁村の対応一南伊豆 私立高校
の事例
iJj本淳子 近世加賀藩領新JII~n) における ;mの社会経済構造 主婦
1979 1白井 豊 河道変選に対ーする住民の対応一長野県犀JI 千葉県立中央階物館
の事例一
1980 
1981 
外山恭子 市場集落における村落形成一秩父郡大宮郷 埼玉県教員→主婦 (11:1姓町
を中心として一 回
百瀬 i明宏 近世庄内藩における歴史的地域構造 千葉県教員
i組i野孝史 那珂川流域村落における高品経済の展開 一近 栃木県教員
世 J~=I期から明治20年代までを中心に一
1 )11口 洋 通婚圏規制IEl子に関する一考察 一摂津留武 歴史・人類学研究科→帝塚
康郡上瓦林村の事例を 1~::J心として一 山大学
渡辺秀美 明治前期における中心地の階層的配建一栃 本田技研
木県を事例として一
1982 1 中西僚太郎 近世後期~明治前期における畿内農村人口の変 歴史・人類学研究科→千葉
動一綿作・綿工業との関係を中心として一 大学
西野真夫 新)11木綿衰退における歴史地理的考察 富山県教員
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執筆年度 氏名 卒業論文題iヨ 卒業後の進路
1982 I矢野正浩 薩摩藩における局地的中心集落一大1;高田始 志学館中等部
良郡~m生を 1:j:J心として一
山口 fl{j時 現黒派修験道の信仰]盟に関する研究 山形県教員
1983 I稲村太郎 秩父事件の毘史地理学的研究 埼玉県教員
霧生 岳 幕末期の村方よりみた生活交渉空間の研究 日本交通公社
一武蔵国多摩郡柴崎村の名主日記分析を中心
として一
1:1島裕治 伊那地方における洪水災害と住民の対応 長野県教員
1984 I石川裕之 幕末期信ナH安曇平における地域構造の変容 教育研究科'→長野県教員
-i等荷生産，糸魚川筋中馬活動を指標として一
1985 
1986 
1987 
1988 
!珂村 治 蒲j京平野における「干しとその流通機能一明 歴史・人類学研究科→立正
治期，三条Uf]を中心として一 大学
米I::J利明 明治期海運による流通題の研究一桑名港， 東京都教員
Imlヨ市港を 1:jJ'L、として一
11内雅人 新潟県の伝統的機業地における歴史地理学的考 新潟県教員
察一新潟平野の綿工業を事例として一
河野敬一 明治期以降における中心地システムの変容
一山梨県を事例として一
歴史・人類学研究科→常磐
大学
鈴木賞靖 高度経済成長期における地域観光化とその展開 環境科学研究科→日本放送
過程一千葉県南房総を事例として一 協会
陶山明彦
磯崎 晃
笹本明男
i 熊谷
i 石井 卓
村落社会の相互評価の形成過程に関する一考察
明治初期の下総台地における開墾村落の展開過
程
大穂町大曽根の詞墓市IJ墓地ーその諸相と住
民の意識一
北関東農村の空間構造に関する一考察 ー茨
城県石岡市大字井関を対象にして一
長野県遠山地方における明治期以降の地域変容
宮城県教員
野村不動産
私立高校教員
環境科学研究科→建設技術
研究所
埼玉県教員
--------ー---ーーーー-- --ーーーーーーー四#ーー町一ーー『ー-- --ーーーーー ーーー司司・ーーーー---ーーー』ー四------司-- --山田町ー四ーーーー--ーー曲、ーー
野木夕起子 近代移行期における内面海運流通の歴史地理学 アメリカンファミリ一生命
的研究
!原田洋一郎 萩藩領内の落政村の地域差に隠する研究 歴史・人類学研究科→都立
航空高専
満田宏子 郡山盆地における明治期間墾地の変容に関する 福島県教員
歴史地理学的考察
1989 1 )11埼俊郎 長野県東信地域における銀行の成立とその地域 歴史・人類学研究科→福島
的特色 高専
幸田一男 つくば市妻木における村落構造の歴史地理学的 紀伊国屋書j苫
研究
住田勝宏 愛媛県東予地域における工業地域の形成 日本放送協会
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執筆年度 氏 名 卒業論文題 I~I 卒業後の進路
1989 中 Ú(!~ 凱夫 明治大正期猿島台地における商業的1m作農業の 歴史・人類学研究科→茨城
展開 県教員
1990 清水芳江 台湾散居卓越地域の!歪史地理学的研究 野村システムサービス
1991 篠崎雄一 真!長j地域における綿業地域の形成と変容 福島県教員
竹江信之 笠間における絢{滋器業の発達とその地域的意味 茨城県教員
1992 1 木村穂高 つくば市西部における土地利用の変化に関する (附エコー
歴史地理学的研究
寺島康子 近代における河岸潮来の変貌 土ilEI大岩瀬高校
松杉力修 rj] -1世宗教都1'1の歴史地理学的研究一伊勢神 歴史・人顔学研究科
宮外宮内~J !lJm を事例にして
三木一彦 三峯信仰の展開とその社会的基幣 歴史・人類学研究科→!ヨ本
学術J辰興会特別研究員
1993 I小池 太郎 山村社会におけるイエの新i日関係に関する歴史 環境科学研究科→システム
1994 
地理学的研究一長野県木曽 1:i!~大桑村大野を 科学コンサルタンツ
事例として一
山本秀和 大井JI上流地域における電源!?拐さと地域に及ぼ 静同県教員
す影響
合地健太郎 牛久市女化における開拓移民集落の形成 住友銀行
多tJJ 開可 石間における酒造業の展開 山口県庁
1995 I奥江展久 東京近郊都・武蔵野市における土地利用の変化 横浜市役所
1996 
進藤友恵 新!IYI雪霊場の成立と発展の社会的基盤一相 富士鉄工
馬新i盟国霊場を事例として一
福!王i和H吉
田沢恒久
茨城県関城町周辺におけるナシ栽培地域の形成
千葉県長生郡白子町ーにおける民宿地域形成の歴
史地理学的研究
教育研究科→日本女子大学
付属中学
滝野鏡子 組i生産地域における女性労働の変質一茨城 歴史・人~l~学研究科
県結城市結城紬生産地域を事例として一
1997 植松久美子 市街化にともなう農村地域の変容一茨城県 環境科学研究科
土浦市域を事例として一
飯塚晃次 明治期茨城県真援における製糸業の発展とその
地域的基盤
木村宏幸 足手!打1におけるイチゴ栽培地域の形成
i11丑亜砂人 埼玉県東部地域の地場産業の立地と変選 近畿日本ツーリスト
1998 井上洋介 伊万里港における港湾機能と立地の変化
宇都宮久 茨城県波崎11fTにおけるスポーツ施設の立地
中島 ー 江別市野i幌における煉瓦製造の展開[崎 桂子 柑問一馬駐主一産
田村の事例一
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lV-3 修士論文および進路・現職の一覧
1 .地球科学研究科
入学年度 氏名 修士論文題目 現職
1975 I 矢ケ崎典隆 (留学) 東京学芸大学・助教授
山下 1~r海 横浜中華街の研究 東洋大学・教授
渡辺 恭男 (中退) 千葉県・松戸国際高
1977 I浅見良露 東京大都市留における経済変動の地域的連鎖関 久留米大学・教授
係
1978 I高橋 重雄 (留学) 青山学院大学・教授
1979 I伊藤 賠 Spatial Variation of the distance 阿 ameters 金沢大学・助教授
within the Tokyo Metropolitan Area 
大八木智一 大都市近郊地域における不耕作農地の形成に関 (側三菱総合研究所
する研究一神奈川県厚木市三田地区の事例一
菊地俊夫 那須山麓の戦後 Ij~拓地における酪農地域の形成 東京都立大学・助教授
村山 祐司 Canadian urban system and its evolution 筑波大学・講師
processes in terms of air-passenger flows 
全 }I責任 内科l2f療施設の立地とその利用パターン ー茨
城県八郷町を事例として一
南 禁佑 ソウルにおける結節地域の構造とその特性に関 韓l:ru，高麗大学・教授
する研究
1980 I 1)l賀美雅弘 山形県における脳卒i宇死亡の病理地域構造 東京学芸大学・助教授
中川 正 霞ヶ浦東岸地域における移住門徒村落の構造 三重大学・助教授
1981 I大関泰宏 東京都における都市的要素の外延化過程 文部省
提出 克彦 仙台市における小売商業地域の構造とその変容 奈良教育大学・助教授
尾藤章雄 東京都市圏における住宅の分布と地域的性格 山梨大学・助教授
金 健錫 利根川下流茨城県東村における水稲作の変貌 韓国，江!凌大学・教授
i982 I井出仁康 国内航空旅客からみた空港後背地の地域構造 筑波大学・講師
1983 丸山 浩明 浅間山南麓斜龍における農業生産地帯の垂直的 金沢大学・助教授
構造
山下宗利 東京都心部における土地利用の 3次元構造 佐賀大学・助教授
11本 充 北上山地北部における有畜農業の展開とは!域利 埼玉大学・助教授
用の変化
1984 I井上 孝 双子都市における人口密度分布の時系列的変化 青山学院大学・助教授ー
j宅野久二 (中退) 側パスコ
1985 I篠原秀一 銚子における漁港漁業の成立基盤 秋田大学・助教授
201 
洪 顕哲 パーソントリップと地域特性からみたソウル市 韓国，建畠大学・助教授
の地域構造
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入学年度|氏名 修士論文題目 現職
1986 I安 在鶴 帰還人口移動による人口集団の特性変化一韓 韓国統計庁
I!J .全羅南道を事例地域として一
1987 
酒井多力1志 モータ 1)ゼーションに伴う甲府市中心市街地の 北海道教育大学・助教授
変容 駐車場を指標として一
森本健弘 茨城県波lur，flUTにおける農業経営の変化と不耕作 筑波大学・講師
農地の形成 -11_1須田集落を事例として一
ILJ下 潤 関東地方西部における高齢者の分布とその形成 長崎大学・助教授
要因
伊藤 貴啓 東三河平野における工業的農業地域の展開 愛知教育大学・助教授
一つまもの栽培を事例として一
呉羽 jEli3 群馬県片品村における観光化に伴う林野利用の 愛媛大学・助教授
変化
須山 i捻 石川県輪島市における漆器の生産・流通構造の !日民事大学・講師
変遷
平 篤志 都心付近の人口減少に伴うコミュニティ及び公 香川大学・助教授
立小学校の変容 一東京都千代田区神田地区
を事例として
1988 橋本 雄一 神奈川県三浦半島における仁I~ 心地システムの変 北海道大学・助教授
谷
松村 公明 郡山市中心部における都心機能の地域的展開 秋田大学・助教授
1989 1 小田 宏信 浜松都市留における機械金属工業の分布とその 桜花学国大学・講師
変化
林 秀司 栃木県におけるイチゴの新品種「女i峰」の普及 九州大学・助手
過程に関する研究
l-jJJi!石川ihUi--けZhdらiUjijij2ik h百三;21i
1990 若E14; 啓子 岩手県滝沢村における齢農業の地域的展開! 宇都宮大学・講師i
1991 1)克IIH~ 洋 京浜地域外縁部における電機・電子工業の連関 三重大学・助教授
構造 -T社青梅工場を事例として一
中村康子 埼玉県秩父山地における自然、的基盤と農業的土 東京学芸大学・助手
(1間島) 地利用との関係
芳賀 博文 東京都心31Rにおける大手企業本社の立地変容
1992 1 堤 純 前檎市の市街地周辺地域における土地利用の転 北海道大学・助手
換過程
j実盟正史 近接性からみた沖縄本島地域の空11~]構造 筑波大学・文部技官
松井圭介 笠間稲荷信仰j圏の空間構造 筑波大学・講師
渡辺正午IJ 常願寺JI!における水資源利用域の変容 富山県職員
1993 I )1瀬正樹 大都市郊外住宅地域における成婚女性の通勤行 筑波大学・文部技宮
勤圏に関する地理学的研究一千葉県柏市を
事例として一
入学年度|氏名 修士論文題自 現職
1994 I草原 輝 地方中規模者Isrliにおける住民の教育受容行動に
関する地理学的研究 一愛媛県宇和島市を事
例として一
仁平 尊 I~J 千葉県旭市における施設慰芸の維持システム
1995 I伊藤徹哉 仙台市における住宅景観の地域構成
桜井 誠 (中退) アルク
平井 誠 埼玉県所沢市に居住する高齢転入者の移動特性
1996 I Elil} 敬仁 航空ネットワークからみた東アジアの都市i作シ
ステム
藤永 豪 仁!:JiJ_Jlm集落における地名からみた住民の空間認
識 -佐賀県脊振村鳥羽院下地区を事例とし
て-
松本至在 東京中心部における緑地の地域特性一武蔵
野台地末端部日暮里地i亙から品川地i互に至るま
で一
1997 1 有馬 昌英 大分県九重Ilfy菅原地区における入会林野利用の
変化
岩間 信之 東京大都市留における百貨j吉立地の空間構造
兼子 純 新潟県における小売業からみた流通の空間構造
ーホームセンター・食品スーパーを事例とし
て一
佐藤大祐 東京湾および相模湾におけるマリーナの展開
EB 1=1: 耕市 個人属性別にみたアクセシピリティに基づく生
活環境評価一福島県いわき市を事例として一
鄭 美愛 韓国ニュータウンにおける居住者の移動経歴の
地域的特性一京幾道城南市盆唐を事例とし
て一
横LJ 智 森林所有形態からみた台風災害復旧と荒廃地の
分析
2.歴史・人類学研究科
入学年度 氏 名
1978 小野寺淳
1979 伊藤寿和
1980 がA、宇 勝彦
1982 )11口 洋
修士論文題iヨ
歴史地理学におけるメンタルマップ研究 一江
戸時代北上}Iの水路を事例として一
条理呼称ìi~整嬬過程に関する研究
近代江南デルタの鎮の構造
通婚墜!からみた江戸時代後期の「大阪地域」
生活空間の枠組をめぐってー
現職
茨城大学・助教授
日本女子大学・助教授
鹿児島経済大学・助教授
帝塚山大学・助教授
1983 l 中西僚太郎 明治末期茨城県下町村の食物消費一米麦消 千葉大学・助教授
費とその規定要因を中心として一
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入学年度 氏 名 修士論文題目 珍1 i蹴
1984 椿真智子 移住における開化過程の予察的考察 一米沢 東京学芸大学・講sin
藩における法華宗移民を事例として一
1985 i河村 治 定期ili出庖行動の空間システム研究 立正大学・講師
1986 J可野 J故ー 明治期以降の長野盆地における中心地システム Iltt~.~芸大学・講師
の変容 一動態的中心地モデルの構築に向け
てー
1989 j京田洋ー自[5 秩父における鉱山業に関する歴史地理学的研究 都立航空高専・講師
近代化以前の天領小規模鉱山の一事例とし
て-
]990 )11埼俊民: l明治・大正期における地方中小銀行の立地と地 福島高専・講師
域特性一長野県佐久盆地を事例として一
---ー _ー--- “ー --一一一一一ー 四ーー ーー ーー ーー ーー ーー 』ー -ー----ー 四ー円四 ーー ・ー幽ー 一一一ー -ー-四四四ー 四』一一--明--ー 四ー一ー -ー 回ー世一一---
中1告別夫 猿島台地における茶業の展開とその存立条件 茨城県教員
1992 !33中達也 領域の形成と拡散一戦国期色部氏領におけ 大東文化大学・講師
る歴史的景観の復原を通して一
1993 松杉力1多 戦国期における伊勢信仰の展開一越後i主1I南原
君j¥を事例として
ーーーー『早 F 世世』ー ーー 明ー司直世直 4 ・ー一回---ー 由一一四一---自画ー 白ー血』ー 一ー『司--目白ー ーー 『回目町田 -- 時ー 巴ー--一時四日町田』一ー 『岨ー 一ーー - ---
三木一彦 三i峰信仰の展開とその地域的基盤 日本学術振興会特別研究員
1994 冠王 銘- 高度経済成長期における関東台地農村の変貌
1996 渡部康代 近世における祭礼の変容と筒の形成 一下野
国那須郡鳥山 1可午頭天王祭礼を事例に一
1997 滝野規子 結城級生産地域とその変質一織り手のライフ
ヒストリーと機屋の家族労働構成からの考察一
????
「 天竜)1下流域における治水事業とその経済的基
盤一明治~昭和戦前期を中心として一
3.地域研究研究科
執筆年度 氏名 修士論文題目 現職もしくは進路
1976 磯部豊彦 カリフォルニアの自然環境
佐々木史郎 韓国民家の文化地理n学的研究一車嶺!lJj眠中 宇都宮大学
部の民家調査を rl~心として一
1977 
八回茂樹 サンフランシスコの都市化と都市計画 熊本電波高専
斉藤 正 フィリピンの都市化一発展途上国型都市化 j享木高
の実態ー
市)1 敦子 イランの都市形態 ーテヘランの居住形態を
仁1:1心として一
1978 
岩田憲二 プランテーション産業の諸問題ースリラン 石川県立白山自然保護セン
カの茶産業を事例としてー ター・専門研究員
!有国利il日 カナダにおける都市発達過程一コンフェデ 千葉県教員(高校)
レーション以前の中央カナダを例として一
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執筆f1:'度 i氏名 修士論文題自 現職もしくは進路
1978 I 片桐秀一 ポーランドの工業一地域均等発展の実証的研 東京都教員(高校)
先
1979 
1980 
1981 
村山祐司 カナダI~I内航空交通の特質及び航空ネットワー 筑波大学
クの空間構造
藤田健三 ユーゴスラピアの地域差 日本板硝子
プンチパン 自本とスリランカにおける稲作農業の経営集約 農学研究科→
ダ， S.M. 化過程に関する比較研究
渡辺 1~千l アメリカ合衆国の農業における地域差
i佐藤克芳: 人仁!的側面からみた韓国の都市化 -1960， 
70年代を中心にして一
I J 二EI 雅子 関東地方における地域呼称からみた住民の空間
認識
新EEl I~1 夏実 「発展途上国の都市化一社会発展期における
「過剰者ISiliイヒ」の役割. フィリピン. メトロ
マニラの事例より
林 千根 マレーシアにおける青少年団体の発展
jヨ本能率協会
水橋高
205 
日野 克美 モントリオールの街路名の調査と考察 オックスフォード大(留学)
1982 石井秀樹 西ドイツにおける外国人労働者問題一第二・
第三世代の西ドイツ社会への統合について一
サマルカン 東京大都市圏の交通網の発達から見た都市化
テァイ， A.F
サウジアラビア，ジッタ大
学
前j脇かおり 変動するスラム:その住民構成と態度一フィ 国際基督教大学高
リピン・マニラのイスラム地区における調査に
基づいて一
福井 健二 PerspectIves on Canada -Japan Business プロジェクションハウス
Relationship -
1983 I IJ/:半 信子 Schooling in the Rural Mid-West: the Struggle El本国際交流センター
over Educational Reform -Saline， Michigan in 
the Late Nineteenth Century 
i984 'il川和彦 南チロルの人口地理学的分析
1985 1:1仁川エリ アフリカ「地I%IJ現状分析ーチユニジ、アに
1987 
おける「地国」作成プロジェクト背景調査をと
おして一
張 小if: 都市化に伴う農村の変貌ー筑波研究学爵都
市の場合一
渋谷鎮明 鎮UJを通してみる李朝邑集落の空間構造 中部大学
1988 I石井久生 メキシコ市における都市構造変動 共立女子大学
奥井雅久 シンガポールの人口分布および土地利用の変化 信越化学工業
1989 I Ll-lIli~f 科 目本統治時代の朝鮮における地方行政改革 東洋情報システム
-1914年の行政!RTI盛jの改革を中心に
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執筆年度 氏 名 修士論文題目 現職もしくは進路
1990 司Z 誠司 アルゼンチン都市群システムの借造と動態 いのちのこと lま干土
一ーー ーーーー -ー-------一一一ー一一一ーーー一一司---ー ー 一ー← ーー-- -ーー--一ーー 田昌--由--ーーーーー『ーーーーー--・ー-- 』ーー 間ー同世ー一一
芳賀博文 高層ピル景観からみたソウルと東京の比較{ijf究 地球科学防f究科
1991 i調 文 EC市場統合と日本企業の対応 一製造業を 1:1 アイ・エス・エス
心に一
1992 青木義昌 「ロシア脅威」に関する考察一日露関係史か 防衛庁へ復職
らの分析
1993 m~部浩之 チリ民政移管 人権問題解決の試みと文 国際政治経済学研究科→愛
民・軍部関係 I:RJ学!主!大学
ーー 一ーー--ー -ー-ー 『ー田---回』一一ーーーーーーーー 司円四 4・._----------ー明 F 喧--ー』一一一一-----岨・ 4一一一-----一一一ーーー -ーーーー -ーー -ーーー
柿原 i主i治 米露戦略核戦力の推移と El本の防衛戦Il!告一 防衛庁へ復職
21 世紀の核戦略に関する一考察一
1994 宇野佳子 観光からみる北欧 ーイメージとその背景一 国際交流基金
田ーー一--ー』一一ーーー自由ーーー一一ー『嗣 世田---ーーー -ー-------ー 『ー自 由ー』ー -ー-----ーーー』ー _ー---ーーー -ー-世田』一戸弔日】圃由一『戸田】ーーー，
道満誠一 ソ連崩壊後のロシア海率 !坊衛庁へ復職
ーーーー『ー品目ーーー-ー晶一--ー 『ーーーー圃晶』ーーー一目再日ー--一一一一ー『時古田ー 一ー一一一『ーーー 一ー一一一---ー』ー---ー目白血ー 一ー一四--一一日且世ー一一回世ーーーー
j笥 Jr大 Iq:q習における農村過剰労働力の移動 一改革
以後の農村地域の問題を中心に一
1995 佐々木てる 現代ヨーロッパにおける定住外国人問題
ー「シティズンシップ」論再考一
1996 アJ)フ， J.K. Development of the Industrial Labor Forcc in 
Yanbu Inclustrial City "Saudi Arabia" 
』一一-----------一---一ー 』ーー-ー『ー ーーー一一ーー哩 4・一一一----一一『ー 四ーーーー----ー-ー幅四ー 一ー一ー目白一一_---一一一ーーー一一ーーー四一
吋iヨ- !場子 環境先進国ドイツの環境保全型都市に関するー
考察
『ー宇 田ー一回一即時ーー ー “ー------ー -ー-----_抽ーーー『司--ーーー--------ー一一ーーー 』ー一一ーーー-ー -ー-田』ーーーーー -ー---------ー』ーー
吉田荘介 スイスの市民防衛に関する相f究 防衛庁へ復職
1997 足達好正 ロシアの膨張についての考察 一地政学及び 防衛庁へ復職
ロシア救世主思想(ロシア・メシアニズム)の
観点から一
ー -ー--ー晶』ーーー司自』一世四回』一--司目白血ーーー 』ーー -ー---ー目 F曲一一--帯同-----一ーーーー一一一ー -ー------ー干ーーー『ーーー---ーーー-----巴』
田1奇剛広 ポスト冷戦とフランスの核政策 防衛庁へ復職
1998 小川健一 21世紀の NATO戦略の考察 黒海及びパル 防衛庁へ復職
ト海地域を中心にして一
4.教育研究科(教科教膏専攻社会科教育コース地理的分野)
執筆年度 氏名 修士論文題iヨ ? ??????、、? ????? ??????
??? ?? ?1980 池仁親次 昭和35年度版高等学校学習指導要領批評
社会科地理を 1:1心にして一
高!J_ 直子 高等学校社会科地理における都市の学習指導に 東京都世田谷区・桜丘中
ついて 一都市化の概念とその形成一
吉田徳康 高等学校地理教科書における環境問題の取り扱 埼玉県・大宮l寓
いに関する研究
1981 I梅内 康博 LANDSAT画像の教材開発およびその地理教育 柄蔭学園高
における授業効果
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執筆年度 氏名 修士論文題 1~1 現職もしくは進路
1981 I新約 雅樹 イギリスのサンプルスタデイを使った中学校社 鹿児島県・沖永良部高
会科地理的分野のJ受業に関する研究
松永陽子 三沢勝衛の地理教育論に関する一考察一反 昭和女子大関属昭和高
知識注入主義の立場に立つ地理教育の意義一
寺本 潔 児童・生徒の知覚環境の発達に関する基礎的研 愛知教育大
究 -熊本県阿蘇カルデラ内の小・中学生の
場合
1982 飯田 誠 イギリスの中等教育における地図指導一日 千葉県・安蘇郡東中
本の地図指導改善のために一
角海紀雄 社会科における「祭り・芸能」を題材とした文 栃木県・真岡高
化財学習について 一栃木県栗山村湯西)1湯
殿山千1社祭礼および奉納獅子舞を題材として一
大垣圭子 映像教育にみる戦後社会科の変容一小学校 栃木県教員(中学)
社会科一
木内 晃 文化地理学的成果の中学校社会科地理的分野へ 徳島県・鳴門市北灘西/J、
の導入に関する一試論ーラテンアメリカの
取扱いについて一
1983 1可南
? ?
地理的位置の認知に関する基礎的研究 慶醸義塾高
渡辺敦子 シミュレーションゲームを用いた地理学習の展ー東京都・小石川工高
間 イギリスの地理教科書を参考にして一
1984 1 上松達三 社会科からみた中等学校における修学旅行 東京都練馬区・光が丘六小
増田義雄 社会科における郷土教材の研究一間宮林蔵
を1:1心として一
力IJ治1:131床子 明治後期の実業学校における地理学習
1985 ，天野真哉 高等学校社会科「地理」における国勢調査資料 広島県・安芸高
の取扱い一広島県を例として一
小林岳人 地理的世界認識の解明への一試論ーグール 千葉県・小金高
ドのメンタルマップの方法を用いて一
13村和浩 ウェーパ一点と人間の発達段階における知覚判 茨城県・土浦一高
断に関する研究
平田真幸 地理教科書における世界地理の学習の白米比較 国際観光振興会
宮原弘@: 地理的認知に関する基礎的研究一筑波研究 長野県・蘇南高
学園都市を事例として一
1986 1 安部憲文 結城紬生産地域における生産品種の地域分化に 長野県・皐月高
関する一考察 一高等学校地理における地域
の調査の例として一
加i百隆男 地形留の読留に関する基礎的研究ー認知心 大阪府・八尾北高
理学的アプローチー
中島 功 農業地域調査を中心とした地域学習の展開
一茨城県八千代町を例として一
神奈川県・草木西高
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執筆年度 氏名 修士論文題iヨ 現職もしくは進路
1987 1船津小百合 荒川におけるilfJI敷の土地利用一自然環境 秋田和洋女子高
の取り扱いにおける教材化の視点として一
1988 
牧野 誠!京 初等・中等教育における地図教育に関する考察 1出場高(校長)
一小縮尺地図の指導を 1=1:1心に一
生地 i場 高等学校社会科における開発教育のあり方 神奈川県・荏El高
~フィリピン人労働者の流入を題材に~
木村保彦 社会科「地理」における国際理解に関する一考 愛知県・ 91立京高
察 一外出地名・用語等の取扱いを通して~
小林陽子 地理学習における工業化についての教材研究 大安多摩高
一茨城県の工業団地を中心に一
小林和夫 高等学校社会科における開発教育の教材化 日本不グロス・キャンペー
一東南アジアの熱帯林破壊を事例としてー ン
~J~佐田透ー 開発教育における教材化についての一考察 愛知県・畳EB北高
ータイの NGOと農民によるj支ー村12拐さを事例と
して-
1989 安藤伊知郎 地理教育における地域変容一茨城県つくば 埼玉県立養護学校
市のi町村合併二を題材として一
坂仁j 克彦 高校生の空間認知状態一都市地理学習に生 東京都教員(高校)
かす一方法として一
高橋浩史 地理教育における地域学習の意義一三i辛勝 CDl 
衛の地理教育論を通して一
三構浩志 地理教育における工業化に伴う地域変容の教材 日本総合研究所
イヒ ー茨城県西部を事例として一
1990 佐藤俊彦 交通変革に伴う地域変容とその教材化一中 麻布学圏中・高
央自動車道を事例として一
長佐知子 地理教育における水害の取扱い 鶴見JIを 青年海外協力隊→
事例として-
1991 I甲斐譲二 地理教育における「交通変革と地域変容」の取 宮崎県教員
り扱い 一岩手県を事例として一
1992 
斎藤 之誉 地形環境と人間生活のかかわりに関する一試論 岐阜県・土i枝市西陵中
一水害をてがかりにしてー
蹟!王i 育男 地理教育における研究開発 (R&D)部門の取扱 三重県・員弁高
いに関する一考察 一筑波研究学園都市を事
例として一
福重建一日!)~ 民間信仰を素材にした地域学習
美誉士、洋子 地理教育における野外学習の意義
稲田 哲也 鹿島開発とその教材化に関する研究
松尾通成 グローパル教育の学習方法に関する研究
ーオーストラリアの中等地浬教育を中心とし
て-
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若渓学i盟中高(講)
第一航業
長崎県・平戸中
執筆年度|氏名 修士論文題目 現恥しくは進路
1993 I )111時ユカリ 埼玉県における高校進学状況からみた中心地の 長崎県職員
配置とその変化一地理学習における教材化
1994 
の観点から一
西1宰泰啓 中学校社会科における「郷土意識」育成の意義 長野県教員(中学)
と方法 一「小布施の生活と文化J をとおして一
山口泰宏 地理教育における「地域変容」の教材開発
松本 iヨ二ご1三ヨー ー
一茨城県新治村の養豚業を事例として一
笠間焼生産地域の構造
埼玉県・三郷高
文部省
吉村 タ紅 那珂川における水辺の観光レクリエーション利 栃木県・氏家中
m ~地理教育における水の教材化の一視点~
詩)1 竜司 「自動販売機」 一地域学習・総合学習への試
み-
1995 折式田由紀 福間ili都心部の地下空間に関する地理学的研究 大妻女子大付属高
久保京子 千葉県長生郡・夷限~:i15 における定期市の存立基 和洋女子大付属高(非)
盤
河野敏弘 結城紬産地における高級品生産地域の存立基盤 つくば秀英高
松崎康弘 大井川流域における)1狩りの変遷過程 教育学研究科
LJ田 義尚 沖縄県思議~村における生活用水源の変遷過程 沖縄県教員
竿代愛也 高度情報化社会における多機能都市の形成一幕 関東学園大付属高
張新都心を事例として一
福井出j美 北海道における行政組織の確定過程と機能地域 北海道・八雲高
の成立に関する考察
1996 1 宇都木宏一 つくば市における地価の変容についての一考察 茨城県・岩井西高
l鴨志出産子 地理教育における自然災害の取り扱いについて 山脇学圏中高
の一考察 神田)1流域を事例として一
北村 章 埼玉県浦和市を中心としたスポーツ活動の地域 東邦大付属東邦中
的展開 ーサッカーを事例としてー
富田直{l13 首都圏における観光農業の地域的特性一埼 常総学院高
玉県横瀬町ーを事例として一
仁1:]村 i主輝 茨城県づくば市における公民館活動の地域的特 明治学園高
'性
1:j')1 健 情報メディアによる観光レクリエーション地域 聖徳学園高(講師)
の形成一横浜元町を事例として一
1997 田中豪一 環境教育における「持続可能な社会J の視点の 茨城県教員(高校)
導入に関する一考察
鳥海 亮 千葉県白浜町の沿岸環境 千葉県教員(小学)
中村智美 茨城県平磯における岩石海岸地形の南北変化 新潟県教員(高校)
209 
奨1奇'垣一郎 苦都圏周辺山村における住民の環境認識と小地 茨城県つくば市，二の宮小
名との関係一茨城県七会村を事例として一
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執筆年度 氏名 1t士論文題自 現職もしくは進路
1997 松)1 理治 レクリエーション開発に伴う国有林野利用の変 静岡県教員(高校)
容と地域社会の動向 一栃木県藤原ITを事例
として
山Ih奇 統 地理教育における「文検」の役割 北海道教員(高校)
1998 I 1翫宰恒久 静同県牧ノ j京台地における茶業経営の再編 日本女子大付属中
小松直子 横浜中華街における在日中毘系入社会の変容 福井県・藤島高(非)
湾藤寅信 魁場整備の教材化と学習指導一つくば市桜
)1流域を事例として一
古)11 顕 地理教育における効果的な野外観察に関する実 共立女子高
証的研究
星力1 泰子 新市IJ高等学校社会科選択科目「人文地理」の成 i可志社国際1:]・高
立と展開 一石田龍次郎の地理学思想を手が
かりに
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lV-4 博士論文・勤務先一覧
? ?
? ?
?
? ? ，? ?? ?
?
… 「?
???
? ??
???
?
?
，?、?
ー?
博士論文題目 勤務先
???，? ? ?
1975 I I凍 憲明 The urbanization of the low plains in the 台湾，台湾 課程i専士，
suburbs of Tokyo and Taipei: A comparative 師範大学 三年編入
study on the agricultural aspects 
福島義手IJ 千葉市と i岐阜市における CBDの構造と機能に 専修大学
関する研究 大都市圏内の中規模都市の事
例一
課程博士，
三年編入
矢ケ崎典i径 Ethnic cooperativism and immigrant agricul- 東京学芸大 Ph.D.， 
ture: a study of ]apanese f10riculture and truck 学 University
farming in California of California， 
Barkeley， 
1982 
iJJ -1:;" i青海 A geographical study on the segregation of 東洋大学 論文博士
Chinese dialect groups in Singapore 
1976 i 手塚 章 An analysis of regionality in the outer submヘ 筑波大学 論文博士，
ban area of metropolises: Viable farming types 三年編入
at the Shimo-otsu district， Ibaraki prefecture 
奥井正佼 A geographical study on the types of automo- 宇都宮大学 論文博士，
tive traffic region and their distribution in the 三年編入
Kanto District， Japan 
1977 rlH将文 A geographical study on the distribution pat- 岡山大学
terns of productivity of agricultural land in 
Japan 
論文博士，
三年編入
上野健- The regional structu同 andits change in Tokyo: 大東文化大 論文博士，
1920叩1970 学 三年編入
佐々木史郎 A geographical study on the north-south varia- 宇都宮大学 論文博士，
tion of Korean house fOI・m 三年編入
浅見良露 The geographical analysis of the inter‘area lin- 久留米大学 論文博士
kage of economic fluctuations in Fukuoka 
region， ]apan 
1978 1 高橋重雄 Multiple stops and retail choices: their intraurー 青山学院大 Ph.D.， 
ban variations 学 University
of Kansas， 
1987 
1979 伊藤 悟 An analysis of the distance parameter of spatial 金沢大学
interaction model in the greater Tokyo met. 
課程博士
roplitan area 
菊地俊夫 The bases of development of viable dairy farm. 東京都立大 論文博士
ing in the Kanto district 学
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入学年度
1979 
氏名 持士論文題目 勤務先
村山祐司 Regional structure of commodity flows in ]apan: 筑波大学
An application of dynamic geographical field 
theory 
儲i 考
論文博士
南 祭佑 空1J]的相互作用からみた巨大都市ソウルの地域 瞬間，高麗 論文時士
構造 大学校
1980 I 11賀美雅弘 Geographical stucly of regional variation of 東京学芸大 論文i宇土
diseases 学
1981 
1982 
1983 
1984 
1985 
仁IJJlI 正 The cemetery as a cultural manifestation: 三重大学 iコh.D.，
Louisiana necrogeography 
大関 泰宏 A geographical study on u山知 mほ凶:ionin the 文部省
Kanto region 
Louisiana 
State 
University， 
1987 
論文博士
根i丑克彦 The urban日 taili時 systemin Kushiro ancl its 奈良教育大 論文博士
change 学
j主藤 章雄 Geographical study on residential structure of 山梨大学
Tokyo 23 wards and the suburban areas 
論文博士
金 建錫 利根川下流域における稲作経営とその地域的特 韓国，江陵 課程時士
質 大学校
サマルカン サウジアラビア・タイフ市における者1ST!]の内部 サウジアラ
デイ， A.H. 構造 ピア，ジッ
タ大学
井i王i 仁康 A study on regional differences of air pas. 筑波大学
senger flow patterns and the cause of the 
regional clifferences 
課程博士，
三年編入
論文博士
季 増民 内陸工業団地の地域的展開と隣接農村地域の対 十I~LIJ 女学!習 課税博士，
応-北関東地方を事例にして一 大学 三年編入
事i 金水 台湾における交通イノベーションと地域経済の 台湾，台北 課程博士，
関係に関するi也域的分析 日iIi範大学 三年編入
j 丸LlJ i告明 A geographical study of the agricultural land 金沢大学 課程1導ゴ二
us巴 patternson the lower volcanic slopes in 
Central ]apan 
山下宗手IJ A geographical study on the three dimensional 佐賀大学 論文博士
structure of the central Tokyo metropolis 
IJρ!ζ 充 A geographical study of changes in the moun. t奇玉大学 論文博士
tain agricultural region in Tirol， Austria 
i井j二 孝 The integrated model of intra.urban popula. 青山学院大 論文博士
tion distribution ancl migration 品づ一
1 篠原秀一 A geographical study of the modern fisheries' 秋田大学 論文博士
structure: the fisheries' space of Choshi 
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入学年度 氏名 博士論文題目 勤務先 市li 考
1985 I {31~ ~J~哲 ソウル市における結節地域構造とその変容に関 韓国，建国 諜程博士
する地理学的研究 大学校
張 長平 東京都区部における小売業の均衡的立地パタ一 国際航業
ンに関する地埋学的分析 一買物行動モデル
に基づいて一
諜l3~1!Jj:ゴご，
三年編入
1986 I安 在鶴 韓国における人口移動の地域パターンと決定要 韓国統計庁 諜程博士
1'51 -1965年-1985年間の変化一
森本健弘 A geographical study 0ηcultivation abandon- 筑波大学
ment in intensive agricultural regions of Kanto 
plain 
11下 il~\J Spatial interaction and spatial structure: A 長崎大学
study of public facility location 
論文博士
Ph_D_， Lund 
University， 
1995 
1987 I伊藤貴啓 A geographical study on the evolution of in- 愛知教育大 論文博士
d ustrialized agric山 ure in Higashi Mikawa 学
plain， Aichi prefecture 
呉:]J 正B Die Wintersportgebiete in Osterreich und Japan・ 愛媛大学 Ph_D_， 
Ein geographischer Vergleich der Entwicklung 
der Wintersportorte in den Ostalpen und den 
japanischen Berggebieten 
須山 Jf;~: A geographical study of continuance and 駒海大学
development of traditional industry: Regional 
bases of shihki industry in ¥ヘlajima，Ishikawa 
prefecture， Japan 
工12: 篤志 Spatial dynamics of Japanese-affiliated 香川大学
companies in the Chicago metropolitan area 
Global localization of multinationals 
Univetsitat 
Innsbruck， 
1993 
論文博士
論文博士
1988 I橋本雄一 The transformation of central place system in 北海道大学 論文博士
the Tokyo metropolitan area 
カミキハラ iヨ本における農家の契約栽培に関する地理学的
シズエ {iJf究 一茨城県麻生1汀の事例を中心として一
課程博士，
三年編入
1989 小I:EI 宏信 The location dynamics of the small and 桜花学園大 論文博士
medium司sized machinery industry during the 学
technological innovation: A case stlldy of the 
mold manllfacturing industry in the Kanto 
region， Japan 
林 修司 Dif仇ft如us釘ion and a吋do叩pコメ均tion of new s計trawbe引rηI
vaωri民etie邸sin Japコar江1工:A case study 0ぱfNyol弘切oanχ吋i d
Toyonol?α 
論文博士
1990 若本啓子 Regional characteristics of the feed-supply basis 宇都宮大学 論文博士
of dairy and beef cattle raising in Iwate 
prefecture. Japan 
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入学年度 氏名 1専士論文題巨 勤務先
1992 松井圭介 Geographical stl1dy on the sphere o[ f{oJ1amum 筑波大学
イij 考
論文博士
Belsurai shrine faith 
( 2 )その他(東京教育大学やその他の大学の出身者で，地球科学研究科にて論文審査を受けた者)
学位記授与'rj:J支 氏 名 博士論文題13 勤務先
1980 i主坂 蕃 The development and transformation of tourist 立教大学
setllel1ents on the heavy-snowy regions of Japan 
-With emphasis on ski settlel1cnts一
1982 手;;~反正 j台 The Thunen strl1cture of agriculture in Japan， 広島県立大学
basing on gravity 1l10del 
1984 楼井 l羽久 A geographical stucly on the changes o[ _!.~i9i事大学
agricultural lancl use in the Limburg region， 
Vl est Germany 
J985 i梓j毛良iを A geographical study on evaluation of lanclscapc 立教大学
resources 
1987 淡野 l明彦 Formation of coastal tourist areas in the Kinki 奈良教育大学
clistrict 
1987 坂口慶治 近畿内帯山地における能村現象の地l~n学的iiJf究 京都教育大学
1990 犬)i: 百: A geographical stucly on the use of the plain 郷協大学
forests in the 1くantoplain 
1990 長坂政信 A geographical stucly on the procluction area 近畿大学
formation of the broiler inclustry in Japan 
1990 篠原重良IJ Iml韮山地における集落の変貌過程に関する地理 香川大学
学的研究
1991 伊藤達也 A geographical stucly on the regional pattern (逝去)
of householcl composition ancl householcl for-
mation in Japan 
1995 安積紀封t The regional clevelopl1ent of commercial 名吉屋女子商科短大
warehouses ancl its locational bases: Focusing 
on the Tokai ancl Hokuriku clistricts 
1996 北村修二 A stucly of regional structure of Japanese ag宇 !南山大学
riculture basecl on the part-time farming 
2.歴史・人類学研究科
入学年度 氏 名 博士論文題目 勤務先 {il 量J子
1977 古田悦造 近世関東における魚J巴流通の地域的展開 東京学芸大 三年次編入
づλ;t
J978 小野寺淳 近世河)1水路函の空間認識研究 茨城大学
1979 小口千明 相対的環境線の歴史地理学的研究 筑波大学 三年次編入
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入学年度 氏 名 i専士論文題目 勤務先 制5 考
1979 伊藤芳子IJ 日本における農業的土地利用の歴史地理学的研 日本女子大
究ー古代・ l:j二1.立の大和医iを事例としてー 弓注よ4乙f 
1982 I )1口 18・19世紀における会津・南UJ御蔵入領の人口 帝塚山大学
変動とその地域的特徴
1983 I:j:lïffi僚太f!l~ 近代日本農村の!霊史地理学的研究 千葉大学
1985 同村 花i 六斎市の成立と展開に関する歴史地理学的研究 立正大学
216 
地理学に輝かしい未来を ーあとがきにかえて-
来るべき21世紀へ余すところ僅かになった1998年は，未曾有の不況が日本経済を襲い人々の生活に
暗雲を投げかけたー世紀末の時期であった。しかも，日本政府が銀行や経済界に年間の国家予算に相当
する莫大な資金を投じても日本経済は底を打つ気配がなく，自衛のためか庶民の財ー布はゆるまない傾
向が続いている。かつて「妖i杢がヨーロッパの空を俳但しているJ とマルクス・エンゲルスは『共産
党宣言』で書いたが，その妖怪とは今8，日本経済を混乱させているヘッジファンドとかデリバテイ
ブと呼ばれる国際金融資本であろう。妖d怪たるゆえんは，その正体の姿形が見えず，私たちj芳、民の手
の届かないところで，為替レートや株価を変動させているからである。
私にとってこの妖怪は時代の変換点を意識させるものであった。野茂投手が大リーグで活躍してい
るのを喜んでいたら いつの間にか日本の高校生にまで大リーグの触手が延びてきた。 国際化の波が
ひしひしと日本のあらゆる分野に押し寄せているのである。地理学もこの国際化の波に押しつぶされ
るのではなく，その波に乗るよう心がけなくてはならないであろう。
ところで，筑波大学の地理学・水文学専攻，なかんずく人文地理学・地誌学の分野は，この冊子で
明らかなように大学院生の教育・学位の取得・大学教官への就職と輝かしい成果を上げてきた。これ
は偏に大学院生，先輩教官の努力の賜である(資料の蒐集に尽力された若手教官にもお札申し上げた
い)。しかし，この伝統を将来につなぐためには一層の努力が要請されよう。というのは越えなけれ
ばならない障壁は大きく，偲人の能力は限られているからである。ここで，その障壁のいくつかに触
れてみたい。
その一つは，小子化に伴う教育学部の改組であろう。大学の教育学部から教員免許証を必要としな
い学部への移行である。この改編で地理学教官の半数近くが，地域研究，環境，経済地理などの分野
に移籍した。地理学者の現有ポストは確保されるものの 将来にわたってそのポストが地理学分野で
確保される保証はなしE。このことは教育学部を大学院生を主要な就職先としてきた本専攻分野には大
きな痛手である。
もう一つは，大学の大綱化に伴う大学技大学の創出で、ある。文部省は将来修士を含めた大学院生の
数を50万人にしたいと考えている。その結果，多くの大学で、大学院が設寵され， I日帝大では大学院化
が進行した。このことは，地理学を専攻する大学校生が大幅に増加したことを意味する。それはまた
大学院生にとって研究室の狭隆化とともにライバルの出現でもある。筑波大学では創設以来，地球科
学系・地球科学研究科という 1学系・ 1研究科という心地よいぬるま湯に浸ってきたので25年間改革
を行って来なかった。大学院化に遅れをとった筑波大学でも，大学当局が最後のチャンスにかけて
rScience (基礎科学)と Technology(実学)の融合J という形で，従来の8研究科を統合して生命
環境科学研究科，数理物質科学研究科，システム情報工学研究科という三つの大研究科に改組すると
いう，大学院化に乗り出した。
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この概算要求で地理学・水文学専攻の属する地球科学研究科は，生物科学研究科と農学研究科，と共
に生命環境科学研究科に属することになっている。生命環境科学研究科は 8つの専攻から構成され，
地球科学研究科は地質学専攻が地球進化科学専攻に地理学・水文学専攻が地球環境科学専攻にな
る。また，地球科学研究科と生物科学研究科で新しい生態環境科学専攻(仮称)を新設するというも
のである。この案は社会的ニーズに合わせた研究分野の拡充をめざし，入学定員の増加を狙ったもの
であるが，官Jl-=の削減とエージェンシー化，公務員の削減が叫ばれている現在，概算要求には相当の
難題が課せられると予想される。
以上のように，地理学・水文学専攻は地球環境科学専攻に改編される方向で検討されているので，
今後21世紀を自指した環境利用，余1復活動など環境志向の研究者やグローバル化に対応した地域研究
者の養成が要請されることになろう。一般に人文地理学・地誌学の分野は自然、地理学によヒべ，国際対
応が遅れている。 自然地理学でも物理学・化学など理系の研究科に比べれば国際対応が遅れている。
Ijl緊化の波にさらされている現在，日本の若い研究者が国際会議や国際学術研究に積極的に参加する
ことを期待したい。幸い来年度から個別の文部省科学研究費でも海外調査が可能になるので，積極的
に活用したいものである。こうすることによって無理することなく国際化の波に乗る方法を身に着け
ることが可能となるからである。
ギリシャ・ローマ時代から地理学は f諸科学の母=J として，また，「自然と人間とのかかわり」を
解明する環境科学として発展してきた。地理学を γ科学の抜け殻」として卑下することなく，また
「あれは地理学ではない」と排他的に扱うものではなく，これからは「あれも地理，これも地理」と
いう寛容の態度が必要であろう。在、は1985年にブラジ、ルの調査をまとめるに際してワープロを知った
が，当時は新しもの好きの教授の部屋を「ノTソコン長屋J と部撤するj武潮さえあった。しかしなが
ら，今ではパソコンは誰にも不可欠で， E-mail，インターネットは当然となっている。私の参加して
いるアメリカ大平涼ハイプレーンズの国際学術研究に関連し，研究室にいながらカンザスナ1'の小麦農
家やグレインエレベーターのホームページがみられる時代に入ったのである。
地理学を志す大学院生には地図，環境，フィールドワーク， GIS，総合というようなキーワードを
武器として新たな航海:に乗りだして頂きたい。国際ネットワークなど新しいメディアの発達で学術論
文等の入手や地密作製が容易になった現在，大学j史生や若手研究者には各自の好きな研究分野を信念
をもって進め，来るべき21世紀を見通した地理学の新たな地平を切り開いて項きたいものである。そ
うすれば国際化，社会化を実現し，地理学の未来は明るいものとなろう。
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